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巻 頭 言 
 

校長  重松 聖二 

 

 第Ⅲ期ＳＳＨでは、Society5.0の実現に向けて多くの地域課題を解決し、地域の未来を科学的に

創造するイノベーション人材を育成するために、ＳＴＥＡＭ教育にロボット・データサイエンスの

考え方を融合させた宇東ＳＴＲＥＡＭ（Regional Problems × ＳＴＥＡＭ × Robotics）のカリキ

ュラムを研究開発しています。身近な地域課題は、全国各地の地域課題や国際的な課題と共通点が

あり、地域課題解決はＳＤＧｓの目標達成に向けた取組につながるという視点で研究開発すること

とし、国内外の大学や研究機関､企業､行政等と連携し、「人とつながる・世界とつながる・未来と

つながる」取組を実践し、イノベーション人材に必要な課題発見力･科学的探究力､多面的思考力･独

創的創造力、協働力･コミュニケーション力を育成しています。  

 ２年次である本年度、事業の充実を図るために行った新たな取組・成果の一部を紹介いたします。 

〇学科横断の探究活動の推進に向け、本年度から、理数科・普通科に加え、新たに商業科もＳＳＨ

事業の対象とし、新しい学校設定科目・教育課程を構築し、より全校体制での推進を強化 

〇卒業生メンターによるサイバーメンタリングシステムを通じた研究発表動画への指導助言投稿、

防災アプリ作成ワークショップでの指導、関東研修・関西研修での助言等を実践し活用を推進 

〇各教科の学びと課題研究の学びをつなげるために、全教員による宇東ＩＣＥモデルを基軸とした

ルーブリック評価による探究的な学習活動、教科等横断型授業を推進し、その成果を普及 

〇ハワイ大学ロボット工学関係者10名と連携した英語によるロボットアイデアプレゼンテーション、

ＮＡＳＡ宇宙飛行士Joe Acaba氏とのオンラインミーティング等で国際的な創造力を育成 

〇世界農業遺産への登録を目指し、愛媛県農林水産課等と連携して「土壌水分量とみかんの糖度酸

度」について研究し、日本農業遺産「愛媛・南予の柑橘農業システム」フォーラムで研究発表 

〇介護ロボットやセンサーによるモニタリングシステム等、在宅医療のシステム開発について、長

谷川酸素株式会社と連携し、地域課題の解決を目指すイノベーション人材の育成を推進 

〇東京大学復興デザイン研究体、愛媛大学防災情報研究センター、カナンジオリサーチ株式会社と

連携し、宇和島市の事前復興に向けた研究を推進、全国復興デザイン会議（東京大学）等で発信 

〇宇和島が気球を用いた宇宙研究に適した立地ということで、千葉工業大学、東京大学、名古屋大

学、九州大学の教授、学生等と連携した取組としてえひめ南予成層圏気球共同実験を実施 

〇三条市立大学学長Ahmed Shahria氏や愛媛大学防災情報研究センター長Bhandary Netra Prakash氏

による科学技術に関する講義をオールイングリッシュで実施し国際性の育成を推進 

〇愛媛大学SHIN-GSで本校生徒がインディアナ大学派遣、アジア生物学教育協議第29回会隔年会議

（AAABE2024）で研究発表、科目等履修生で愛媛大学の単位を10名が取得等、高大接続の推進 

〇本校ＨＰに掲載された研究論文アーカイブの検索をきっかけに、早稲田大学、慶応義塾大学、名

城大学の学生等と地域課題「予土線及び沿線地域の活性化」に関する共同研究を開始 

〇本年度も、全国の高校の先生方や他県の教育委員会の皆様が本校に先進校視察訪問で来校され、

本校の教科等横断型授業やＳＴＥＡＭ教育等への取組について説明し、成果の普及 

〇これらの取組を評価していただき、先進的な教室「ＳＴＥＡＭ教室」が愛媛県で初めて本校に導

入され、生徒たちが主体となる新しい学びを実践し、取材を受けるなど外部に発信 

本年度、本校の新たな取組及び事業成果の一部を紹介しましたが、詳細な内容や成果・課題等に

つきましては、本報告書のそれぞれの項目で報告をさせていただきます。是非御一読いただき、御

指導を賜りますようお願い申し上げます。最後になりましたが、日頃より御指導、御助言をいただ

いております愛媛県教育委員会、愛媛大学、国立研究開発法人科学技術振興機構をはじめとする関

係の皆様に心から感謝申し上げまして、巻頭の御挨拶といたします。 
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別紙様式１ 

愛媛県立宇和島東高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 指定期間 05～09 

 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

地域の未来を科学的に創造するイノベーション人材育成のための宇東ＳＴＲＥＡＭ 

 ② 研究開発の概要  

 本校が第Ⅰ期、第Ⅱ期で構築したリージョナルサイエンスの取組・成果を発展させ、Society5.0

の実現に向けて多くの地域課題を解決し、地域の未来を科学的に創造するイノベーション人材を育

成するために、ＳＴＥＡＭ教育にロボット・データサイエンスの考え方を融合させた宇東ＳＴＲＥ

ＡＭ（Regional Problems×ＳＴＥＡＭ×Robotics）のカリキュラムを研究開発する。身近な地域課

題は、全国各地の地域課題や国際的な課題と共通点があり、地域課題の解決はＳＤＧｓの目標達成

に向けた取組にもつながるという視点で研究開発することとし、国内外の大学や研究機関、企業、

行政との連携し、「人とつながる・世界とつながる・未来とつながる」取組を実践し、イノベーシ

ョン人材に必要な課題発見力・科学的探究力、多面的思考力・独創的想像力、協働力・コミュニケ

ーション力の育成を目指す。 

 ③ 令和６年度実施規模  

学校全体の学科名、生徒数等について、表１にまとめた。 

表１ 本校の学科名、生徒数について（令和７年１月 19 日現在） 

第４学年

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 生徒数 学級数

文系 76 2 78 2

理系 30 1 34 1

39 1 40 1

80 2 108 3 114 3 302 8

9 1 12 1 14 1 4 39 4

434 12

理数科（全日制）

学科
（全日制・定時制）

第１学年 第２学年 第３学年 計

商業科（全日制）

普通科定時制

普通科
全日制 137 4

 

 全日制課程において、ＳＳＨ事業の主たる対象生徒数及び学級数は、表１の網掛けセルにある通

り、第１学年は理数科・普通科（くくり募集）４クラス 137 名に加え、本年度より商業科２クラス

80 名にも対象クラスを拡大した。第２学年は理数科１クラス 39 名及び普通科理系１クラス 30 名、

文系２クラス 78 名の全４クラス 145 名、第３学年理数科１クラス 40 名及び普通科理系１クラス

34 人、文系２クラス 78 名の全４クラス 152 名の計 514 名である。ただし、ＳＳＨ講演会等の取組

は全校生徒を対象にして実施する。また、科学系部活動での取組は、学年・学科を問わず、該当す

る部活動の生徒全員を対象として実施する。 

 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

 Ⅲ期の研究事項・実践内容の概要は以下の通りである。 
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○教育課程上の特例 

教育課程上の特例措置について、表２にまとめた。 

表２ 教育課程上の特例措置（令和６年度） 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

商業科 ＳＳ・地域探究 1 総合的な探究の時間 1

総合的な探究の時間 1

保健 1

総合的な探究の時間 1

保健 1

普通科文系 ＳＳ・グローカル探究Ⅰ 1 総合的な探究の時間 1

理数科 ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究応用 1
総合的な探究の時間

（理数探究）
1
(1)

理数科 ＳＳ・ＲＳ探究Ⅱ 1
総合的な探究の時間

（理数探究）
1
(1)

第３学年

第２学年

学科

理数科・普通科
（くくり募集）

理数科

普通科理系

対象

ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究基礎

ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ

2

2

総合的な探究の時間 1

代替される教科・科目等開設する教科・科目など

第１学年

 

 

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

教育課程編成における課題研究に取り組む科目等について、表３にまとめた。 
 
 
 
 

１
年
目 

ア ＳＳＨ推進課を中心とした新しい校内体制を整える。大学や企業と連携し、新しい学校
設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」を実施する。第Ⅱ期ＳＳＨ入学の理数科・普通科２
・３年生は、課題研究を旧プログラムに従って行わせる。 

イ 東京大学、Amazon等の研究者である卒業生と連携して関東ＳＴＲＥＡＭ研修を実施する。
ハワイ大学と連携したＳＴＥＡＭ教育、ハワイの高校と連携した探究型プログラムを実
施する。 

ウ 科学系部活動の生徒が中心となり、マレーシア、アメリカの連携高校と国際共同研究を
実施する。また、マレーシア・シンガポール海外研修を実施する。 

エ サイエンスネットワークの構築として、全国防災コンソーシアムの拡充、先導的ＳＳＨ
校との科学交流・未来の女性研究者科学交流会の実施、四国・県内ＳＳＨ校の連携強化、
宇東ＳＳＨ課題研究支援事業の構築、地域貢献サイエンス事業等を実施する。 

オ 愛媛大学の研究室と接続した継続的な研究、愛媛大学 SHIN-GS と連携した単位取得・発
展学習、愛媛大学研究室体験研修を実施する。 

カ 全ての教科の授業に探究的な学習活動の導入し、全教員が教科等横断型授業の推進を行
う。また、「探究的な学び」につながる問いを段階的にまとめた「探究の学びシート」の
開発に全校体制で取り組む。 

キ 事業改善に向けた客観的評価システムを構築し、次年度の事業改善に生かす。 

２
年
目 

ア 学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」「ＧＬ探究Ⅰ」「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」「地域探究」
を実施する。 

イ 「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」として、大学や企業と連携し、植物工場探究、自動収穫ロボ
ット探究等の講座を実施する。 

ウ 事業改善に向けた客観的評価システムにより、次年度の事業改善を行う。 
３
年
目 

ア 学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅱ」「ＧＬ探究Ⅱ」を実施する。 
イ 事業改善に向けた客観的評価システムにより、次年度の事業改善を行う。 

４
年
目 

ア １年目から３年目で完成させた第Ⅲ期ＳＳＨ事業について、他校への成果普及に向けて
事業内容のブラッシュアップを行い、他校での活用法について検討する。 

イ 事業改善に向けた客観的評価システムにより、次年度の事業改善を行う。 

５
年
目 

ア ＳＳＨ事業の成果をまとめ、研究成果の普及に取り組むとともに、地域での理数系教育
の拠点校として更なる発展を目指す。また、第Ⅲ期目ＳＳＨ事業終了後、予算措置や特
例措置を要しない方法や各取組の効率化や見直しを進めるとともに、第Ⅳ期申請に向け
ての計画を立案する。 
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表３ 課題研究に取り組む科目など 

※１ １年生理数科・普通科定員 160 名はくくり募集である。 

※２ 課題研究に取り組む科目「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」、「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」、「グローカ 

ル探究Ⅰ（ＧＬ探究Ⅰ）」、「地域探究」は「総合的な探究の時間」の代替であり、「ＳＴＲ
ＥＡＭ探究応用」、「ＲＳ探究Ⅱ」では、課題研究の欧文要旨の作成や英語ディベート・プレ
ゼンテーションにおいて、その成果物を活用する場合がある。 

 

○ 具体的な研究事項・活動内容 

(1) ＳＴＲＥＡＭ型課題研究を実現するカリキュラムの構築 

ア 地域課題探究プログラム「Regional Future Design」の改善 

イ 理数科・普通科・商業科の学びをつなげるカリキュラムの構築 

ウ 本年度新設学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」「ＧＬ探究Ⅰ」「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」

「地域探究」の実施と検証 

(2) 複数の国の生徒と取り組む国際共同研究・国際性育成 

 ア 科学英語ディベートを通じた資質・能力の向上を目指す取組の充実 

 イ 国際共同研究の学びの共有と充実（SHIN-GS 海外での発表、津波サミット等） 

(3) 最先端科学に関する探究活動 

 ア 地域課題解決型ロボットアイデア創生 

 イ 外国人研究員による最先端防災工学探究（愛媛大学防災情報研究センター） 

 ウ 外国人学長によるイノベーションに関する出張講義（三条市立大学） 

 エ 社会に実装される先端科学技術についての学び（植物工場探究、在宅医療機器体験研修） 

 オ 最先端科学技術科学技術の現場で活躍する卒業生の活用（東京大学、Open AI、住友化学） 

(4) 高大接続・高大連携 

ア 愛媛大学研究室体験研究（第２学年理数科 39 名対象、工学部・農学部での実験実習） 

イ 高校生のレベルを超えた体験研修の拡充（四国次世代科学技術チャレンジ SHIN-GS） 

(5) サイエンスネットワーク構築 

ア 防災コンソーシアムの拡大と持続化 

イ 先導的ＳＳＨ校との科学交流 

ウ 未来の女性研究者の育成 

エ 地域貢献サイエンス事業の拡充（高松帝酸株式会社、長谷川酸素株式会社他） 

オ 科学系部活動の質の向上と科学系コンテストでのより高い成果 

(6) 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

 ア 探究的学びの実現に向けた教科等横断型授業の実践 

イ 授業改善の校内における波及を目指す取組 

(7)事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 ア サイバーメンタリングシステムの運用 

 イ 事業評価指標の見直し 

 

 

 

 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

ＳＴＲＥＡＭ探究応用 ※２ 1

ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ 2

普通科理系 ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ 2

普通科文系 ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 グローカル探究Ⅰ 1

商業科 地域探究 1

２年生普通理系30名

１年生商業科80名

対象

ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 ＲＳ探究Ⅱ ※２

２年生理数科39名

３年生理数科40名

２年生普通文系76名

学科

理数科

１年生 ※１ ２年生 ３年生

1
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 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

○実施による成果とその評価 

(1) ＳＴＲＥＡＭ型課題研究を実現するカリキュラムの構築 

ア 地域課題探究プログラム「Regional Future Design」の改善 

 愛媛大学防災情報センターと共同開発した「南海トラフ地震事前復興教育プログラム」を

継続して実践した。南海トラフ巨大地震の発生と甚大な被害を想定し、地域の社会基盤や人

々の暮らしを具体的にイメージしつつ、科学的な分析に基づいて自分に与えられた立場に合

わせた意見を構築していく。最終的には仮想被災地域を想定した地区別（実践ではクラス単

位で地区を設定）に合意形成を行っていく。「社会システム学習の中での学び～大災害から

の復興を学び考える～」と題されたロールプレイング・ディスカッション方式の教材のため、

防災に関連する地域課題のみならず、様々な社会課題に対して課題を発見し、解決に向かう

ための基礎的な力を身に付け、発生プロセスや解決に向けた合意形成の難しさを体験するこ

とができるよう、オンラインと体育館などでの直接対面型を併用するなど実施形態や展開に

改善を加えた。特に本年度は１年生入学直後の４月 17 日に豊後水道地震（M6.6 最大震度５

強[宇和島市]）が発生し、非常に身近な課題として捉える姿勢が見られた。 

 成果として、アンケート調査(４、２月に実施)「研究の成果を生かした地域貢献」の「関

心」項目では最も伸びが挙げられる。研究課題の設定においても「事前復興」や防災に関す

るテーマを設定する班が増加傾向（課題研究全体の 17％）にある。東京大学復興デザイン

研究体と連携した「防災地理部」の活動へと発展させる研究班もあった。産官学連携による

宇和島市事前復興計画の策定会議にも毎回、高校生オブザーバーとして参加している。学年

を超えた協働的な学びの場が新たに生まれたり、取組を引き継ごうとする研究班があったり

と、本カリキュラムが主体的な学びを生む土壌となりつつある。 

イ 研究導入期における段階的な課題発見力の育成に関するプログラムの改善 

 令和４年度（第Ⅱ期５年次）の分析によると、探究活動における学びの深まりという点で

課題が残った。１年次は短い期間の研究で完結させ、２年次以降からは文理の類型に分かれ

た後、新たに研究班を編成する。３年間で２テーマのチーム研究を行うことが出来る利点は

あるが、テーマを深める探究プロセスとしては期間が短いとい課題があった。 

そこで令和５年度（第Ⅲ期１年次）は課題研究導入期に科学的探究力や創造力を育成する

カリキュラムを検討し「深い学び」を目指した。思考を深めるためのプロセスや必要な知識

・技能について全体で探究の基礎について学ぶ期間を延長した。班分けや研究計画を行う時

期を２年次以降の類型選択の時期と重ねることで２年次以降の継続研究を前提とした班編

成・テーマ設定を行った。課題の発見やテーマ設定について苦戦する班が多くあったため本

年度（第Ⅲ期２年次）は、前年度よりも早い段階でチーム編成・研究計画に着手できるよう

全体での基礎学習の時期の内容を精選したり、「みかん研究所・水産研究所による出張講義」

等、地域課題について学ぶ講座の開催時期を早めたりした。 

ウ 理数科・普通科・商業科の学びをつなげるカリキュラムの構築 

  商業科で新設となる学校設定科目「地域探究」は、各科目で学んだ知識を生かしながら身

近な地域が抱える課題を発見し、地域や産業と連携した体験的な活動を通して解決に向けた

実践を重ねることで、地域課題に関心を持ち、主体的に将来の町づくりを担う職業人として

必要な論理的思考力や表現力、豊かな人間性や独創性を育成することを目標としている。本

年度は１年次の導入期ということで、特に理数科・普通科・商業科の学校設定科目「ＳＴＲ

ＥＡＭ探究基礎」「地域探究」では同時開講とし、探究的な学びの基礎プロクラムを共有で

きるようにした。 

エ 本年度新設学校設定科目の実施と検証 

 ① 「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」 
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 本校が最も重視する地域課題に根ざした（Regional）探究活動に加え、Ⅲ期の特色である

横断的な学びとしてロボット技術をテーマとした探究やデータサイエンスの手法を活用し

た分析にも取り組ませた。また、Ⅱ期より継続していた産官学連携を意識した取組を更に加

速し、多様な連携のあり方についても研究・開発を行った。 

   ② 「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」 

 Ⅲ期の特色である横断的な学びとして、植物工場探究やロボット技術に関する探究など重

点的に取り組ませた。愛媛大学農学部による植物工場に関する探究では、持続的な食料生産

に寄与するロボット技術や、在宅医療機器等の医療事業を展開する企業、高松帝酸株式会社、

長谷川酸素株式会社と連携した探究活動を実施した。 

 また、国際性育成と最先端科学技術に対する理解の深まりをねらいとしたサイエンスディ

ベートを取り入れ、上記と連動したプログラムの開発について工夫した。 

   ③ 「ＧＬ探究Ⅰ」 

 データサイエンスの手法を活用した分析に取り組ませるとともに地域課題解決に向けた

行政や企業との連携、実社会への働きかけ等、探究活動を通じた主体的な学びの姿勢の獲得

を意識させた。また、国際性育成を目指す取組について、従来、理数科・普通科Ⅱ型を対象

としていたところを普通科Ⅰ型にも拡充し、その加速と深化を目指した。（客観的データに

よる分析グラフ・表等 100%提示） 

 ④ 「地域探究」 

１年次は、各科目で学んだ知識や科学的に探究していく際の基礎的な手法を生かしながら

身近な地域が抱える課題を発見することを重視したプログラムとした。導入期の地域課題探

究プログラム「Regional Future Design」を通じて理数科・普通科の生徒ともに、気付きの共

有や分析・検証について協働的に取り組む機会を多く設定した。アンケート調査（４月、２

月）によると「興味」「身についた力」ともに上昇傾向が見られる。今後は、地域や産業と

連携した体験的な活動を取り入れながら学科の特色を生かしたプログラムを予定している。 

 

(2) 複数の国の生徒と取り組む国際共同研究・国際性育成 

 ア 科学英語ディベートを通じた資質・能力の向上を目指す取組の充実 

２年理数科・普通科Ⅱ型対象として年間を通じた科科学英語ディベートの取組を行った。

単発の取組にとどまらない、継続的かつ効果的な国際性育成を目指したものである。教科「英

語」の教育カリキュラムとの年間を通じた綿密な連動を行うことで、言語への理解と使用者

としての技術や文化に対する理解、科学者に求められる倫理などについても学べる内容とし

た。（「UWAJIMA EAST Science Day」年３回の実施に増加） 

 経済の動向等の影響により高騰する海外研修に係る費用を鑑み、本年度より現地での研修

を停止した。現地研修に赴く生徒がいない中でも、広範囲の生徒を対象とした効果的な国際

性育成を目指し、従来から取り組んでいる愛媛大学留学生の活用を加速させた。サイエンス

ディベートではテーマを「ジオエンジニアリング」とし、留学生との英語ディベートを実施

した。アカデミックディベートの方式を採用し、論旨や論拠の資料作成を通じて科学技術に

ついての理解を深めるとともに、論理的思考力・課題発見力の向上を目指した。留学生にも

同様の準備を行わせており、共通のテーマについて科学英語による活発な言語活動が展開さ

れた。（愛媛大学留学生のべ 44 名参加） 

 イ 国際共同研究の学びの共有と充実 

① SHIN-GS（四国型次世代科学技術チャレンジプログラム）を通じた海外での発表 

 高大接続・高大連携を目的とした SHIN-GS に参加している２年生１名がアメリカでの

研修に参加、３年生１名が国際学会（愛媛大学にて開催）で自身が取り組んだ研究の成果

を英語で発表した。ともに研究する仲間が国際舞台で活躍することで、多くの生徒にとっ
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ても、高いレベルでの研究に対する意欲を高め、視野を広げる活動となった。 

② 「津波サミット in 熊本」への参加 

熊本県で開催された津波サミットに２名の生徒が参加した。本校が継続的に行っている

防災コンソーシアムの取組成果や現在、参加生徒が行っている課題研究の取組（複合的な

課題の解決につながる耕作放棄地の活用）について英語によるディスカッション、意見発

表を行った。更なる成果の普及を目指して「愛媛県高等学校国際教育生徒研究発表」にて

津波サミットでの学びをまとめた研究発表・意見発表を行い「意見発表」部門では優秀賞

を受賞した。 

   ③ 国際協力部の活躍と活動の波及 

 国際協力部が取り組んでいる英語ディベートの活動が学校全体の国際性育成の中核と

なって、広く波及した。部活動の実績としては、愛媛県大会で初優勝し、全国高校英語デ

ィベート大会（HEnDA 主催）に出場した。国際協力部の部員が、教科ＳＳでのディベー

トにおいても中心となり、初めて経験する生徒達の活動を支援しながら進めていくことが

出来た。また、世界課題の解決を目指す活動として、国連大学にてスピーチを行ったり、

地域の団体と連携し「平和の鐘」を制作したりした。「平和の鐘」については大阪万博で

のブース開設も予定されており、国際協力部の生徒が校内の国際性育成の中心となって幅

広く活躍している。 

   ④ 世界農業遺産への登録を目指す「愛媛・南予の柑橘農業システム」フォーラムへの参加 

    日本農業遺産にも登録されている本システムについて、課題研究の成果をもとに関係機

関や地域に柑橘栽培の可能性を発信し、世界農業遺産への登録を目指す取組を実施した。 

⑤ 国際性を高める主体的な活動の活性化（リーダー養成塾、トビタテ!留学 JAPAN） 

国際性育成の成果として、生徒の学びに対する主体的な姿勢が現れた活動が多く見られ

た。「リーダー養成塾」への参加を積極的に希望し、行動する生徒も現れた。審査を通過

し、７月に行われたリーダー養成塾プログラムに参加し国際交流を行った。 

 

(3) 最先端科学に関する探究活動 

 ア 地域課題解決型ロボットアイデア創生 

① 英語プレゼンテーションとディスカッション（ハワイ大学） 

３年間の国際性育成の取組の集大成として、学校設定科目「ＲＳ探究Ⅱ」（３年生理数

科対象）において、ロボット技術の活用による社会課題解決をテーマに、英語プレゼンテ

ーションとハワイ大学等、海外の専門機関関係者とのディスカッションのプログラムを設

定した。発表資料に対する事前指導を受けた上で、オンラインによる質疑応答を英語で行

わせることで、研究内容の深まりと、言語運用能力の向上がみられた。（ハワイ大学ハワ

イ宇宙航空研究所等、９名の指導者） 

   ② コンテスト等への挑戦 

 地域課題の解決策につながるロボットアイデアを創出し発信する機会として、コンテス

トへの出品を行った。１年生理数科・普通科・商業科では社会課題の発見・解決と科科学

技術との関係について基礎的な事項を学んだ後２年生理数科・普通科Ⅱ型「ロボットアイ

デア甲子園 2024」四国大会入賞、「テクノアイデアコンテスト 2024」健闘賞受賞の成果

を上げた。 

② 協働的な学びを通じた問の発見（Lego Spike、IoT デバイス「スクーミー」） 

 学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」では、ロボットアームの動きを生み出す構造を

考え、Lego Spike を用いて組み立て、プログラムを行うことでロボット技術に関する基本

を学ぶプログラムを設定した。Lego Spike の特徴でもあるハンズオン学習を可能にする機

能を、日常にある課題や社会課題と結びつけ、解決を目指す探究学習に活用する研究班も
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現れた。（研究テーマ例：「垂直差し込み式剛体振り子の地震動への応答～吊り照明の安

全性向上を目指して～」、「体育館の天井のボールの回収」） 

 科学系部活動に所属する生徒や２年生理数科・普通科Ⅱ型の生徒を中心に小型コンピュー

タ「スクーミボード」（株式会社 Schoomy 開発）を活用した探究活動に取り組ませた。ア

イデアをノーコードツールにより直感的にプログラミングできるアプリケーションと手軽

にリアル世界で表現できる IoT デバイス、多様なセンサーを組み合わせて、距離や音、温度

などデータの取り方や条件設定を行える利点を生かし、それぞれの研究テーマに合わせた実

験データの収集法を考えさせ、実践させた。 

 イ 外国人研究員による最先端防災工学探究（愛媛大学防災情報研究センター） 

愛媛大学社会共創学部環境デザイン学科教授、同大学防災情報研究センターのセンター長 

を務める BHANDARY Netra Prakash 氏による講義および英語ディスカッションのプログラ

ムを実施した。豪雨や地震、津波など、世界及び日本各地で起こる様々な自然災害における、

現地調査に基づいた情報、それらを基に防災工学の科学的知見から行われている研究につい

て全て英語で学ぶプログラムである。未来に向けた防災対策を自然科学と社会科学の視点を

組み合わせて議論し、発表を行わせた。 

  ウ 外国人学長によるイノベーションに関する出張講義 

    三条市立大学（新潟県）で学長を務める Ahmed Shahriar 氏による講義、およびディスカッ 

ションのプログラムを実施した。創造性豊かなテクノロジストとしての資質を磨く学び方、 

生き方について講義いただいた。 

エ 社会に実装される最先端科学技術についての学び 

① 植物工場探究（愛媛大学農学部） 

愛媛大学農学部有馬誠一教授（イノベーション創出院植物工場研究センター長）を講師

として「農業におけるロボット技術の活用」についてオンライン講義を実施した。第１次

産業を支えるロボット技術における社会実装の現状を知り、それぞれの課題研究を見直す

視点を得た。 

   ② 宇東ＳＴＲＥＡＭ次世代人材育成事業 

産業・医療ガスの製造・販売を軸として、在宅酸素療法等の医療事業を展開する長谷川

酸素株式会社（宇和島市）と長期経営計画の地域共創・共生プロジェクトの一環として連

携した。講義「南予地域の在宅医療と現状 ～地域医療を支える長谷川酸素の役割～」の

後、実際に使用されている在宅医療機器を体験し、社会に実装される最先端科学技術につ

いて学び今後の課題研究の糸口とした。 

 オ 最先端科学の現場で活躍する卒業生の活用（東京大学、住友化学、Open AI、愛媛大学） 

最先端科学の現場で活躍する卒業生を訪問し、高次の科学探究について学ぶ関東ＳＴＲＥ

ＡＭ研修を継続して実施した。更なる学びの深まりを目指し昨年度に引き続き、住友化学で

は研究員との個別座談会を設定した。企業による科学研究や開発の実際や、社会課題とのつ

ながりについて深く学ぶことができた。また、東京大学では素粒子や量子コンピュータの持

つ可能性について講義を受けた後、Open AI にて AI の開発の中心となっている卒業生から、

AI を活用した最先端のビジネスモデルについて講義を受けたり、一人一台端末を活用し AI

を活用した実践的なワークショップを実施したりした。各訪問先での学びを関連づけながら

近未来の社会をイメージし自らのキャリアデザインに結びつけられるプログラムに改善す

ることができた。 

 

(4) 高大接続・高大連携 

ア 愛媛大学研究室体験研究（第２学年理数科 39 名対象、工学部・農学部での実験実習） 

愛媛大学に協力いただき第２学年理数科 39 名を対象に、工学部・農学部での体験研修を
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８月下旬、３日間のプログラムを実施した。研究室での実験・実習などを伴う内容を２日間

で実施。３日目は自校からのオンラインによる振り返り、学びの共有、指導助言とし学びを

深化させる実施の形態を工夫した。 

イ 高校生のレベルを超えた体験研修の拡充（四国次世代科学技術チャレンジ SHIN-GS） 

愛媛大学主催「四国次世代科学技術チャレンジ（SHIN-GS）」において、昨年度から継続

の３名に加えて、本年度は 11 名が新規に参加した。14 名全員がプログラムにおける単位取

得を認められ、愛媛大学に進学した場合の単位認定の資格を得た。また、３名が展開学習に

進み単位を取得、課題研究へと研究の段階を進めている。 

 

(5) サイエンスネットワーク構築 

ア 防災コンソーシアムの拡大と持続化 

 学校全体で力を入れて取り組んでいる防災学習についてＳＳＨ事業に関する取組を一層

強化した。 

愛媛大学防災情報研究センター主催「避難と復興のまちづくりを学ぶ東北研修」（3 泊 4

日）に 2 年生普通科理系 2 名、理数科 2 名の生徒が参加し、愛媛大学に加え、東京大学工学

院や県内外の高校と連携しながら発展的な学習を行った。東京大学復興デザイン研究体や被

災地域の行政、ＮＰＯ法人にも協力いただきながら南海トラフ巨大地震を想定したまちづく

りについて協議を重ねた。帰校後は市や県、全国に向けて学びの発信を積極的に行った（校

内、行政、教育関係者、一般市民への学びの発信６回）。年４回実施される宇和島市事前復

興計画策定委員会（東京大学羽藤英二教授委員長）にはオブザーバーとして生徒が出席し、

課題研究の成果の報告や行政をはじめとする関連機関に対する提案を行っている。 

また、「津波サミット（熊本）」「ぼうさい国体（熊本）」に参加した。ぼうさい国体で

は「BOUSAI ゼミな～る」のつながりを生かし、日頃はオンラインによる交流を行っている

県外の高校と課題研究での成果を含めてディスカッションを行った。 

イ 先導的ＳＳＨ校との科学交流 

 バーチャル課題研究発表会等、オンラインを活用した遠方の先導的ＳＳＨ校との継続的な

科学交流に加え、本年度は最先端科学技術に対する発展的な学びと先導的ＳＳＨ校との科学

交流を目的とした「関西研修」を実施した。科学系部活動に所属し発展的な研究活動を行っ

ている生徒を対象とし、兵庫県立三田祥雲館高等学校、京都府立桃山高等学校にて課題解決

型のワークショップや各自の研究に関するポスターセッションを行った。京都大学工学部工

学研究科（安原英明教授）による地盤計測に関する講演・実験見学を実施していただいた。

より高度な科学技術に関する知識・技能を身に付けまた科学者として求められる主体的な学

びの姿勢や倫理観などについて学んだ。 

ウ 未来の女性研究者の育成 

① SHIN-GS2024 課題研究生 海外渡航を伴う研究活動 

２年生物理部女子生徒１名がアメリカのインディアナ大学やビジネススクールでの研

修に参加し、現地のＳＴＥＭ教育を学ぶとともに、英語による課題研究発表などに取り組

んだ。（「野村町の地層と地盤」に関する研究） 

② データサイエンスの手法を用いた文系女子生徒課題研究の充実 

データサイエンスの手法を用いた研究で成果を上げる班が出てきた。「実践女子大学ス

タートアップデータソン」では令和５年度に続き、本年度も入賞を果たし後継の研究にも

良い影響を与えている。（令和５年度「女性が輝く町作りを目指して―廃校を有効活用し

た地域活性化―」最優秀賞、令和６年度「外国人向け防災アプリの普及と女性の防災参画

に向けて」奨励賞） 

③ 探究的な学びを主体的に求める姿勢の高まり 
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愛媛大学生や近隣の高校生有志による研究活動に主体的に加わり、海洋ゴミの研究を行

う女性チームが生まれた。本年度、市内出身の大学生をリーダーとした「宇和島エシカル

プロジェクト」が宇和島市で企画され、本校生もこの活動に参加した。本校からは、女子

生徒３名が参加、このうち、本校２年生の２名は、文型コース（他１名は１年生で文理選

択は未定）の生徒である。特筆すべきは、教科ＳＳや科学系部活動における課題研究では

なく、自らの意思で身近な環境問題に興味を持ち参加した点である。課題研究や教科等横

断型授業、さらには地域貢献活動等の取組が主体的な学びの姿勢を育み、新しい時代を切

り開くイノベーション人材の育成につながった事例である。 

エ 地域貢献サイエンス事業の拡充（高松帝酸株式会社、長谷川酸素株式会社） 

２年生理数科生徒による小学生対象の自然科学教室「宇東ＳＳＨ科学の祭典」（参加者

138 名）や科学系部活動所属の生徒による近隣小学校対象出前科学講座を実施した。いずれ

の企画も好評で多くの参加者で賑わった。 

オ 科学系部活動の質の向上と科学系コンテストでのより高い成果 

  継続研究や新たな分野の開拓にも挑戦し、より質の高い研究の追求とコンテスト等を通じ

た外部への発信を行った。 

 

(6) 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

ア 探究的な学びの実現に向けた教科等横断型授業の実践 

令和４年度より着手した年間一人一回以上、全教員が教科等横断型授業を実施する取組を

継続した。本年度は横断の工夫や効果についても研究を進め、２教科以上での横断や企業と

の横断など今までにない横断型授業の形に挑戦する教員が多くいた。  

イ 授業改善の校内における波及を目指す取組 

昨年度より設置したＳＴＥＡＭ教育・ＩＣＥモデル実施委員会や校内ＳＳＨ委員会等を通

じて研修を行った。令和５年度は課題研究に関わる学校設定科目や教科等横断型授業におい

てＩＣＥモデルを基軸としたルーブリックの作成・発信・普及が行われ、本年度は各教科の

授業においてもルーブリックの開発が進んだ（担当教科での実施・検証 R5:65%→R6:70%)。

探究的な学びを実現する授業改善がさらに加速した。 

 

(7) 事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 ア サイバーメンタリングシステムの運用 

教育動画情報管理ウェブシステム「サイバーメンタリングシステム」を活用して、生徒が

課題研究等の発表動画をウェブ上でメンターと共有した。本システムは投稿動画に対して登

録メンターより評価や助言を得ることができ、評価・助言についてはデジタルポートフォリ

オとして蓄積される。本システムの導入により、段階的かつ継続的な指導助言を受け、その

過程を振り返ることで生徒が主体的に研究や発表内容の改善に取り組める環境を作ること

ができた。 

 イ 事業評価指標の見直し 

評価基準の見直しを継続して行った。研究開発目標に沿って、身につけたい力として設定

する６つの力を取組ごとに使用するルーブリック評価に文言として明示し、既存の評価基準

を整理した。ＩＣＥモデルを基軸とした探究的な学びの評価と連動させることで客観的な評

価が行えるよう工夫した。また、活動の事前学習・事後の振り返りにおいて調査を実施し、

生徒の変容についても客観的に分析できるよう工夫した。教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」

ではルーブリックの改定を５種、変容調査は６回実施した。それぞれの取組で身に付けたい

力について生徒・教員間での共有が図られるよう、設定後も調整を行った。 

また、事業評価においても第Ⅲ期１年次の内容に改善・改定を加えた。令和５年度（Ⅲ期
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１年次）に本校の事業評価指標として「国際性」「横断性」「先進性」「地域性」を柱とす

る「宇東ＳＴＲＥＡＭ」の指標となる 30 項目を設定した。しかし、本校の研究開発の実態

にそぐわなかったり変容を図るには段階設定が粗かったりと課題が多かったため、国際性育

成を目指す海外研修のあり方など事業内容の見直しを行ったこと等と連動させ「国際性」の

指標を中心に見直しを行った。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

(1) ＳＴＲＥＡＭ型課題研究を実現するカリキュラムの構築 

導入期のプログラムとして開発した地域課題探究プログラム「Regional Future Design」は、

多様な活動を体験しながら探究の基礎を学ぶことを目的としているが、身につけたい力の設定

が多く、生徒が理解不十分な状況で次の段階で進んでしまう状況がある。本年度より商業科１

年生とも連動して実施し始めたこともあり、プログラムの内容の精選や基礎習得の方法につい

て検討を要する。 

(2) 複数の国の生徒と取り組む国際共同研究・国際性育成 

 現地訪問を行わない持続可能な国際性育成の形を構築した。学校の所在地近隣には大学が存

在せず、愛媛大学からも遠方のため、都市部の学校に比べて留学生活用についても多くの旅費

等がかかる。オンラインによる活動も活発ではあるが直接対話の場も大切にしたい。本年度か

らは愛媛大学留学生の活用に関する愛媛県の補助金制度もなくなった。来年度以降、本活動を

活発化させつつ、計画的な事業費の運用について全体を見直す必要がある。また、国際的な舞

台での研究発表や国際共同研究など、萌芽が見られる１年であった。本年度の実績を踏まえて、

研究や言語運用能力の実践の場を積極的に設けていく。 

(3) 最先端科学に関する探究活動 

 植物工場探究やロボット技術に関する探究の機会を少しずつではあるが設定することができ

た。今後は理数科・普通科・商業科それぞれの学科の特徴を踏まえたプログラムを開発する。

また、サイバーメンタリングシステムを通じた卒業生メンターによる指導助言と研究の改善の

サイクルを加速させ、効果的な活用を目指す。メンター登録に関する手続きや登録情報の管理

など、システム化し、多くの生徒が持続的に活用できるよう整備を進める。 

(4) 高大接続・高大連携 

愛媛大学研究室体験研究など継続してしている取組に加え、オンライン等を活用した県外大

学等との連携についても複数の事例が出てきた。単発の取組に終わらず、先輩の研究を引き継

ぎ、連携を継続させていく方法について、現状を整理し教員間で共有することで実現させる。

四国次世代科学技術チャレンジへの参加を普通科文系選択者や商業科にも波及させる。 

(5) サイエンスネットワーク構築 

 防災コンソーシアムを中心としたネットワークは大変充実している。先導的ＳＳＨ校との科

学交流についても今年度より「関西研修」を企画し実施したことで、参加生徒達は多くの刺激

を得た。今後は、研修に参加しなかった生徒にも学びを波及させる取組を考える必要がある。

未来の女性研究者の育成については、系統だった育成プログラムは開発できていない。研究班

を編成する中で自然発生的に女性のみのチームができ、成果を上げているのが現状である。ど

のような育成のあり方がよいのか検討を要する。本校のＳＳＨ事業の取組については、小・中

学校への認知がまだ十分に為されておらず発信と普及に向けた改善も必要である。 

(6) 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

 教科等横断型授業の取組について、多くの実践事例の蓄積があるが、実施内容を全体で振り

返り今後の課題や改善について共有する研修の場を設けられていない。 

(7) 事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 事業評価の項目や基準の見直しを行ったが、妥当性についてはまだ検討が必要である。分析

結果をもとに来年度に向けた取組への反映について教員全体で考える場を設けられていない。  
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❷ 実施報告書（本文） 

 

Ⅰ 研究開発の課題 
 

１ 研究開発課題名 

 「地域の未来を科学的に創造するイノベーション人材育成のための宇東ＳＴＲＥＡＭ」 ■実践型 

 

２ 研究開発の目標 

 

（１）ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 

 理数科・普通科全生徒が３年間継続して取り組む地域課題等に関する課題研究について、大学、

研究機関、企業等と連携した地域課題探究プログラム等の導入や研究室と連携した指導支援体制

を構築し、課題研究の質の向上を図る。 

 

（２）国際共同研究・国際性育成 

 先端科学技術に関する探究活動として、大学・企業等と連携した植物工場探究、自動収穫ロボ

ット探究、海外の大学・高校と連携したＳＴＲＥＡＭ教育、科学技術人材として活躍する卒業生

による先端科学技術探究等を通して、科学的探究力・多面的思考力・独創的創造力等を育成する。 

 

（３）先端科学技術に関する探究活動 

 マレーシア、アメリカの連携高校とＳＤＧｓに関する国際共同研究を実施する体制を構築し、

教育用動画ＳＮＳの効果的な活用で継続した連携を深めた上で、研究の深化を図る。また、海外

研修を充実させるため、事前・事後指導において、愛媛大学留学生とのサイエンス・ディスカッ

ションを積極的に実施する。 

 

（４）高大連携・高大接続 

 高大接続・高大連携として、愛媛大学の研究室と連携した継続的な研究の指導支援体制の構築、

愛媛大学「四国次世代科学技術チャレンジ（SHIN-GS）」 で高いレベルの研究を目指すとともに、

基盤学習の科目等履修生となり単位を取得させる。 

 

（５）サイエンスネットワーク構築 

 サイエンスネットワーク構築として、防災コンソーシアムの連携高校、先導的ＳＳＨ校、女性 

研究者を多く輩出するＳＳＨ校、四国・県内のＳＳＨ校等、多くの先進校との科学交流を推進し､

高いレベルの取組から多くを学び､挑戦心を育成する。 

 

（６）各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

 各教科の学びと課題研究の学びをつなげるために、全ての教科に探究的な学習活動の導入、全

教員による教科等横断型授業の推進、「探究的な学び」につながる問いを段階的にまとめた「探

究の学びシート」の開発に全校体制で取り組む。 

 

（７）事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 事業の「見える化」を図るため、生徒・教員の変容、事業の成果を具体的なデータに基づいて 

分析、評価する客観的評価を構築し、それをもとに事業改善を行うＰＤＣＡサイクルを確立させ

る。 
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Ⅱ 研究開発の経緯（表Ⅱ－１） 

表Ⅱ－１ 研究開発の経緯 

 

　課題研究報告会
　【ＧＬ探究Ⅰ】

　植物工場探究（愛媛大学）

　医療ロボット講義・体験研修

　関東ＳＴＲＥＡＭ研修事前・事後指導
　【第１学年理数科・普通科（希望者）】

　関西研修事前・事後指導
　【科学系部活動】

●● ●

　【第２学年理数科　ＳＴＲＥＡＭ探究応用】

　【第２学年理数科　ＳＴＲＥＡＭ探究応用】
●

●

●

●

　関東ＳＴＲＥＡＭ研修（一部ハイブリッド）

●

●

● ● ● ● ●

● ●

●

　【生物部】

　【ＳＴＲＥＡＭ探究応用】

　国際共同課題研究
● ● ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ●

● ● ●● ● ●

　【第１学年理数科・普通科（希望者）】

12月 １月

　【第２学年理数科　ＳＴＲＥＡＭ探究応用】
　愛媛大学研究室体験研修（工学部・農学部）

　愛媛大学研究室体験研修事前指導・事後指導
●

８月 ９月 10月 11月

　【第２学年理数科　ＳＴＲＥＡＭ探究応用】

４月 ５月 ６月 ７月

　【第２学年理数科・普通科理系】愛媛大学留学生との活動
● ● ●

　UWAJIMA EAST Science Day①英語サイエンスディベート

●

３　先端科学技術に関する探究活動 ２月 ３月

研究テーマ等

　【第２学年理数科・普通科（希望者）】

●
　UWAJIMA EAST Science Day②英語サイエンスディベート

実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

　【第２学年理数科・普通科理系】愛媛大学留学生との活動

　津波サミット

●

　【ＲＳ探究Ⅱ】

　出張講義　先端防災工学
●

　【第２学年理数科　ＳＴＲＥＡＭ探究応用】

　科学英語講座
●

　「英語サイエンスディスカッション」他
● ●

３月９月 10月 11月 12月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

●

研究テーマ等 実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

●
　【ＳＴＲＥＡＭ探究基礎】

　ＳＳＨ研究成果報告会
　【全校生徒】

　【ＳＴＲＥＡＭ探究基礎】
　情報講座　ＲＥＳＡＳの使い方

　【ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ】
　研究テーマ検討会

　出張講義　愛媛県農林水産研究所

  ＳＴＥＡＭ教育研修会（教科等横断型授業）
　【教員対象】
　課題研究講座内発表会
　【ＳＴＲＥＡＭ探究基礎・地域探究・ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ】

　出張講義　ロボットテクノロジー
　【ＳＴＲＥＡＭ探究応用】

　課題研究中間発表会
　【ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ】

●

●

●● ● ●

●

●

● ● ●

●

●

● ●

● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ●

●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●● ●

● ● ●

● ● ● ●● ●● ● ● ●● ●

● ● ●

　宇東サイエンスメンター制度【ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ】

　ＳＴＲＥＡＭ探究応用
　【第２学年理数科】
　リージョナルサイエンス探究Ⅱ（ＲＳ探究Ⅱ）
　【第３学年理数科】
　グローカル探究Ⅰ（ＧＬ探究Ⅰ）
　【第２学年普通科文系】
　地域探究
　【第１学年商業科】

● ●

　オンライン講義　地域課題探究
　【ＳＴＲＥＡＭ探究基礎】
　出張講義　データサイエンス（滋賀大学）
　【ＳＴＲＥＡＭ探究基礎】
　出張講義　科学実験入門
　【ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ】

　卒業生メンター等による課題研究検討

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●● ●

●

２月 ３月

研究テーマ等 実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

●

１　ＳＴＲＥＡＭ型課題研究

２　国際共同研究・国際性育成

　UWAJIMA EAST Science Day③英語プレゼンテーション
●

　【第２学年理数科・普通科理系】愛媛大学留学生との活動

　ＳＴＲＥＡＭ探究基礎
　【第１学年理数科・普通科】
　ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ
　【第２学年理数科・普通科理系】

１月

● ● ● ●
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　「愛媛・南予の柑橘農業システム」フォーラム
● ●● ● ●

６　各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善

５　サイエンスネットワーク構築

　バーチャル課題発表会

● ● ●●

●●

●
　【「防災地理部」参加者他】
　全国復興デザイン会議（オンライン）
　【防災地理部】

　防災コンソーシアム（宇和島市と連携）
● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

　東北研修（東京大学・愛媛大学）
●

　【「防災地理部」参加者】

● ● ● ● ●

　【化学部・生物部・地学部】
　宇東ＳＳＨ科学の祭典

●
　【第２学年理数科】

　宇東ＳＳＨ小学校出前講座
●

●

12月 １月

12月 １月

● ●

●

● ●
　他校のＳＳＨ研究成果報告会への参加

●

　宇和島東高等学校合同委員会

● ●

　ＳＳＨ愛媛大学・愛媛県農林水産研究所・
●

●
　運営指導委員会（年間３回）

● ●
　【１年全員、２・３年理数科・普通科】

● ● ● ● ● ●

　【近隣の小中学校教員等】

　ＳＳＨ事務処理説明会等、ＳＳＨ情報交換会
● ●

●

　【担当者】
●

● ● ●

　小中学校教員等アンケート調査

● ●

　課題研究ルーブリック評価
● ● ● ●

●

　四国地区ＳＳＨ担当者交流会

●
　生徒アンケート調査（教科ＳＳ）

● ●

11月 12月

　【１年全員、２・３年理数科・普通科】

７　事業改善に向けた客観的評価システムの開発 １月 ２月 ３月

実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

研究テーマ等

●
　【全教員】

● ● ● ● ● ●
　教科等横断型授業の実施

● ● ● ●

　【教員】

３月

　ＳＳＨ先進校視察

９月 10月 11月 12月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

●

　【希望者】

　【第２学年理数科・普通科理系】
　研究機関研究室体験研修

● ●

研究テーマ等 実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

　防災地理部（東京大学・愛媛大学）

●
　防災コンソーシアム
　【防災委員会】

　【科学系部活動】
　ふれあい体験学級「科学実験教室」

11月

●
　【第３学年理数科・普通科理系】

●

　【第２学年理数科・普通科理系】

２月 ３月

研究テーマ等 実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

● ●
　【希望者】

● ● ● ● ● ●
　次世代科学技術チャレンジ（SHIN-GS)

● ●

４月 ５月 ６月 ７月

実施期間（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）研究テーマ等

２月 ３月８月 ９月 10月 11月４　高大接続・高大連携
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Ⅲ 研究開発の内容 
 

Ⅲ－１ 仮説 

 

⑴ ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 

 

第Ⅱ期の課題研究の中にはデータが十分でなく内容に深まり

が見られない研究があった。そこで、理数科、普通科生徒が課

題研究を始める前に、探究活動への理解を深め、多面的思考力

を育成するための地域課題探究プログラム｢Regional Future 

Design｣を新たに開発し、南海トラフ地震事前復興デザイン探

究（東京大学、愛媛大学等と連携）、地域課題解決ロボットア

イデア探究（ＴＨＫ株式会社と連携）、ＲＥＳＡＳ等を活用し

た地域課題解決データサイエンス探究に取り組ませる。その

後、研究テーマ創出、探究活動、論文作成に時間を確保し、ル

ーブリック評価で取組の改善を重ねながら、３年間継続して課

題研究を行うことで内容が深まり研究の質を高めることができ

る。また、滋賀大学データサイエンス学部、愛媛大学データサ

イエンスセンターと連携し、データサイエンスの手法を取り入

れ、データの重要性への理解や研究方法の創意工夫を行い、論

理的で説得力のある研究ができるようになる。このような課題

研究を生徒に取り組ませることで、新しい価値を創生するため

に必要な幅広い視野や多角的なものの考え方､柔軟な発想力､論

理的思考力を養うことができ､教科等横断的で文系､理系の枠を

越えた人材を育成できる。 

 

⑵ 国際共同研究・国際性育成 

 

マレーシアの連携高校 INDAHAPURA 1高校、ハワイの Waipahu高校と発展途上国における水問題

への貢献に向けて、水質浄化のための効果的な方法に関する国際共同研究を行うことで高いレベル

の国際性を育成することができる。また、定期的なオンラインでの科学交流の際、時差や日程調整

を気にすることなく研究の進捗状況や実験結果等を情報共有するため、教育用動画ＳＮＳ

（Microsoft Flip）を活用することで、互いの国で行った研究成果に関する質疑応答が深まること

が期待される。継続してディスカッション、実験を重ね、協働して論文にまとめ、互いの国を訪問

した時や科学系大会で研究発表することで、国際的に評価される研究手法を習得することができる。 

 

⑶ 最先端科学に関する探究活動 

 

年々衰退する地域の主産業である農業、水産業におけるイノベーションとして、ＡＩやＩｏＴに

よる植物工場探究（愛媛大学農学部と連携）や自動収穫ロボット探究（株式会社ディースピリット

と連携）等の講座を通して、Society5.0時代の農業や水産業のスマート化について理解を深め、先

端科学技術が地域産業の未来を変革することを実感できる。新しい価値の創生に日々挑戦している

研究者から刺激を受け、地域イノベーション人材に向けた生徒のキャリアデザイン能力を高め、ア

ントレプレナーシップの育成につながる。また、関東ＳＴＲＥＡＭ研修において、東京大学、

Amazonで科学技術人材として先端科学技術研究を行う本校卒業生を訪問し、講義や体験活動を通し

て、科学技術への関心を高め、知的好奇心と探究心を持って主体的かつ意欲的に学ぶ態度や研究

者・技術者に求められる資質・使命感について考えを深めながら、自らのキャリアデザインに役立

てることができる。 
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⑷ 高大接続・高大連携 

 

高大接続として、愛媛大学の研究室と連携し、レベルの高い継続的な研究ができるように指導支

援体制を構築したり、愛媛大学研究室体験研修の充実を図ったりすることで、研究者に向けたキャ

リアデザインを描くことができる。また、愛媛大学グローバルサイエンスキャンパス「四国次世代

科学技術チャレンジプログラム」（ＳＨＩＮ－ＧＳ事業）の探究活動に個人で積極的に参加させ、

学校で行うグループ研究とＳＨＩＮ－ＧＳにおける個人研究の相乗的な効果で高いレベルの研究を

目指すことができる。さらに、愛媛大学と連携し、ＳＨＩＮ－ＧＳ基盤学習の科目等履修生となり、

単位を取得させることで早期に大学での学びに触れさせ、高大接続を加速させることができる。 

 

⑸ サイエンスネットワーク構築 

 

これまでの経験を生かし、全国の先導的なＳＳＨ校や女性研究者を輩出している高校との科学交

流、海外の大学との連携等、国内外の大学や高校との連携を更に推進し、サイエンスネットワーク

を構築することで、質の高い科学交流ができ、イノベーション人材に必要な資質能力を育成するこ

とができる。また、宇東サイエンスメンター制度について、愛媛大学大学院教育学研究科の大学院

生等をメンターとして、課題研究のテーマ検討会や課題研究の指導助言を行う体制に加え、本年度

行った追跡調査での情報を活用し、ＳＳＨ卒業生から継続的な課題研究支援や進路に関する助言が

得られる体制を構築することで、課題研究の質の向上やキャリアデザイン能力の向上が期待できる。 

 

⑹ 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

 

全教員が、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、全ての教科の授業に探究的な学習活動を

導入し、各単元における「探究の学びシート」を作成し、公開することで、教員の指導力が向上し、

生徒の思考力・判断力・表現力を育成することができる。また、全校体制で教科等横断型授業を推

進し、各教科の学習を実社会での課題発見・解決に生かしていくテーマを設定し、異なる教科の教

員が協働し、年間指導計画に位置付け、全教員が実施することで、生徒の多面的思考力を育成でき

る。公開授業や相互参観授業で指導力が向上し、ホームページで指導案等を公開することで成果を

普及することができる。 

 

⑺ 事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 

事業の「見える化」を図るため、生徒・教員の変容、事業の成果を具体的なデータに基づいて分

析、評価する客観的評価を構築し、それをもとに事業改善を行うＰＤＣＡサイクルを確立させるこ

とで継続的に事業改善を行うことができる。 
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Ⅲ－２ 研究開発内容・方法・検証 
 

⑴ 教育課程編成における課題研究に取り組む科目等について（表Ⅲ－２－１） 
 

表Ⅲ－２－１課題研究に取り組む科目 

 

 

 

※１ １年生理数科・普通科全員 139名はくくり募集である。 

※２ 課題研究に取り組む科目「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」、「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」、「ＧＬ探究 

Ⅰ」、「地域探究」は「総合的な探究の時間」であり、「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」、「ＲＳ探究 

Ⅱ」では、課題研究の欧文要旨の作成や英語プレゼンテーションの活動において、課題研究の成 

果物を活用する場合がある。 

 

⑵ 教育課程編成上の位置付け（表Ⅲ－２－２） 
 

表Ⅲ－２－２ 学校設定科目と代替科目等 

 

※１ 第１学年理数科・普通科はくくり募集である。 

 

⑶ 学校設定科目の実施状況 

 

ア 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」 

対象：理数科・普通科１年 ２単位、木曜日６・７限目に実施（❸関係資料の資料２、５） 

 

  【目的】 

多くの地域課題について、論理的な視点、創造的な視点の多角的視点で解決方法について教科

等横断的に取り組むＳＴＲＥＡＭ型課題研究の基盤となるように、地域課題探究プログラムとデ

ータサイエンスを新たに取り入れ、しっかりとした先行研究をさせた後、生徒の主体性を生かし

ながら、課題研究に取り組ませ、科学的探究力や独創的創造力を育成する。 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

ＳＴＲＥＡＭ探究応用 ※２ 1

ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ 2

普通科理系 ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ 2

普通科文系 ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 グローカル探究Ⅰ 1

商業科 地域探究 1

２年生普通理系30名

１年生商業科80名

対象

ＳＴＲＥＡＭ探究基礎 2 ＲＳ探究Ⅱ ※２

２年生理数科39名

３年生理数科40名

２年生普通文系76名

学科

理数科

１年生 ※１ ２年生 ３年生

1

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数

商業科 ＳＳ・地域探究 1 総合的な探究の時間 1

総合的な探究の時間 1

保健 1

総合的な探究の時間 1

保健 1

普通科文系 ＳＳ・グローカル探究Ⅰ 1 総合的な探究の時間 1

理数科 ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究応用 1
総合的な探究の時間

（理数探究）
1
(1)

理数科 ＳＳ・ＲＳ探究Ⅱ 1
総合的な探究の時間

（理数探究）
1
(1)

第３学年

第２学年

学科

理数科・普通科
（くくり募集）

理数科

普通科理系

対象

ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究基礎

ＳＳ・ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ

2

2

総合的な探究の時間 1

代替される教科・科目等開設する教科・科目など

第１学年
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デザインやアイデアに関する演習やデータサイエンスの手法を用いて論理的にデータを取り扱

う演習をさせることで、課題を解決して新しい価値を創生するために必要な幅広い視野や多角的

なものの考え方、柔軟な発想力、論理的思考力を養うことができ、教科等横断的で文系、理系の

枠を越えた人材の育成が期待される。 

 

【内容】 

理数科、普通科生徒が課題研究に取り組む基盤として、探究活動の方法について理解を深め、

多面的思考力を育成するための地域課題探究プログラム「Regional Future Design」を新たに開

発し、大学や企業と連携し、南海トラフ地震事前復興デザイン探究、地域課題解決ロボットアイ

デア探究、ＲＥＳＡＳ等を活用した地域課題解決データサイエンス探究に取り組ませる。その後、

研究テーマ創出、グループに分かれた探究活動を行わせる。 

 

イ  新設 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」 

対象：第２学年理数科・普通科理系 ２単位 火曜日の６、７限目（❸関係資料の資料２、６） 

 

【目的】 

１年次「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」で取り組んだ課題研究を基盤に、自然科学等に関する観察、

実験を伴う研究を実施する。データ収集、データ分析、考察、まとめの過程でデータサイエンス

の手法である統計的探究プロセス（ＰＰＤＡＣサイクル）を用いることで、論理的で説得力のあ

る研究となるように、大学、研究機関の研究室と連携し、指導助言を得ながら質の高い課題研究

を行わせる。 

 

【内容】 

理数科、普通科理系生徒が、地域素材を活かした自然科学等に関する研究に取り組むが、課題

を明確に設定し、仮説を立て、その検証のための創意工夫した実験方法、実験装置を考案し、失

敗を重ねながらもデータを収集し、適切な統計処理を行い、説得力のある研究論文の作成や研究

発表を行う。 

 

ウ  新設 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」 

対象：第２学年理数科 １単位 月曜日の７限目（❸関係資料の資料１） 

 

【目標】 

大学、企業と連携し、Society5.0時代における地域の主産業の農業、水産業の先端科学技術によ

る変革について実感させ、ロボット等の先端科学技術の可能性について理解させる。 

 

【内容】 

１学期に生命倫理講座、２学期に科学英語講座、３学期に数学探究講座を実施する。生命倫理講

座では、地域医療や現代医療、科学研究の課題における学びを通じて生命倫理について深く考察す

る。科学英語講座では、世界課題をテーマとした英語ディベートに取り組む。研究発表や大学での

学びに役立てるとともに、サイエンスを主題にしたディスカッションやディベートを通して、英語

によるコミュニケーション能力を育む。 

 

エ  新設 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「グローカル探究Ⅰ（ＧＬ探究Ⅰ）」 

対象：第２学年普通科文型 １単位 水曜日の７限目（❸関係資料の資料２、７） 

 

【目的】 

１年次にＳＴＲＥＡＭ探究基礎で取り組んだ課題研究を基盤に、ＲＥＳＡＳ、e-Stat、行政や自

治体のオープンデータ等を利活用した課題研究を行わせ、ビッグデータの中から選んだ様々なデー

タを比較しながら、統計分析を行うことで、課題発見力や課題解決力、データ利活用する力を育成

する。 
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【内容】 

ＲＥＳＡＳ、e-Stat、行政や自治体のオープンデータ等を活用し、地域産業、地域医療、地域観

光等の課題解決の方法を統計的探究プロセスで考察し、論理的な研究とする。人文・社会科学に関

する課題研究にも求められる、科学的探究能力を育成しながら、コミュニケーション能力、地域貢

献力の育成を図る。探究的で深い学びの実現を目指し、１年次からの班編成を崩さず、継続研究が

行えるよう改善した。また、大学や行政、企業、ＮＰＯ法人等との連携体制を作り、実社会の課題

と向き合わせることでより主体的な学びとなることを目指した。 

 

オ  新設 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「地域探究」 

対象：第１学年 １単位 木曜日の６限目（❸関係資料の資料３、８） 

 

【目的】 

多くの地域課題について、論理的な視点、創造的な視点の多角的視点で解決方法について教科等横

断的に取り組むＳＴＲＥＡＭ型課題研究の基盤となるように、地域や産業界と連携し、実践的・体験

的な活動を通して、職業人として必要な豊かな人間性を育み、生徒が主体的に将来の町づくりを担う

ために必要な論理的思考力や表現力を育成する。 

 

【内容】 

 課題研究に取り組む基盤として、「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」で開発した地域課題探究プログラム

「Regional Future Design」を共有し、地域産業に根差した企画、商品開発など会計・情報・地域の

コースの特色を生かしながらテーマ設定、探究活動を行わせることで科学的探究力やコミュニケーシ

ョン力を育成する。地域や産業界と連携しながら論理的にデータを扱う演習を積み、文系・理系の枠

組みを越えて新たな価値を生み出すプログラムを実施する。 

 

カ 学校設定教科「スーパーサイエンス」学校設定科目「リージョナルサイエンス探究Ⅱ（ＲＳ探究 

Ⅱ）」 

対象：第３学年理数科 １単位 月曜日の７限目（❸関係資料の資料４） 

 

【目標】 

我が国の科学技術を担う人材として、学問分野に対する高い専門性と新しいことに意欲的に取り

組む姿勢、そしてプレゼンテーション能力と質疑応答に対応する力が求められる。高校での英語・

数学・理科等の学習内容を発展させ、それらの能力の基礎を身につけさせることとする。 

 

【内容】 

１学期に科学英語講座とプレゼンテーション作成方法、また、コンテストに向けた論文の作成、

並行して、多くのコンテスト等への出品とともに多くの大会(オンラインも含む)へも参加する。10

枚の論文に仕上げる過程の中で、科学研究のとしての精度や論理性を高めることで、多くの入賞も

果たした。（❸関係資料の資料 14,15）なお、各コンテストについては年間計画を生徒に示し、自

分たちで自主的に参加できるよう生徒に計画を立てさせることで、組織的に参加することができた。

２学期から３学期にかけてはキャリアデザインとして、コンテスト等への出品や参加を継続させる。

また、自分の将来像を描くため、ポートフォリオの整理等にも取り組ませる。 

科学英語講座・数学探究講座・物理探究講座・生命科学講座等を随時あるいは並行して開設し、

大学進学後の専門分野の基礎となる概念を学習することとする。なお、「ＲＳ探究Ⅱ」１単位は、

複数の科目にまたがる内容を取り扱ったり、課題解決的な学習活動を行ったりするために、既存科

目の枠を越えた科目として設定した。そこで、「総合的な探究の時間」を１単位減じている。高大

接続を意識した学習内容を通して、科学的な見方・考え方や表現力の育成など、発展的な内容につ

いて学習する科目と位置付けている。「総合的な探究の時間」の趣旨に沿った内容であり、その代

替が可能である。 
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⑷ 改善策及び新規策の実施状況 
 

ア ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 
 

ア－１ 地域課題探究プログラム「Regional Future Design」の改善 

 

 ①南海トラフ地震事前復興デザイン探究の実施形態の改善と取組の発展 

 

【目的】 

愛媛大学防災情報センターと共同開発した「南海ト

ラフ地震事前復興教育プログラム」を継続して実践し

た。南海トラフ巨大地震の発生と甚大な被害を想定し、

地域の社会基盤や暮らしを具体的にイメージし、科学

的な分析に基づいて立場に合わせた意見を構築する力

を身に付ける。また、仮想被災地域を想定した地区別

（実践はクラス単位で）で合意形成を行わせることで

社会システムについての理解を深めさせる。（図Ⅲ－

２－１） 

【内容】 

「社会システム学習の中での学び～大災害からの復

興を学び考える～」をテーマとしたロールプレイン

グ・ディスカッション方式のプログラム。防災に関す

る地域課題のみならず、複雑に関係し合う社会課題に

気付き、発生プロセスの理解や解決に向けた合意形成

の難しさを体感できる実施形態への改善を行った。 

令和５年度は各教室を地区に見立ててオンラインに

よる討議を行ったが、令和６年度は体育館での直接対

面型に変更し展開にも改善を加えた。 

【成果】 

特に本年度は入学直後の４月 17 日に豊後水道地震

（M6.6 最大震度５強[宇和島市]）が発生し、非常に身

近な課題として捉える姿勢が見られた。地域課題の設

定において防災に関するテーマを設定する班が増加傾

向（R6 年度 12 件、昨年度比５%増加）にある。東京大

学復興デザイン研究体と連携した「防災地理部」の活

動へと発展させる班もあり、専門機関と連携し社会実

装に向けた研究を目指す流れが生まれている。 

産官学連携による宇和島市事前復興計画策定会議

（委員長：東京大学羽藤英二教授）にも、高校生オブ

ザーバーとして毎回参加している。 

表Ⅲ－２－３ 宇和島市事前復興計画策定会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－１ 

南海トラフ地震事前復興デザイン探究 

議事内容 参加生徒

第１回 R6.1.17 事前復興計画検討主旨、計画等 １年生４名

第２回 R6.4.25
復興ビジョン・プロセス（素案）
モデル地域の選定・ＷＳ開催方法

１年生４名

第３回 R6.12.18
復興計画（案）

来年度モデル地域選定
１年生４名

第４回 R7.2.12
パブリックコメント結果報告

復興計画（案）
１年生４名
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 「防災」や「事前復興」をテーマとしていても

学科の特色を生かした多様なアプローチが見ら

れ、学年を超えた協働的な学びの場が新たに生ま

れ、取組を引き継ぐ研究班がうまれる等、本カリ

キュラムが主体的な学びを生む土壌となりつつあ

る。今後、校内外での研究の連携の可能性が加速

することが見込まれる。 

〈 令和６年度 研究テーマ ※抜粋 〉 

１年生 

理普科「福祉避難所不足」「津波を防ぐ防波堤」 

商業科「素早く安全に避難しよう」 

２年生 

理数科・普通科理系 

「垂直差し込み式胴体振り子の地震動に対する応答」 

普通科文系 

「耕作放棄地の防災的・社会共創的活用について」 

 

②地域課題解決データサイエンス探究プログラムの改善 

 

【目的】 

データサイエンスの手法を取り入れることで地域課題の発見や、解決策の創出を行う際の妥当性や

実現可能性について科学的に検証する力を身に付けさせる。データを駆使し、創意工夫を重ねること

で、データの重要性への理解を深め、新しい価値を創生するために必要な幅広い視野や多角的なもの

の考え方､柔軟な発想力､論理的思考力を養うことができる。 

 令和５年度の取組では「データサイエンスへの理解が深まった」という回答が全体の 85%を占めてい

たが、その後の課題研究において科学実験やＲＥＳＡＳや e-Stat 等を活用したデータの収集、処理等

の過程で基礎的な知識・技能が不足する場面も多く発生した。よって、令和６年度はデータの読み取

りや操作の方法について基礎的な演習の機会を増やすこととした。 

 

【内容】 

 

◆講演会Ⅰ 

「探求的な学びを生み出すデータサイエンス」 

 

教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」「地域探究」 

１年生理数科・普通科・商業科 

 

講師 滋賀大学データサイエンス学部 

 姫野哲人准教授 

日時 令和６年５月 30日（木）６、７限目 

 

講演会の後、ＲＥＳＡＳの使用方法について学ぶ演習

を行った。データに基づいた課題発見、分析、解決策の提示を条件とし、スライドの作成や発表を行

わせた。対象地域の設定やデータの読み取り方、ダウンロードの方法など基礎的な操作を通じて、実

践力を高めた。また、本年度は新たにデータ読み取り型の大学入試問題（菌の繁殖と温度、感染症の

発生時期や総数のグラフ・表）をプログラムのまとめに扱い、正確な読み取りと読み取った内容の言

語化にも取り組ませた。 

 

【成果】 

１年生の課題研究においてグラフや表などデータによる分析を取り入れたポスターを作成した班は

全体の 80％を占め、科学的探究の基本である客観的論拠に基づく論理的思考について、生徒達の意識

の高まりがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－２「防災」に関わる課題研究 
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図Ⅲ－２－３ 

データを用いた分析(STREAM探究基礎) 
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◆ワークショップⅠ 

「データサイエンスの観点からの研究の見直し」 

 

対象 教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」「ＧＬ探究Ⅰ」 

２年生理数科・普通科（希望者 25名） 

助言 滋賀大学データサイエンス学部 姫野哲人准教授 

日時 令和６年５月 30日（木）16:45～17:35 

【内容】 

講演会後は昨年度に引き続き、ワークショップを開催

した。課題設定や研究の手法について、姫野准教授より

データサイエンスの視点から指導・助言をいただいた。 

 

【成果】 

自分たちの研究の内容や行き詰まっている点を言語化して説明する中で、科学研究としての問題点

や論証の脆弱性、論理の飛躍など助言をいただきながら生徒自身が気づくことが出来た。昨年度に引

き続き希望生徒が多く、よりよい研究にしようとする主体的な学びの姿勢が見られた。 

 

◆講演会Ⅱ 演題「ノーコードツールを活用した社会課題解決への取組」（ＳＳＨ講演会） 

 

対象：全校生徒 

 講師 サイボウズ株式会社 ローカルブランディング部 部長 久保 正明 氏 

 日時 令和６年６月 20日（木）６、７限目    

 

愛媛で起業され現在、国内外で幅広く事業を展開するＩＴ企業、サイボウズ株式会社と連携し、ノ

ーコードツールを活用した社会課題解決への取り組みについて講演いただいた。 

ＤＸ化による社会の変容と企業に求められるものについて、ノーコードツール「kintone」を用いた

社会課題解決の取組を事例が紹介された。一つ目の「コロナ禍」については、飲食店のコロナ対策状

況確認の調査情報のまとめや分析・共有の手間が大きく解消された松山市の事例、また県内の僻地の

医療体制の整備の事例など生徒にとって身近な事例で考えることが出来た。また、能登地震発生時の

孤立集落の状況把握や配備体制の共有情報として「kintone」が活用された事例も紹介され、本校が位

置する愛媛県南部の抱える最大の課題の一つ南海トラフを震源とする巨大地震に備えた体制づくりと

関連付けて考える生徒が多くいた。 

講演後の感想には理数科・普通科・商業科いずれの生徒からもノーコードツールによるＤＸ化の加

速について関心が高まったという意見が多くを占めた（90%以上）また、未来の社会や自己のあり方に

ついて新たな視点を得たという意見も多く上がった。 

 

◆ワークショップⅡ 

「ノーコードツールを用いた防災アプリの作成」 

 

対象 全校生徒（希望者 70 名） 

講師 サイボウズ株式会社 久保 正明 氏 

          岡田 七海 氏（本校卒業生） 

日時 令和６年６月 20日（木）16:50～17:50 

 

【内容】 

 「あなたは愛媛県の災害対策本部の担当者です。県内で大

規模な災害が発生した際に、各地の避難所の情報を集約する

ためのアプリを作成しておきたいと考えています。どんなア

プリがあれば良いか考えて、実際に作ってみましょう！」 

 上記の課題に対して、サイボウズ株式会社の開発したノー

コードツール「kintone」を用いて、アプリの作成を行った。①「情報収集のスピード」、②「入力情

報の精選」、③「情報の詳細さ」、④「スマートフォンやタブレットによる入力想定」、⑤「入力し

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－４ 

「データサイエンス」ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－５ 
防災アプリの作成（卒業生メンター活
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やすさの工夫」の５つの条件が更に与えられ、自分の居住地域の被災をイメージして各自が一人一台

端末を活用してオリジナルアプリの作成に取り組んだ。サイボウズ株式会社のご厚意により、無料ア

カウントから「kintone」のサービスを受けられるように配慮いただいた。実施日から１ヶ月間、無料

期間を設定していただいたため、学んだことを生かして自宅などでノーコードツールによるアプリ作

成を自由に行える環境をいただいた。 

 

【成果】 

 昨年度のマーケティング戦略に関わるワークショップが大変好評であったため、本年度は全校生徒

に広く参加を呼びかけた。教室の容量一杯の人数が集まり、主体的な学びの姿勢が見られた。地域課

題探究プログラムの流れを受けた「防災」のテーマとＤＸ化による社会の変容を実感できる内容が生

徒達の中で関連付けられ、横断的な学びの場を設定することが出来た。 

 また、サイボウズ株式会社に勤務する本校卒業生がワークショップのサポート役として来校し、ア

プリ作成の助言を行うとともに、本校での学びと進路実現に向けたその後の動きなどについても伝え

る場を持ち（学校新聞にも寄稿）、卒業生メンター活用の場にもなった。 

 

◆統計処理に関する出張講義 

 対象 教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」２年理数科及び２年普通科理系 

日時 令和６月 20日（火）６、７限目実施 

 

〈 物理領域 〉「放射性崩壊に伴う統計誤差」 

講師 愛媛大学学術支援センター講師 岩崎智之 氏 

  愛媛大学客員准教授ＴＡ 増田 晴造 氏 

【内容】 

放射線測定を通じた統計誤差の取り扱いについて、霧箱を用いた放射線の軌跡観察や、ガンマ線を

計測するシンチレータを用いた放射線計測などの体験的な活動やグラフ作成を通じて実践的な指導を

受けた。 

 

〈 生物領域 〉「生物的領域の研究における統計処理の基本」 

講師 愛媛大学教育学部 教授 向 平和 氏 

【内容】 

生物学分野における統計処理について、実際に表計算ソフトを活用しながら、Ｔ検定などを利用し

た有意差の判定等について実践的に学んだ。観察・実験で得られるデータをどう分析するかについて

学び、標準偏差や標準誤差、検定等の知識理解を深めた。その技能は、課題研究の成果に生かされ、

課題研究の質を向上させる効果をもたらしている。 

 

ア－２ 理数科・普通科・商業科の学びとつなげるカリキュラムの構築 

 

表Ⅲ－２－５ 課題研究におけるテーマ設定・班編制の時期の検討 

 

 

 

 

 

学校設定科目 １学期
２学期

★文理選択／
コース選択

３学期

Ⅱ期５年次
１年次

理普科「ＲＳⅠ」

Ⅲ期１年次
１年次

理普科「STREAM探究基礎」

Ⅲ期２年次

１年次

理普科「STREAM探究基礎」

商業科「地域探究」

１年生

２年生 ３年生

探究

基礎

探究基礎

探究基礎

探究

基礎
班編成

研究Ⅰ計画
研究のまとめ

Ⅰ

班再編成

研究Ⅱ計画
班編成

研究Ⅰ計画

班編成

研究計画

班編成

研究計画
研究のまとめ

研究のまとめ

Ⅱ

研究のまとめ
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本校商業科において学校設定教科 SS（スーパーサイエンス）の科目の立ち上げは初の取組となる。

商業科で新設となる学校設定科目「地域探究」は、各科目で学んだ知識を生かしながら身近な地域が

抱える課題を発見し、地域や産業と連携した体験的な活動を通して解決に向けた実践を重ねることで、

地域課題に関心を持ち、主体的に将来の町づくりを担う職業人として必要な論理的思考力や表現力、

豊かな人間性や独創性を育成することを目標としている。 

 理数科・普通科・商業科、それぞれの学科の特徴を生かしつつ、共通した地域課題の解決に向けて、

多様な分野からの探究活動が展開されることとなる。「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」等を通じた自然科学的

なアプローチによる実験・分析結果をもとに、「ＧＬ探究Ⅰ」研究班が地域活性化につながるまちづ

くりや経済戦略を提案したり、「地域探究」研究班が企業などと連携し商品開発を行ったりするなど、

学科を横断し地域課題解決に取り組んでいく将来を見据えたカリキュラム作りを目指している。本年

度は１年次の導入期ということで、特に理数科・普通科・商業科の学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究

基礎」「地域探究」では同時開講とし、探究的な学びの基礎プロクラムを共有できるようにした。社

会システムや合意形成のプロセスについての理解、地域課題への気付きなどをねらいとする「事前復

興デザイン探究」やＲＥＳＡＳ等を活用したデータ分析や情報の入手の方法、メディアリテラシーな

どについて学ぶ「地域課題解決型データサイエンスプログラム」「みかん研究所／水産研究所出張講

義」等は、学科を横断して受講し意見共有ができるよう工夫した。 

 

ア－３ 本年度新設学校設定科目の実施と検証 

 

① 「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」 

 

 第Ⅱ期学校設定科目「ＲＳ（リージョナルサイエンス）Ⅱ」（２年理数科・普通科Ⅱ型対象）の後

継となる科目である。スーパーサイエンスハイスクールとして本校が最も重視する地域課題に根ざし

た（Regional）探究活動に加え、Ⅲ期の特色である横断的な学びとしてロボット技術をテーマとした

探究やデータサイエンスの手法を活用した分析にも取り組ませた。また、Ⅱ期より継続していた産官

学連携を意識した取組を更に加速し、多様な連携のあり方についても研究・開発を行った。 

 

 ② 「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」 

 

 第Ⅱ期学校設定科目「ＲＳ探究Ⅰ」（２年理数科対象）の後継となる科目である。Ⅲ期の特色であ

る横断的な学びとして、植物工場探究やロボット技術に関する探究など重点的に取り組ませた。愛媛

大学農学部による植物工場に関する探究では、地域課題解決に向けて実装されている科学技術につい

て学び、食料生産に関する視点を得た。また、Lego Spike を用いたロボット技術に関する探究や、在

宅医療機器を中心とする医療事業を展開する高松帝酸株式会社、業長谷川酸素株式会社と連携した探

究活動を実施した。 

 また、国際性育成の向上と最先端科学技術に対する理解の深まりをねらいとしたサイエンスディベ

ートを取り入れ、上記と連動した効果的なプログラムの開発について工夫した。 

 

③ 「ＧＬ探究Ⅰ」 

 

 第Ⅲ期１年次までは「総合的な探究の時間『ＲＲ（リージョナルリサーチ）』」（２年普通科Ⅰ型

対象）として実施していたが本年度より新設学校設定科目として開講した。「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」

と同様、データサイエンスの手法を活用した分析に取り組ませるとともに地域課題解決に向けた行政

や企業との連携、実社会への働きかけ等、探究活動を通じた主体的な学びの姿勢の獲得を意識させた。

また、国際性育成を目指す取組について、従来、理数科・普通科Ⅱ型を対象としていたところを普通

科Ⅰ型にも拡充し、その加速と深化を目指した。なお、各科目について４月と 12 月にアンケートを実

施し、変容について調査を行った。 

 

 ④ 「地域探究」 

 

商業科での教科ＳＳの科目設定は初めてとなる。１年次は、各科目で学んだ知識や科学的に探究し

ていく際の基礎的な手法を生かしながら身近な地域が抱える課題を発見することを重視したプログラ
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ムとした。導入期の地域課題探究プログラム「Regional Future Design」を通じて理数科・普通科の生

徒ともに、気付きの共有や分析・検証について協働的に取り組む機会を多く設定した。アンケート調

査（４月、２月）によると「興味」「身についた力」ともに上昇傾向が見られる。理数科・普通科１

年生と異なり１単位の授業のため、２年次（１単位）、３年次（２単位）と継続していく本科目を、

商業科目を中心として各教科の学びとどのようにつなげていけるかが課題となっている。今後は、地

域や産業と連携した体験的な活動を取り入れながら学科の特色を生かしたプログラムを予定している。 

 

 

イ 国際共同研究・国際性育成 

 

【目的】 

本年度は経済情勢の影響により海外研修を中止した。より広い範囲での継続可能な国際性育成とな

るよう理数科・普通科理系生徒全員を愛媛大学留学生との英語ディベート、英語によるポスターセッ

ションを軸とするプログラムに改善した。 

国際性育成事業では、３年次には自分たちが取り組んできた科学研究について英語によるプレゼン

テーションを行うことができ、かつ質疑応答についても客観的な論拠に基づいた論理的な説明ができ

る力を身に付けているということを目指している。社会課題に対し、国際的な視点に立って協働的に

取り組む際には、自分の研究や主張の問題を指摘されたり、批判的な意見を示されたりすることもあ

る。それらを改善につながる協働的な営みとして相手とコミュニケーションをとることができる、科

学者に求められる資質を高めることを目指したプログラムである。 

 

【内容】 

この目標を達成するため、２年次の第１段階として英語ディベートを通じた国際性育成のプログラ

ム「UWAJIMA EAST Science Day①・②」を開発した。①では留学生と協働しながら与えられた立場に

合わせた立論や論理に沿った客観的な根拠の提示、論理性の高い主張を見極める活動を通じて、様々

な視点から事象を検討したり、他者にわかりやすく伝えたりする力、批判的視点を獲得し他者の批判

を受け入れる力を身につけることを目指した。②では、留学生とのディベートを通じて、実践的な力

を磨いた。 

UWAJIMA EAST Science Day③では、第２段階として２年間かけて自分たちが取り組んできた科学研

究について、英語によるポスターセッションに取り組んだ。研究内容を英語ポスターにまとめ留学生

に英語で説明するために研究の課題や本質を理解していることが必要となる。伝わる表現を練るとと

もに想定質問に対する応答を考える活動を通じて、３年次の活動につながる国際性の高まりを目指し

た。 

また、単発の取組にとどまらない取組とすることで継続的かつ効果的な国際性育成を目指した。教

科「英語」の教育カリキュラムとの年間を通じた綿密な連動を行うことで、言語への理解と使用者と

しての技術や文化に対する理解、科学者に求められる倫理などについても学べる内容とした。 

 

イ－１ 科学英語ディベートを通じた資質・能力の向上を目指す取組の充実 

 

【目的】 

日頃より英語、特に科学英語に触れる機会を多く持てるよう、英語の授業内で英語ディベートの練

習を行ったり自分たちの研究内容を英語で発表したりする場面を設ける。具体的な取組としては、科

学英語ディベートを行ったり教科ＳＳで進めてきた自分たちの研修成果を英語でプレゼンテーション

をしたりすることで、英語力の向上及び国際的に活躍できる科学人材育成を目指す。また、校外で開

催される英語を用いた活動にも積極的に参加することで学校教育の枠に収まることなく意欲的に英語

の習得および国際性を高める姿勢を身に付けさせることを目的とする。 
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  ◆UWAJIMA EAST Science Day 

 

   ディベート活動は言語活動において必要な４技能の全てを取り入れることができるため、今年

度のサイエンスデイ①、②での主な活動をサイエンスディベートに決定した。対象クラスの２年

３組、４組計 69名を混合 14班に分け準備を進めた。英語の授業が同時間帯に開講されていること

を活用し準備を行わせることで、クラスが異なっていても立論作成や想定される質疑応答準備等

を班員で協力しながら進めていくことができるようにした。授業が停滞することの対策としては、

２学期の定期考査にディベートの内容を含めることで解消することにした。サイエンスデイ①、

②に向けた準備計画およびサイエンスデイ①②の当日タイムテーブルは以下の通りである。 

 

表 Ⅲ－２－６ 英語ディベート実施計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 UWAJIMA EAST Science Day① 〉【愛媛大学留学生 16名参加】 

 

 

令和６年 11月 20日（水） 

  9：45～10：45 オープニングセレモニー 

 10：55～11：45 ディベート準備 

 11：55～12：45 サイエンスディベート 

（本校生徒同士が対戦） 

  ディベートテーマ 

「日本政府はジオエンジニアリングを導入すべきである」 

 12：45～13：45 休憩 

 13：45～15：35 化学（４組）「未知試料の定性分析」 

 14：45～15：35 化学（３組）「未知試料の定性分析」 

 15：45～16：35 クロージングセレモニー 

【英語でのサイエンスディベート】 

昨年度の研究テーマは「水問題」であったが、本年度は更に最先端科学技術に特化した「ジオエン

ジニアリング」と設定した。教科「英語」の教育カリキュラムとの綿密な連携を図りながら肯定派、

否定派の原稿や想定質問と応答内容について英語原稿を作成させた。その際には生成ＡＩも活用し、

気候変動に関する課題や科学技術の持つ様々な側面について、それぞれの立場の論理を成立させると

ともにより適切な英語表現になるよう、プロンプト工夫について学ぶ内容を取り入れた。 

 「日本政府はジオエンジニアリングを導入すべきである」という論題でディベートを行った。今回

は生徒同士の対戦で、準備段階から各班に留学生に加わってもらい、どのような方向で自分たちの立

場を主張するのか、また相手からの想定される質問にどのように答えるのかを共に考えていった。そ

の後代表チームによる対戦をオンライン形式で実施した。音声が聞き取りにくかったり、英語自体が

聞き取れなかったりという場面も見られたが、全員で真剣にディベート活動に取り組んだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－２－６ 留学生とのディスカッション 
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【化学】未知試料の定性分析 

留学生を含めて編成した班ごとに分かれて共に学習し

た。既習内容について高校生が大学生に実験の要領から

英語で説明しながら実験、分析を行い、どの試料が何の

物質であるのかを共に導き出した。高校生たちは専門用

語が難しく、説明をすることに苦労している様子があっ

たが、大学生と協力しながら楽しく学習を進めることが

できた。 

 

 

 

 

 

〈 UWAJIMA EAST Science Day② 〉【愛媛大学留学生 15名参加】 

 

 令和６年 12月 17日（火） 

  ９：45～10：25 サイエンスディベート ラウンド①  

本校生徒と愛媛大学留学生が対戦 

テーマ「日本政府はジオエンジニアリングを導入すべきである」 

  10：35～11：15 サイエンスディベート ラウンド②  

本校生徒と愛媛大学留学生が対戦 

  11：25～12：05 留学生との交流会  

【英語でのサイエンスディベート】 

 サイエンスデイ①では大学生にサポートしてもらう形で高校生同士の対戦を行っていたので、今回

は高校生対大学でディベートを行った。肯定側、否定側それぞれの代表チームを編成して前回と同じ

テーマで実施した。双方ともに事前に準備を進めて臨んだが、相手からの反応は必ずしも想定通りで

はなく、苦戦している様子が見られた。しかしそれこそがディベートの難しさだけでなく、醍醐味で

もあり、生きた英語を使いながら取り組んでいるという実感を得ることができた。 

 

〈 UWAJIMA EAST Science Day③ 〉【愛媛大学留学生 13名参加】 

 

 令和７年２月 19日（水） 

  ９：45～10：45 英語プレゼンテーション準備 

  10：55～11：45 英語プレゼンテーション①、質疑応答、フィードバック  

  11：55～12：45 英語プレゼンテーション②、質疑応答、フィードバック  

  12：45～13：45 休憩 

  13：45～14：35 数学「タイルの組合せパターンを考える」 

  14：45～15：35 生物「バフンウニの受精卵観察」 

  15：45～16：28 プレゼンテーションの振り返りとアドバイス  

  16：28～16：40 クロージングセレモニー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図     Ⅲ－２－８ Science Day② 
                  留学生とのディベート（左）・集合写真（上） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－２－７ 
留学生との実験・分析（化学） 
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【英語プレゼンテーション】 

サイエンスデイ③では、「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」で

生徒が取り組んできた研究内容を班ごとに英語でプレ

ゼンテーションし、留学生との質疑応答を行った。15

班を２グループに分けて１時間ずつ実施することで生

徒たちの発表の機会が多く設定できるよう工夫した。

１ラウンドを発表４分、質疑応答２分、留学生からの

フィードバック１分の計７分とし、各班とも５ラウン

ド実施した。４分間の時間内に発表を終えられるよ

う、自分たちで考え改善しながら取り組むことができ

た。英語での質疑応答には苦労する場面もあったが、

回を重ねるごとに表現を変えたり、ポスターを指さし

て説明を追加したりして、対応することができた。 

 

【生物】 

生徒が英語を用いて予習内容を留学生に説明し、その後、

顕微鏡を使った受精卵の観察を行った。予習内容とバフン

ウニの受精卵の細胞分裂の観察結果から、留学生と共に協

力しながら受精した時間を考察していった。 

 

【数学】 

 方眼用紙にタイルを敷き詰めていくときの法則について

留学生と共に考えた。タイルの形によってはマス目と同じ

数でできているタイル片を全て置くことができない。敷き

詰められる場合と敷き詰められない場合の条件について、

留学生といっしょに実践しながら考えた。考えられる可能

性について、互いに意見を出し、協議しながら学習を進め

ることができた。 

 

【英語プレゼンテーションの振り返り】 

まとめの活動として、英語プレゼンテーションのフィー

ドバックを行った。７グループに分かれ、声の大きさや目

線など、発表における注意点や、文字情報の精選や図表の

効果的な活用などポスターにおける構成・デザインの改善

点など助言をもらった。また、生徒から積極的に留学生に

質問する姿が多く見られた。 

また、当日の英語プレゼンテーションの活動にとどまら

ず、英語習得における重要なポイントについても生徒から

質問があり、助言をもらうことができた。３回の活動を通

じて関係性を築いてきた留学生から助言や励ましの言葉をもらうことで、失敗を恐れず意欲的に英語

学習に取り組もうとする姿勢を身につけることができた。 

 

 

 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－２－９  
課題研究英語プレゼンテーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ－２－10  

ウニの受精卵観察実習（生物） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ－２－11  

組み合わせを考える（数学） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ－２－12  

英語による生物の授業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ－２－13  

英語による数学の授業 
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表 Ⅲ－２－７  生徒の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 生徒の感想（抜粋）〉 

〇英語での原稿を覚えられておらず、留学 

生の方を見ながら発表ができなかった。 

〇留学生がうなずきながら発表を聞いても 

らえて嬉しかった。 

〇質疑応答では質問内容をあまり聞き取る 

ことができなかった。 

〇簡単な英語でも伝わることが分かった。 

〇大きな声で話すことや堂々と話すこと、 

目を見て話すことが大切と分かった。 

〇実践的な英語力が身に付いたと感じた。 

〇新しい視点で物を見ることの重要性を感 

じた。 

〇発表回数を重ねるほど話すスピードが速 

くなり時間内に発表できるようになるな 

ど、上達を感じることができた。 

 

〈 留学生のコメント（抜粋）〉 

〇英語での発表では徐々に自信が見られる 

ようになった。 

〇分かりやすい英語で研究発表ができてい 

た。 

〇自分たちの考えをしっかりと留学生に伝 

えようとする態度が見られた。 

〇留学生との振り返りの時間では、留学生 

に積極的に質問しながら、英語コミュニ 

ケーション力やプレゼンテーション力を 

改善させたいという意欲が見られた。 

〇来年度も是非参加させてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－14  Science Day③の振り返り 

「はい」と答えた生徒の割合(%) 
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図Ⅲ－２－15 Science Day を通じて 

身についた力（2 年理数科・普通科理系 79 名） 
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表 Ⅲ－２－８ GTEC結果からみた生徒の英語力の推移 

これらの取組を経た、生徒の英語力の変容の指標の一つとして、現２年生の GTEC 結果の推移を示す。

スコア、CEFR のスコアともにすべての分野において成績の大幅な伸長が見られた。生徒個人レベルで

検証した場合でも、今年度は１名の生徒が CEFRの B2レベルと認定された。着実に英語力を身に付けて

きているといえる。しかし生徒の自己評価としては、サイエンスデイ③の結果からは英語のリスニン

グとスピーキングに苦手意識が見られることが分かる。自分の英語の力を客観的に分析・理解し改善

を図ることができる道筋を生徒に示すことで、自己調整を図ることができる力や、行動に移すことが

できる力を身に付けられるよう英語力の強化を図りたい。 

 

イ－２ 国際共同研究の学びの共有と充実 

 

① SHIN-GS（四国型次世代科学技術チャレンジプログラム）を通じた海外での発表 

 高大接続・高大連携を目的とした SHIN-GS（(4)イにて後述）に参加している２年生１名がアメリ

カでの研修に参加、３年生１名が国際学会（愛媛大学にて開催）で自身が取り組んだ研究の成果を

英語で発表した。ともに研究する仲間が国際舞台で活躍することで、多くの生徒にとっても、高い

レベルでの研究に対する意欲を高め、視野を広げる活動となった。 

 

② 「『世界津波の日』2024 高校生サミット in熊本」への参加 

日程   令和６年 10月 23日（水）～24日（木） 

場所   熊本城ホール、ホテル日航熊本、 

くまもと街なか広場 

参加国  44か国・地域（使用言語 英語） 

参加人数 高校生 524 名、引率者 121名 

（うち日本の高校 78校 312名） 

本校参加 ２年生理数科１名・普通科文系１名  

１日目  分科会（発表・討論）、開会式 

分科会（討論・総括）、レセプション 

   ２日目  記念植樹、記念碑除幕式、総会・閉会式 

 

〈 全体テーマ 〉  

“熊本の教訓を世界へ、そして未来へ” 

“Lesson from Kumamoto for the World and Future” 

 ～熊本地震や集中豪雨など大規模災害を経験した熊本で、命を守る対策と創造的復興を学ぶ～ 

 

〈 分科会分野 〉 

 Ⅰ 自助・共助で防災を考える 

   “Disaster prevention” through self-help and mutual assistance 

 Ⅱ 自然との共生で減災害を考える  

   “Disaster risk reduction in harmony with nature” 

 Ⅲ 大規模災害を教訓として創造的復興を考える  

     “Creative reconstruction” based on lessons learned from major disasters （本校参加） 

 【１年次】 

137名受検 

CEFR-Jスコア 

スコア 

伸び率 

【２年次】 

141名受検 

CEFR-Jスコア 

トータル A2.1 11.8% A2.2 

リーディング A2.1 23.7% A2.2 

WPM A2.1 29.3% A2.2 

リスニング A2.1 21.4% A2.2 

ライティング A2.1 2.7% A2.2 

スピーキング A2.1 4.5% A2.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－16 開催会場にて 
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10月 22日（水）から 23日（木）にかけて熊本市で開催された「津波サミット」に参加した。熊本

地震を経験したこの地に世界中から集まった高校生たちが災害について積極的に意見を交わした。３

分野 15 会場に分かれて開催された分科会単位での活動がメインであり、それぞれの学校での取組に

ついて英語で発表をしたり、海外と日本の高校生がグループを作り、課題解決に向けて出し合ったア

イデアを分科会の中で発表したりした。本校は近隣の６校合同避難訓練について報告したり、災害時

に耕作放棄地をうまく活用すべく取り組んでいる内容などについて発表したりした。今回のサミット

は、開催地が被災地であったというだけでなく、昨年の１月１日に地震で被災した石川県の高校生も

参加していたこともあり、参加者全体がより一層防災、減災、創造的復興に対してそれぞれ非常に真

剣に取り組み、積極的に考えることができる機会となった。 

  

【成果】 

本サミットに参加した生徒が、サミットでも発表した防災に関する課題研究の成果や、サミットで

の学びについて「令和６年度愛媛県高等学校国際教育生徒研究発表会」にてスピーチを行い、全体の

２位にあたる優秀賞を受賞した。各教科や課題研究の学びが国際的な場においてのつながりや対話に

生かすことのできた事例となった。 

 

 

③ 国際協力部の活躍と活動の波及 

 

 【目的】英語ディベートによる協働的活動を通じた論理的思考力、コミュニケーション力の育成 

 

【内容】 

国際協力部が取り組んでいる英語ディベートの活動が学校全体

の国際性育成の中核となって、広く波及した。上記の「ジオエン

ジニアリングの是非」に関する英語ディベート活動においても国

際協力部の部員が中心となり、論旨の構成や論拠の扱い等につい

て初めて経験する生徒達の活動を支援し、全体の活動として進め

ていくことが出来た。 

部活動の実績としては、愛媛県大会で初優勝し、全国高校英語

ディベート大会に出場（HEnDA 主催、初出場全国 35 位）を果たし

た。また、世界課題の解決を目指す活動として、国連大学にてス

ピーチを行ったり、地域のＮＰＯ法人「平和の鐘を守る会」等と

連携し「平和の鐘」を制作したりした。「平和の鐘」については

大阪万博でのブース開設も予定されており、国際協力部の生徒が

校内の国際性育成の中心となって幅広く活躍している。 

◆「第 71回国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール」中央大会 

 主催 外務省、公益財団法人国際連合協会 

会場 国連大学 

日程 令和６年 10月 28日（月） 

テーマ２「世界の平和と安全を守るために国連が今果たすべき役割とは何か。」 

タイトル「全ての人に平和の考えをもっと身近に」２年奥本海翔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－17 分科会での発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－20 国連大学での発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－18 本校スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－19 分科会メンバー 
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④ 世界農業遺産への登録を目指す「愛媛・南予の柑橘農業システム」フォーラムへの参加 

 

 【目的】 

 地域課題に根ざした課題研究の成果を広く普及するとと

もに、地域の誇る農業システムの世界農業遺産への登録を

目指すことで、世界の食糧問題に対する科学技術の果たす

役割について多角的に考察する力を身に付けさせる。ま

た、行政や企業、他校の高校生と連携することで国際性の

育成を目指す。 

 

【内容】 

 主催   愛媛県南予地域農業遺産推進協議会 

 会場   西予市宇和文化会館 

日程   令和７年１月 25日（土） 

研究発表 ２年生理数科４名 

 

愛媛県南予地域が誇る柑橘農業システムは、その地理

的、気候的、文化的価値を認められ、平成 31年に日本農業

遺産に認定されている。愛媛県では伝統ある柑橘農業を受

け継ぎ、このシステムを次世代に残していくことを目的

に、世界農業遺産への認定を目指している。今回のフォー

ラムでは、南予地域の４つの高校（宇和島東、南宇和、川

之石、三崎）が集い、現地・オンライン合わせて約 80名の

方々の前で、高校生の視点から魅力や課題を発見し、この

システムの更なる発展と国内外への発信することを目指し

て研究発表や活動報告を行った。なお、これらの研究は、

１年間を通じて愛媛県や株式会社バリューマネジメントの

指導・助言を受けながら進めてきたものである。 

元国連食糧農業機関 元世界農業遺産コーディネーターとして活躍された遠藤芳英氏よる講演では

世界農業遺産の意義や現状について紹介いただき、「愛媛・南予の柑橘農業システム」の価値を考え

ていくことの重要性について視点を示していただいた。また、京都大学農学部資源生物科学科の齋藤

環さんとのクロストークでは、齋藤さんが所属する「京大農薬ゼミ」の農薬使用を減らした農法の研

究についても紹介いただいた。 

 

◆研究発表「データで分析！おいしいミカンを育てるには？」 

愛媛県農林水産研究所果樹研究センターみかん研究所からデータを提供いただき、気象庁のデータ

と組み合わせ分析することで糖度や酸度、果重や横径などのおいしさや生育に関する関係性を明らか

にしていく研究である。様々な人が柑橘農業に関わっていく糸口となるスマート農業の実現に寄与す

ることを目指している。 

発表後は遠藤氏をはじめ、観覧に来てくださった方々からも反響をいただいたことで、研究の発信

と深化につながる取組になった。 

 

⑤ 国際性を高める主体的な活動の活発化（リーダー養成塾、トビタテジャパン） 

 

◆「第 21回 高校生のための日本の次世代リーダー養成塾」への応募・参加 

 今年度、２年生１名が次世代リーダーを目指すべく養成塾に応募し、審査を通過した。以下の日程

で、様々な分野においてグローバルに活躍される方々の講演を聞いたり参加生徒同士での活動に積極

的に参加したりして、国際社会で活躍する人材として期待される、あるべき姿を身に付けることがで

きた。 

 

 【内容】 

日程 令和６年７月 28日（日）～８月８日（木）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ－２－21 世界農業遺産に関する講義 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ－２－22 
柑橘の生育と土壌水分量に関する研究発表 
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 目的 経済界や地方自治体が中心となり、全国の志の高い高校生を対象に、日本のみならず世界を 

舞台に挑戦する人材の育歳を目指す。 

 会場 グローバルアリーナ（福岡県宗像吉留４６－１） 

    佐賀県波戸岬少年自然の家（佐賀県唐津市鎮西町名護屋５５８１－１） 

 対象塾生 全国の高校１年生～３年生 150名 

 カリキュラム概要 ①各界を代表する講師陣による講義（教育系、ビジネス系、国際系、人間学、 

          ②講義後のディスカッション 

          ③プロジェクト型企画「グローバル・ハイスクール・サミット」 

          ④フィールド・トリップ（佐賀県波戸岬少年自然の家） 

 

また、12 月には、夏のリーダー養成塾の発展的な交流の場である国際交流キャンプにも参加した。

これはアジアを中心としたＧ７メンバー国から招聘された高校生（約 120名）とともにホームステイや

寮生活を通して学び合い、国際交流を深めることを目的とした事業である。このキャンプの具体的な

目標として、国際性の育成、国際的な高校ネットワークの構築、リーダー人材の育成などがある。海

外からの多くの学生とともに積極的に英語を使用して活動することができた。 

 

・「アジア高校生架け橋プロジェクト＋」国際交流キャンプ 

開催日 令和６年 12月 14 日（土）～ 12月 17日（火） 

開催場所 文部科学省講堂等 

実施内容 21期ミニ同窓会（リーダ塾生） 

グローバル・ハイスクール・サミット 2024 

「地球市民の皆さんへ～多様性社会を実現するには～」 

修了式 

国会議事堂見学ツアー 等 

 

◆「トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム」応募 

 

2025 年度第 10 期渡航留学生募集にあたり、本校より複数名の応募希望者があった。本プログラムに

複数の希望者が出てくることは近年にはなかった大きな変化である。本プログラムは渡航先や活動内

容について、生徒自身が企画を考え、現地受け入れ先との交渉も行った上で申し込みを行う。留学の

目的設定や現地での活動内容について、計画の段階から生徒の主体的な学びの姿勢が強く要求される。

今回の応募では、来年度の夏以降に渡航が対象となっている。今年度の取組に加え、来年度も様々な

校内外の活動を通して本校は生徒の更なる国際性育成に向けて積極的かつ精力的な開発を目指す。 

 

表－２－９ トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム応募生徒の企画例 

 生徒 A 生徒 B 生徒 C 

希望コース マイ好奇心探究コース 社会課題探究コース マイ好奇心探究コース 

希望渡航先 フィンランド パラオ イングランド 

希望活動内容 多文化共生社会実現に

むけた価値観のあり方

について学ぶ 

サンゴ礁保護とゴミ削減

を結びつけた地域活動か

ら環境保全について学ぶ 

物を大切にする文化か

ら「暮らし」と「も

の」との関係性を学ぶ 

希望取組内容 〇インターナショナル

スクールでのインター

ン 

〇境界地域における多

文化共生の現状調査・

研究 

〇ダイビングトレーニン

グを通じたサンゴ礁の生

態状況観察 

〇環境保全の活動を通じ

た、ごみの収集、分別か

らリサイクル方法の調

査・研究 

〇語学学校での英語の

学び 

〇骨董市などでのフィ

ールドワーク 

〇古いものに対する価

値観について調査・研

究 
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ウ 最先端科学に関する探究活動 
 

ウ－１ 地域課題解決型ロボットアイデア創生 

  

 ① 課題解決型ロボットアイデア英語ディスカッション 教科ＳＳ「ＲＳ探究Ⅱ」３年生理数科 

 

【目的】 

英語によるプレゼンテーションを行うことができ、

かつ質疑応答についても客観的な論拠に基づいた論

理的な説明ができる力を身に付けているということ

を目指している。社会課題に対し、国際的な視点に

立って協働的に取り組む際には、自分の研究や主張

の問題を指摘されたり、批判的な意見を示されたり

することもある。それらを改善につながる協働的な

営みとして相手とコミュニケーションをとることが

できる、科学者に求められる資質を高めることを目

指した 

【内容】 

「ＲＳ探究Ⅱ」において社会課題を解決するロボ

ットアイデアを素材としたプログラムを実施した。

ロボットアイデアについて英語によるプレゼンテー

ションを行い、ハワイ大学や関連機関の専門家によ

るオンラインディスカッションに臨んだ。プレゼン

テーションの内容については、あらかじめ助言をい

ただき改善を加えながら当日に臨んだ。 

 

 

 

表－２－10 第１回 SSH運営指導委員会「RS 探究Ⅱ」研究授業 オンライン助言者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－23 
植樹・山林管理に関するロボットアイデア 

（生徒によるプレゼンテーション） 

番号   氏名   職名   所属   

1   
A mber Imai Hong   
（アンバー）   

電気 ・衛生 工学者   ハワイ大学   ハワイ宇宙航空研究所   

2   
M arites Calad   
（マリッツ）   

機械 工学者   副所長   
ノーマン・ライト   
機械設備コーポレーション   

3   
C hris Parayno   
（クリス）   

前   航空宇宙学 工学者   
現   メディア専門家   

Na Leo  テレビ   

4   
R enee  Ishisaka   
（レネ）   

構造行政工学者   SSFM 、ネクステックハワイ社長   

5   
A lan Okinaka   
（アラン）   

（ 退職 ）電気工学者   ハワイアン   テレコム   

6   
D anielle Young   
（ダニエル）   

機械工学者   
ジョン・バーンズ   医科大学   
ハワイ大学   

7   
H idenori Ishihara   
（イシハラ   ヒデノリ）   

ロボット工学者   香川大学   

8   
I vey Zong   
（アイビー）   

学生   
プナホウ スクール（高校課程） 卒業者   
スタンフォード大学 ( 航空工学専攻 ) 入学予定   

9   
A rt K imura   
（アート）   

（退職）航空宇宙学   教師   ハワイ大学宇宙研究所助成コンソーシアム前 
所長    ハワイ大学   
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【成果と課題】 

 多様な社会課題の設定や柔軟な発想に基づいた

ロボットアイデアの提案があった。また、今まで

の英語の学びや課題研究で培ってきた表現力で精

一杯、英語プレゼンテーションを行っていた。 

 課題としては、助言者として協力いただいたロ

ボット技術に関する専門家からの質問について、

数値や効果などの科学的な論拠を示しつつかつそ

れを英語で対応することについて難しさがあっ

た。今回の活動で感じた課題をその後の英語を中

心とした学習につなげていきたいという生徒から

の感想があった。今回の成果と課題を踏まえて、

３年間を見通した国際性育成事業の取組内容につ

いて改善につなげていく。 

 

② コンテストへの参加 

 

【目的】 

 コンテスト等を通じた学びのアウトプットを通じて、各教科の学びと課題研究の学びをつなげる場

とする。また、他校の生徒の研究や発表に触れ、かつ外部の客観的指標の中での審査を受けることで

自身の取組を振り返り、改善を図る機会とする。 

 

【成果】 

◆「ロボットアイデア甲子園 2024」四国大会出場 

主催 SIer協会      

対象 教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」 

２年生理数科生徒 

ロボットアイデア 

「非接触型検体採取器 Non-contact PCR」 

◆「テクノアイデアコンテスト 2024」健闘賞 

 主催 公益財団法人京都科学技術センター 

 対象 教科ＳＳ「地域探究」１年商業科生徒 

ロボットアイデア「リアルタイム手話変換ロボット『connect』」 

 

 １年生の地域課題解決ロボットアイデア探究のまとめとして、昨年度に引き続きコンテスト「テク

ノアイデアコンテスト 2024」を活用した。今年度は１年理数科・普通科「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」に

加え商業科「地域探究」の対象生徒も取り組んだ。アイデアシートで取り上げられた社会課題はコン

テスト基準に則って教員・生徒が評価を行った。今年度は初めての応募となった商業科の生徒の作品

が健闘賞を受賞した。ロボットアイデア甲子園 2024 に参加・出品を行った生徒のうち１名が四国大会

への進出を果たした。コロナ禍でも課題となった感染症の検査方法について、医療従事者の命を守る

ロボットアイデアを提案した。 

 

ウ－２ 外国人研究員による先端防災工学探究 

 

【目的】 

外国人研究員である講師を招き、世界の先端研究について紹介していただくとともに、その講師

との交流（質疑応答やディスカッション、ワークショップ等）を通してグローバルな価値観を養う

貴重な機会として位置付ける。また、英語でのプレゼンテーションに臨み、今後の大学生活等でも

取り組むであろう、科学研究における英語プレゼンテーションに生かすことを目的とした。 

【内容】 

日時 令和６年９月９日（月）５、６時限目 13：45～15：45 

  講義 「Natural Disasters －Some Recent Events and Our Disaster Awareness－」 

 

図Ⅲ－２－25 出品プレゼンテーション（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図Ⅲ－２－24 

ハワイ大学等関連機関とのディスカッション 
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  講師 愛媛大学社会共創学部 環境デザイン学科教授／愛媛大学防災情報研究センター 

     センター長 BHANDARY Netra Prakash 氏 

対象生徒 ２学年理数科生徒 39名、教員３名（英語、物理、生物） 

 【内容】 

豪雨や地震、津波など、世界及び日本各地で起こる様々な自然災害について、現地調査による情

報をもとに、防災工学の科学的知見をもって研究成果を英語で説明された。特に、未来に向けた防

災対策を自然科学と社会科学の視点から議論し合う場面が設定された。 

 

【成果】 

英語による防災研究の講義であったが、実際に災害の現

場で活躍した講師の実体験を紹介しながら具体的に説明し

ていただいた。示された問いに対して、班別に応答内容を

協議し、発表を行った。発表内容に対し、講師から更に英

語による質問を投げかけられ、応答に苦戦する場面もあっ

たが英語で懸命に答えようとする姿勢が見られた。世界の

先端研究についての視点を紹介していただいたことで、地

域課題でもある南海トラフ大地震に向けた防災対策につい

て、グローバルな価値観を養う貴重な機会となった。 

 

ウ－３ 外国人学長によるイノベーションに関する出張講義 

 

◆三条市立大学学長による講義 

日程   令和６年 10月 11日（金） 

対象生徒 ２年生理数科・普通科(145名) 

講師   Ahmed Shahriar 氏 

 進学指導研究推進プログラムの一環として、進学課が主

催し、公立大学三条市立大学（新潟県）のシャハリアル学

長を講師として創造性豊かなテクノロジストを目指すため

の講義が実施された。「AI時代、知識の枠を超えたイノベ

ーション『視点を変えて考えてみるといい』」をテーマ

に、イノベーションを起こす視点や人生の選択について、

自身の体験を元に、生徒に多くの投げかけがなされた。 

また、講義終了後には国際協力部の生徒が学長のもとに集い、ディスカッションを行った。また、

応用システム工学の専門家でもある氏に、生徒達が取り組んでいる英語ディベートの論題

「Resolved: That the Japanese government should abolish all nuclear power plants in Japan. 

（日本政府は，原子力発電所を全て廃止すべきである。是か非か。）」について助言をいただいた。 

 

〈生徒の感想 ※抜粋〉 

〇「様々な価値観の違いはイノベーションの原動力」という言葉が印象に残った。異なる価値観を合 

わせ、アイデアを生み出せる場が大学であると知ることができた。大学を選ぶ上で、学べる内容を 

重視するだけでなく、新しい知見を得られる環境が整っているかどうかもチェックしたい。先生の 

ような価値観を持つ人が身近にいれば、普段の学びだけでなく、自分の行動や考え方にも良い影響 

を与えいただけた。 

〇「今日見ているものが明日古くなって、明後日ガラクタになる」という言葉が印象に残った。現代 

社会が毎日進化していることを実感させられる言葉。時代の変化に対応できる人になりたい。今の

うちに、学び方を学んで、未来の選択肢を増やしておきたい。 

〇 トレンド、難しいことをつかむことが大切とわかった。難しいことは失敗する可能性が高く、避 

けたくなるが、自分の将来をより良くするためどんどんチャレンジしたい。 

〇 高校を卒後したら大学に行くことが、延長戦上にあるものだと思っていたけれど、知識を深掘り 

する場所が大学であり、今まで培ってきた知識を自分のものにしていく場所であると理解した。 

〇 迷ったときは難しい方を選ぶという言葉が、今の私に刺さった。大変で苦しいことを頑張るほう 

が達成感を感じ、自分のためになると思った。 

 

図Ⅲ－２－26 先端防災工学講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－27 

 イノベーションに関する講義 
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ウ－４ 社会に実装される最先端科学技術についての学び 

 

◆植物工場探究 

オンライン講義 「農業におけるロボット技術の活用」 

日程   令和６年６月 17日（月）14：45～15：35 

 講師   愛媛大学農学部 有馬 誠一 教授（イノベーション創出院植物工場研究センター長） 

 対象生徒 ２年理数科 39 名 

【目的】 

地域の主産業である農業、水産業の課題を理解し、ロボット等の先端科学技術による変革や解決

について考え、新しい価値の創生に挑戦している研究者の取組から学び、地域にイノベーションを

起こす起業精神（アントレプレナーシップ）を身に付けることを目標に、「STREAM探究応用」を開

講している。 

 【内容】 

課題解決のためのアイデアを創生する力を伸ばすため、ロボット教材を用いて試行錯誤しながら

プログラミングと検証を行っている。本授業では、植物工場探究や自動収穫ロボット探究を通じて

ＡＩやＩｏＴ、ロボット技術による農業や水産業のスマート化について理解する。 

 

◆宇東 STREAM次世代人材育成事業 出張講義 

日時：令和７年１月 27日 （月）14：45～15：35 

対象：２年理数科 39名 

 

【目的】 

本校の重点努力目標「新しい時代を切り拓く人間力の育成」をテーマに、少子高齢化が加速する宇

和島地域の実態と最新科学技術の在宅医療現場での活用事例を通じて、「地域の未来を科学的に創造

するイノベーション人材育成」に繋げる。 

 

【内容】 

「高校生が最新の在宅医療に触れる」 

宇和島東高等学校×長谷川酸素 「地域医療×サイエンス」 

～地域医療を支える在宅医療の現状と最新の介護システム・ロボを体感～ 

 

産業・医療ガスの製造・販売を軸として、在宅酸素療法等の医療事業を展開する長谷川酸素株式

会社（宇和島市）と長期経営計画の地域共創・共生プロジェクトの一環として連携した。講義「南

予地域の在宅医療と現状～地域医療を支える長谷川酸素の役割～」の後、実際に使用されている在

宅医療機器を体験し、社会に実装される最先端科学技術について学び今後の課題研究の糸口とした。 

 

【体験した在宅医療機器】 

①「一人でらくらく移乗サポート」移乗支援サポートロボット HUG 

②「おむつを開けずに、おむつの中を見る」排泄モニタリングシステム“ヘルプパットⅡ” 

③「いつもの場所で呼吸器療法を」  酸素濃縮装置 「小春＋タッチワン」  

④自宅療養用人工呼吸器“ルイーザ” 

③酸素濃縮装置                               

 

【成果と課題】 

愛媛大学農学部や株式会社高松帝酸等と連携した先端科学技術に関する講座を通して、ロボットに

よる農業や水産業の変革を考察させることで、社会課題に対する科学技術の関わりについて現実に適

考える視点を得ることが出来た。「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」に対応するプログラムとして本年度初め

て実施したが、今後はロボットプログラミング教材を用いた探究活動と連動させ、より探究的な学び

となることを目指す。生命倫理や研究倫理、発展的な自然や科学技術に関する知識や原理・法則の理

解を深めるとともに、探究心、思考力、創造力の育成を図り、将来科学者や医療従事者として地域社

会や国際社会に貢献する人材を育成する。 
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ウ－５ 最先端科学の現場で活躍する卒業生の活用 

 

①「令和６年度関東ＳＴＲＥＡＭ研修」対象：１年生理数科・普通科より選抜27名 

 

【目的】 

 (ｱ) スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業の一環として、研修前の学習や班活動を通して、自主的に

取り組む姿勢を養うとともに、先進的な科学技術研究を行う大学や施設等を訪問し、講義や体験活動を通じて

科学技術への関心を高め、知的好奇心と探究心をもって主体的かつ意欲的に学ぶ態度を養う。 

 (ｲ) 科学技術研究が果たす役割、現在の研究、そして、研究が社会で実用化されている様子を理解するとともに、

研究者・技術者に求められる資質や使命感についても考えを深めながら、自らの進路実現に役立てる。 

(ｳ) 研修を通して高校生としての自覚と規律ある言動を促し、生徒相互及び生徒・教職員間の信頼関係や人間関

係を深める。 

 

【内容】 

 期日:令和７年１月22日（水）～１月24日（金） 

 〈第１日午後〉○ 住友化学 先端材料開発研究所での研修（本校卒業生が協力） 

          研究所施設見学 研究員（本校OBを含む）との座談会 

        ○ 宿泊施設での研修（卒業生との意見交換会） 本校卒業生５名参加 

 〈第２日午前〉○ 赤坂陽光ホテルでの研修 

生成ＡＩに関する講演及び一人一台端末を用いて生成AIの実習 

講師 OpenAI JAPAN  Principal Solutions Engineer 宇都宮 聖子 氏 （本校卒業生）  

 〈第２日午後〉○ 東京大学本郷キャンパスにて素粒子に関する特別講義 

講師  横山 将志 教授  

（東京大学大学院 理学系研究科 物理学専攻 本校卒業生） 

○ 本校卒業生（東京大学在学生等）との交流  本校卒業生２名参加 

○ 宿泊施設での研修（卒業生との意見交換会） 本校卒業生５名参加 

 〈第３日午前〉日本科学未来館の見学 

 

【成果と課題】 

 

◆事前指導（全２回実施） 

 

12月20日（水）13：00～13：30  AI開発や機械学習システムについて（数学担当教員が指導） 

13：30～14：30  高分子有機化学について（化学担当教員が指導） 

12月26日（火）13：30～14：00 素粒子について（本校化学教員が指導） 

14：00～14：30 日本科学未来館について（本校化学教員が指導） 

研修の心構え、研修全般の注意事項（引率教員が指導） 

事前に質問事項を考えさせ、予め質問事項を講師の先生方に伝えておくこととした。 

 

◆事前アンケートと事後アンケートの結果について 

 

表Ⅲ－２－11 事前アンケートと事後アンケートの結果 

 事前アンケート 

（n=26、 値は平均値 なお、アンケートは全て５段階評価（高５・４・３・２・１低）である。  
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事後アンケート 

 

表Ⅲ－２－11 にアンケート結果を示す。事前アンケートでは「相互理解を目指し、積極的に他者に働きかける

力」、「知的好奇心、探究心を持って主体的かつ意欲的に学ぶ姿勢」への期待は3.89, 4.33と高かったが、「自然

科学や科学技術への理解」、「研究者・技術者に求められる資質・使命感に対する理解」、「社会や世界情勢に対

する認識や思考」についての期待は、3.15、3.30、3.48 とやや低かった。しかし、研修後の事後アンケートの自己

評価では「自然科学や科学技術への理解」は期待値3.15から4.25（総合評価）へ、「研究者・技術者に求められる

資質・使命感に対する理解」は、期待値3.30から4.50（総合評価）へ上昇するなど大きな変容が見られた。 

今回の参加生徒の事前アンケートでは「知的好奇心、探究心を持って主体的かつ意欲的に学ぶ姿勢」が４ポイント

を超えており、もともと好奇心や向上心が高い生徒が今回の研修を通じて「自然科学や科学技術への理解」につい

て理系的視野を広げることができた（3.15→4.25）と考えられる。また、理系的知識・思考が社会にどう貢献して

いるのかを理解できたことで「研究者・技術者に求められる資質・使命感に対する理解」の上昇幅が大きくなった

（3.30→4.50）と考えられる。 

また、生徒の感想には「研修を受けて、将来、大学での研究や生活に対する興味・関心は高まりまった。」「研

修を受けて、今後、高校での学習活動に対する意欲が湧いてきた。」とあり、生徒の進路実現や学習意欲にも大き

な影響を与え、この研修の意義の大きさが感じられた。 
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◆事後アンケートによる得られた学び・気づき・成長について（生徒の所感より） 

 

⑴「住友化学先端材料開発研究所」 

 

〇毎日コツコツと努力を積み重ね、困難に直面しても諦めずに開発に

取り組める人になりたい。研究や技術開発は毎日毎日で成果が出るも

のではなく、試行錯誤の連続であると改めて感じた。その中で失敗を

恐れず、粘り強く挑戦し続ける姿勢が重要だということもわかった。

小さな積み重ねがやがて大きな成果につながると信じ、自らの成長を

楽しみながら取り組んでいきたい。どんな状況でも前向きに努力を続

け、新しい価値を生み出せる人になりたいと思った。 

〇研究員の方の「研究職の面白さはうまくいかないことが多いこと」

という言葉が心に残っています。研究をし、自分が予想した結果と、全く異なる結果になったときに、「その要因

を解明することにやりがいを感じる」とおっしゃられていました。失敗や仲間と見解の相違があったとき、ついマ

イナスにとらえてしまいがちなことを、逃げずに原因を追究し、自分の成長につなげようとする姿勢に感銘を受け

ました。 

 

⑵「OpenAI JAPAN」 

 

〇これからの社会は AI によって大きく変化していく。すでに多くの

分野で AI が活用されており、技術の進化によって人々の生活がより

便利になっている。しかし、その一方で、AI の持つリスクや恐ろし

さについても実感した。例えば、誤情報の拡散、個人情報の悪用、

さらには人間の仕事を奪う可能性など、解決すべき課題が多く存在

する。AI は強力なツールであり、人間がどのように使うかによっ

て、その影響は大きく変わる。したがって、AI の進化を正しく理解

し、倫理的な視点を持ちながら活用していくことが求められる。 

〇私は宇都宮聖子さんの言葉が心に残っています。それは、「自分

の正解を成功にしていく」という言葉です。宇都宮さんは、これま

で数多くの転職をされてこられました。長く積み上げてきたキャリ

アを捨て、新しい職種に挑戦することは簡単ではないし、不安も大きかったことと思います。しかし、「誰かの力

になりたい」という一貫とした強い意思を持って、挑戦し続ける姿に心を打たれました。 

 

⑶ 東京大学訪問について 

 

〇理学部の目的は真理の探究なのだと初めて知りました。研究の中

で新たな発見をし、また謎が生まれては新しい仮説を立ててを繰り

返していると聞き、研究者に継続力と忍耐力は必要不可欠だなと改

めて感じました。ニュートリノから CP 対称性のずれが証明できれば

宇宙の成り立ちがわかるかもしれないと知り、宇宙にはまだわかっ

ていないことがたくさんあるのだと感じ、それを解明していくのは

面白そうだと思いました。 

〇基礎科学としての価値だけでなく、宇宙の謎の解明やエネルギー

分野への応用など、将来的な可能性が広がっていることが分かっ

た。 

 

⑷参加生徒所感より 

    

3 日間の研修を終えて、まったく異なる分野の研究者の間に、いくつもの共通点があることに気づいた。「好き」

を突き詰めることや挑戦を恐れないこと、他にも、人の力になりたいという意志があること、分からないことに面

白みを見出すこと、チームワークを大切にすることなど、お話を伺うたびに似たワードが出てきて驚いた。この研
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修は、自分が将来なりたい姿や成長したい方向を考える大きなきっ

かけになった。また、将来の目標に向けてのモチベーションも高ま

った。これまでよりもっと自信をもって、勉強・部活・研究とも

に、より高い目標に挑戦してみようと思う。そして、生活の中でも

変えられるところは変えていきたい。加えて言うと、人前でうまく

話せるようになりたい。卒業生との座談会で、特にコミュニケーシ

ョン能力は社会に出て必要だとおっしゃっていた方がいた。研究発

表でもそうだが、自分の言いたいことを人にわかりやすく伝える力

を身につけたい。理想を言えば、英語でも伝えられるようになりた

い。そのためにも、英語をしっかり勉強し、1 か月に読む本の量を 1

冊ずつでも増やしていこうと思う。 

 

エ 高大接続・高大連携 
 
エ－１ 愛媛大学研究室体験研修 
 
 ⑴ 仮説 

多様な体験研修を受ける機会を増やすため、工学部・理学部・農学部の３コースから選んで２日

間研修を行う。日頃の高校生活とは異なる視点やスキルを獲得することができる。また、最終日

には研修報告会をおこない、プレゼンテーション能力を高めることができる。 
 

⑵ 研究内容・方法・検証 
 

① 目的 

愛媛大学との連携を密にし、大学の施設を使用して、大学教員からの指導のもとで問題解決型

体験学習に取り組ませ、科学的探究能力やプレゼンテーション能力の向上を図る。工学系・理学

系・農学系の３コースを備えた研修にすることで高校のレベルを超えた体験により幅広い視野、

多角的に物事を考える意識を育成できる。 

② 実施日及び会場 

令和６年８月 20日（火）～８月 21日（水）愛媛大学工学部・農学部・理学部 

令和６年８月 22日（木）         宇和島東高等学校化学実験室 

（オンラインで愛媛大学各研究室と接続） 

③ 参加者 

   参加生徒 39名：理数科２年生40名（男子21名、女子18名） 

   引率教員 ２名：教諭 大久 憲一（物理、SSH推進課） 教諭 林  広樹（生物、SSH推進課クラス担任） 

④ 会場詳細 

ア 愛媛大学工学部（城北キャンパス） 「工学系・理学系」の実験実習 

イ 愛媛大学農学部（樽味キャンパス） 「農学系」の実験実習 

⑶ 日程 

 

８月20日（火） ８月21日（水） ８月21日（木） 

7:20 集合 6:30 起床・朝食  8:35 宇和島東高等学校集合 

7:30 宇和島東高等学校発 8:30 宿舎発  8:50 プレゼンテーション準備 

9:00 

 

愛媛大学着 

開講式・ガイダンス 

9:00 ～

16:30 

実習 

（各自研究室で体験） 

11:30 昼食 

9:30 ～

17:00 

実習・昼食 

（各自研究室で体験） 

17:00 愛媛大学発 12:30 

 ～ 

15:00 

発表会 

各研究室体験研修の内容を

プレゼンテーションし、質

疑に対して応答する。 

17:30 宿舎着 夕食 19:00 宇和島東高等学校着 

19:00 プレゼンテーション準備 19:10 解散 15:00～ 閉講式（講評） 

22:00 就寝   15:15 解散 
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⑷ 実験自習のテーマ等 

 

 

⑸ 事前準備及び事後指導 

 ① 事前準備：各コースにおける実験実習のテーマ決定（６月中旬～直前まで） 

 ② 事後指導：研修のまとめ（８月後期補習期間中の１時間） 

 

⑹ 検証 

① 生徒の研修に対する満足度・充実度について 

   参加生徒を対象にアンケートを行った。以下の図  に参加生徒の研修の満足度・充実度を示す。評価は 

「とても高い」「高い」「普通」「低い」「とても低い」の５段階で行った。 

 

 

図Ⅲ－２－28 

 愛媛大学研究室研修の内容に対する 

満足度・充実度 

とても高い

71%

高い

25%

普通

4%

 

図Ⅲ－２－29 

自分の活動に対する満足度、充実度 

とても高い

32%

高い

64%

普通

4%
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図Ⅲ－２－28 より、参加生徒のうち、96％の生徒が研修内容に対する満足度・充実度が「とても高い」「高

い」を示す結果となった。理由としては「普段学ぶことのできない分野においての最先端の研究に関して実習

を受けることができ、自分の成長に大きくつながったと感じるから。」「高校レベルを超えた内容の講

義を受け、実験をさせて頂いただけでなく、学校での課題研究についてアドバイスを頂いた。

また、化学や物理に対する意識や意欲が行く前より変わったため。」といった意見があった。

また、図Ⅲ－２－29 より、96%の生徒が、自分の活動に対する満足度、充実度にテーマに「とても高い」「高

い」と回答した。理由としては「２日間を通して意欲的に学ぶことができた」「積極的に活動を行うことがで

き、プレゼンテーションに向けていつもより一層集中して教授の話を聞くことができた。」と回答があった。

３日目の発表会についても意義のある質問をいくつかすることができたので力になったと思う。」本校 理数

科２年生は理数科目に興味・関心が高い生徒が多いため、事前指導の段階から本研修への期待度している様子

が伺えた。各研究室で、大学の実験施設内で高校レベルを超えた経験をすることができ、それに対して意欲的

に活動することができたため、高い満足度・充実度につながったと考えられる。この結果からも本研修は目的

を十分に達成できたと考えている。 

 

 ② 研修の内容理解について 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

   愛媛大学体験研修の体験内容は、高校レベルを超えた難易度の高いものであったが、表Ⅲ－２－12 より

92％の生徒が「内容を説明することができる。」と理解を示している。これは愛媛大学の先生方やティーチン

グアシスタントの方々が丁寧に説明してくれたり、分かりやすい教材を用意してくれたりしたことや、研究室

で行った実験実習の結果をスライドにまとめ、プレゼンテーションを行ったことが、内容理解につながったと

考える。また、生徒の感想には、今回学んだことを普段の理科の授業の実験や SSH 事業で行っている課題研究

に生かすことができるという内容があった。 

 

③ 研修前後の生徒の変容  

  

    研修によって身に付けた力を、「課

題発見能力」、科学的探究力」、「多

面的思考力」、「創造力」、「協働

力」の５項目について、研修実施前後

でアンケート評価を行った。その結果

を図Ⅲ－２－30 に示した。 

    どの項目においても研修実施後に数

値が上昇した。課題発見力(3.5 から

4.4)や科学的探究力(3.8 から 4.7)がそ

れぞれ 0.9 ポイント上昇した。課題設

定の仕方や科学的に物事を考えること

をこの研修で学ぶことができたのでは

ないかと考える。多面的思考力や想像

力もそれぞれ3.9から4.4と0.5ポイン

ト上昇している。協働力については0.3

ポイントの上昇にとどまったが、実施

前のポイントが 4.1 と高かったことが

あげられる。 

 

表Ⅲ－２－12 愛媛大学体験研修の内容の理解 

 

愛媛大学体験研修の体験内容理解 (%)

1　内容について具体的な事例や数値を示しながら説明することができる。 36

2　内容について説明することができる。 56

3　内容について見聞きしたことがある。 4

4　内容について見聞きしたことがあるが、よくわからない。 4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
課題発見力

科学的探究

力

多面的思考

力
創造性

協働性

実施後 実施前

図Ⅲ－２－30研修を通じて身にいた資質・能力 
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⑺ 研修の様子 

 

⑻ 生徒の感想 

 

〇愛大の土地に生えているブナ科の木から枝を切り、自分たちで図鑑を見ながらどの種かを見つけるのが楽しかっ

た。似ている種がたくさんあり見つけるのに苦労したが、少しずつ違うところがあることを知り、生物多様性を

感じた。また、電気誘導でDNAの移動距離の違いによって種を区別することができるのがすごいと思った。パソコ

ンを用いて、ブナ科樹木の塩基配列を取得し、分子系統樹を作成したのが、進化の過程が分かって面白かった。 

〇今回の実習では主に実験を行った。これまでに使用したことのない実験器具もあり、大学らしさを感じた。実験

では、大腸菌を培養したり、GFP というたんぱく質を取り出したりした。大腸菌の培養では、初めての薬品もたく

さん使い、教授の指導の下、培養することができた。GFPを取り出す作業では、たくさんの工程をしたので、大変

だったが楽しく取り出すことができた。GFP は UV をあてるときれいに光り、実験の達成感を感じた。今回の実習

では、実験をたくさんして多くのデータを集め、比較しながら研究ができた。自分たちの研究でも比較をしなが

ら進めたい。 

〇ゴムに電気を流すことは全く想像できなかったので、実際に自分の目で結果を確認することができてよかったで

す。電圧を一定以上にあげると電流が雷のように目に見えました。高電圧を扱って実験を するときの注意点につ

いても教えていただけたので、知識として蓄えておきたいと思います。 

〇プレゼンテーションのときに自分たちの解決案に対する具体的な事例を出したほうが良いという助言があった。

これからの研究発表においても 大事になっていくことなので、今回の助言を生かしていきたい。また、実際に自

分たちの提案した案に基づいて活動していきたい。 

〇プレゼンテーションでは実験の目的や方法をわかりやすくなるように、結論を実験結果から論理的に考察したこ

とが伝わる工夫をした。また質問に対しては、プレゼンテーションを作る段階で難しい単語や、聞かれそうな質

問を探して、質問されたときに答えられるように事前に準備をしておいた。 

〇実際の質疑応答では、聞かれたときには先に結論から述べるようにしました。質問に対しては、自分の学んだこ

と、考えたことの中でできる限りの回答をした。回答を考えるプロセスで自分の考えを深めることができた。ま

た、質問を通じて自分たちにはなかった視点に気づくことができた。非常に良い経験になった。 

 

 

 

 

 

 

開講式・ガイダンス 

 

農学部での研修 
 

発表会の様子 

 

工学部での研修 

 

理学部での研修 

 

農学部での研修 
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エ－２ 高校生のレベルを超えた体験研修の充実 

 

① ＳＩＮ－ＧＳ(四国型次世代科学技術チャレンジプログラム)への参加 

 

大学レベルでの高い学びに積極的に取り組ませることで、課題研究に取り組む意欲を向上させることができ 

る。今年度は１年生12名が新たに基盤学数を受講し、そのうち３名が発展学習に進んでいる。また、２ 

年生１名がアメリカでの研修に参加、３年生１名が愛媛大学で10月に開催された国際学会で自身が取り組ん 

だ課題研究の成果を英語で発表した。これにより、生徒個々に対して、より高いレベルでの研究意欲を持たせ 

るとともにその視野を広げることができる。 

 

◆令和６年度 SHIN-GSの活動 

本校では、継続して研究に取り組ませるため、１年生からの参加を 

強く呼びかけている。これによって、継続的に研究を進められてい 

る点が、「SHIN-GS(四国型次世代科学技術チャレンジプログラム)」の本校 

の取組に大きな意義を持たせることができている。 

 

  ◆課題研究への取組 

 本年度は、２年生１名、３年生２名が課題研究に取り

組んだ。さらに、１年生２名が次年度の課題研究選抜時

受講生に選ばれ大学の先生方のご指導の下、課題研究に

取り組むこととなっている。 

◆ SHIN-GS2023課題研究生 海外渡航を伴う研究活動 

  ２年生 島津 凛（物理部） 

研究テーマ「野村町の地層と地盤」に関する研究 

を深めるため、アメリカのインディアナ大学やビジ 

ネススクールでの研修に参加し、現地のＳＴＥＭ教 

育を学ぶとともに、英語による課題研究発表などに取 

り組んだ。 

 

 

◆アジア生物学教育協議第 29回隔年会議(AABE2024) 

ポスターセッション出場（於愛媛大学） 

３年生 久能 大河（生物部） 

奨励賞 

「環境ＤＮＡを用いた僧都川のアユの遡上調査」 

 

３年生 清水 遥（生物部） 

研究テーマ「加齢に伴ったカフェインの血中濃度の変化」 

 

（久能大河、清水遥の２名については、愛媛大学の 

作成する SHIN-GS報告書に関する論文等の作成と掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

  
図Ⅲ－２－31 

アメリカ研修（島津） 

表Ⅲ－２－12 

SHIN-GS受講者数 

 

学年 プログラム 人

基盤学習 12

発展学習 3

２年 課題研究 1

３年 課題研究 2

１年

 
図Ⅲ－２－32 

国際学会発表（久能） 
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オ サイエンスネットワーク構築 
 

オ－１ 防災コンソーシアムの拡大と持続化 

 

① BOUSAIゼミな～る 

2019年度に本校と福島県立福島高等学校で防災に関するオンライン交流をスタートし、参加校を

増やしながらオンライン学習を続けている。 

本年度は熊本県で開催された「ぼうさい国体（10 月 19、20 日）」において、全国から「BOUSAI

ゼミな～る」参加校が集い直接対面でのワークショップが実現した。 

 

16:30～BOUSAIゼミな～る実行委員会代表挨拶（BOUSAIゼミな～る説明） 

16:35～各高校取り組み紹介(全体 30分） 

      あすパユース震災語り部隊（灘高等学校、神戸常盤女子高等学校） 

      愛媛県立宇和島東高等学校・愛媛県立宇和島南中等教育学校・愛媛県立八幡浜高等学校 

      福島県立福島高等学校 

      愛知県立大府高等学校 

      熊本第二高等学校 

17:05～ワークショップ 

    発表（各校 4分）1班：あすパ・福島  2班：宇和島東・南・熊本第二 

             3班：大府・八幡浜  5班：オンライン 

17:50～ワークショップ発表 

本日のまとめ（愛媛大学前田教授） 

 

 

② 「防災地理部」（東京大学復興デザイン研究体、愛媛大学防災情報研究センター連携） 

 

学校全体で力を入れて取り組んでいる防災学習について、本年度も引き続きＳＳＨ事業としても強

化した。特に、大学と連携して事前復興について学ぶ「防災地理部」の活動をより実践的な者に発展

させた。 

◆東北視察 

愛媛大学防災情報研究センター主催「避難と復興まちづく

りの姿を⾒て知って考える東北視察 2024」（３泊４日）に

２年生理数科１名、普通科理系１名、文系２名、の生徒が参

加し発展的な学習を行った。東京大学復興デザイン研究体や

訪問先の行政、ＮＰＯ法人とも連携し、大学院生、県内外の

高校生とともに南海トラフ巨大地震を想定したまちづくりに

ついて協議を重ねながら研修を進めた。 

 日程 令和６年７月 27日(土)～30日(火) 

 参加 愛媛県立高校（宇和島東、八幡浜、南宇和、大洲、

大洲農業）、宇和島南中等教育学校 

    静岡県立天竜高校 

    東京大学（羽藤英二教授、院生）愛媛大学（山本浩司教授他２名）、 

豊橋技術科学大学（院生） 

 

 ◆まちあるき（東京大学との連携） 

  防災地理部（顧問：東京大学羽藤英二教授）の指導に当たってい

る東京大学工学院生が宇和島市に来訪し、本校生徒とまちあるきを行

い、実際の町の状況を検証しながら、事前復興につながるまちづくり

についてフィールドワークを行った。自分たちの行っている課題研究

の内容に関連付けて、防災の視点を含んだ観光、医療等について継続

的な研究を行った。 
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 ◆宇和島事前復興デザインに関する共同研究（東京大学） 

 

 共同編集アプリ Miro を用いて東京大学院生と宇和島市の事前復興デザインに関するオンラインワークショップを

行った。（オリエンテーション等を含め計４回）共同研究の結果をまとめ、商店街イベントでブースを設置。大学

院生も直接、宇和島市に足を運んで本校生と一緒にブースの運営を行った。 

 また、これらの活動の成果や高校生としての考えを宇和島市の事前復興計画事業の一環である、地区別の事前復

興市民ワークショップで発表した。まちのイベントでは宇和島市長を含む約 70 名がブースを訪れ、多くの意見・感

想を得ることが出来た。また地区別事前復興市民ワークショップにおいても、市民から大きな反響をいただいて本

校生徒の継続的な事前復興への関わりの要望があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ⅲ－２－33 東京大学院生との共同研究とブース運営 

 

 

〈イベント来場者インタビュー〉 

○医療関係者 

高齢者避難は病院と協力すると良い。 

○商店街に店を構える方 

アーケードの「取り壊し」は負担が店舗ごとになり難しい。

「改修」であれば公的な支援が受けられるのではないか。 

○その他 

 日頃からの人と人とのつながりを大切にする。 

 避難所は生理的な快適性だけでなく、心理的な快適性も重

視されているプランだった。 

  

図 Ⅲ－２－34 宇和島市主催事前復興ワークショップ（地域別）11月 23日 
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オ－２ 先導的ＳＳＨ校との科学交流 

 

① 関西研修（科学系部活動対象） 

 

⑴ 仮説 

「関西研修」は今年度初めて企画された事業である。「他校との交流」に焦点を当て、10 月 12 日

(土)～14日(日)の３連休を使って物理部・化学部・生物部・地学部の部員を対象に実施した。 

このような他県の研究レベルの高いＳＳＨ校との交流により、研究への意欲向上と将来の目標に向

けての意識を向上させられる。 

《要項》 

１ 実施のねらい 

 (1) スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業の一環として、研修前の学習や班活動を通

して、自主的に取り組む姿勢を養うとともに、先進的な科学技術研究を行う大学や施設等を訪

問し、講義や体験活動を通じて科学技術への関心を高め、知的好奇心と探究心をもって主体的

かつ意欲的に学ぶ態度を養う。 

 (2) 他校の科学系部活動生徒との交流を通じて、知識や技術の共有を図るとともに、互いの研究

や活動に新たな視点や方法を取り入れるなど、以後の活動を、より活発なものにさせる。 

 (3) 研修を通して高校生としての自覚と規律ある言動を促し、生徒相互及び生徒・教職員間の信

頼関係や人間関係を深める。 

２ 対象生徒   物理部・化学部・生物部・地学部生徒 27名（１・２年生） 

３ 期日     令和６年10月12日（土）～10月14日（月） 

４ 訪問先    兵庫県立三田祥雲館高等学校、京都府立桃山高等学校、 

京都大学、国立民族学博物館 

５ 宿泊施設   ホテルアゴーラ大阪守口  大阪府守口市河原町１０－５ 

６ 研修内容 

 第１日午後  兵庫県立三田祥雲館高等学校にて部活動交流 

 第２日午前  京都大学にて地盤計測に関する講演・実験見学 

講師  京都大学大学院工学研究科 都市社会工学専攻 安原 英明 教授 

 第２日午後  京都府立桃山高等学校にて部活動交流 

 第３日午前  国立民俗学博物館にて卒業生との交流会 

７ 引率者  教諭 中尾 力広、 教諭 窪地 育哉 

 

⑵ 研究開発内容・方法・検証 

１日目の兵庫県立三田祥雲館高等学校訪問では、本校の

ポスターセッションに始まり相手校の研究発表、最後にホ

バークラフトコンテストという流れで、また、２日目の午

前中は京都大学の防災研究に関する学び、午後は京都府立

桃山高等学校にてお互いのポスターセッションののち、ペ

ーパーローラーコースターコンテストという流れで実施し

た。他校とのポスターセッションは“他流試合”の意味合

いもあり、反省点も数多く見つかり、今後の自分たちの研

究に対するモチベーションの向上につながった。 

また、京都大学では、愛媛県にゆかりのある先生の防災対策に関する講義や、“海底で起こる地滑

りの再現実験”を実際に見せていただいた。また、３日目には関西の大学に通う本校卒業生との座談

会もあり、どの研修も驚きと感動と楽しさ満載の関西研修となった。 

 

⑶ 研修前後の生徒の変容 

 今回の研修について、特にポスターセッションにおけるプレゼン技術の向上に焦点を当てて検 

証を行った（図Ⅲ－２－35）。このレーダーチャートから分かるように、発声・スピード・利き 

手への意識や言語運用能力について、アウトプットに関する技術について、研修後に生徒個々が自信

表Ⅲ－２－13 

研修前後のプレゼン技術に関する 

生徒の意識の変容 

 

具体的なプレゼン技術 前 後

質疑応答の内容　研究内容との相関 2.6 2.8

発声・スピード　 聞き手への意識 2.5 3.2

言語表現の正確さ　言語運用力 2.6 3.1

視線や表情　思いの切実さ 2.4 2.8
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を持てるようになったことが伺える。自信を持つこ

とで声も大きく、聴衆をよく見て話せるようにな

り、より説得のあるプレゼンができるようになると

考えられる。 

 

また、京都大学の研修では、宇和島市にも大きく

かかわる可能性のある「地震や津波のメカニズム」

について、最先端の設備で最先端の研究を見学させ

ていただいた。「どんなに難しい問題でも、どんな

に最新の問題でも、噛み砕いて理解していけば、基

礎の部分で説明ができる。という話が心に残った

た。」「大学、もしくは大学院で学ぶことの専門性

を肌で感じることができた」といった生徒の感想か

らもわかるように、レベルの高い研究の見学は、研

究そのものはもちろん、生徒の意欲向上にもつなが

っており、科学技術人材の育成に向けて欠かすこと

ができないプログラムであると感じる。冬に行われ

る関東研修は、１年生が対象、そしてこの関西研修

を科学系部活動対象とすることで、生徒相互の横の

つながりや縦のつながりを強めつつ、課題研究を中心とする学びの実践に向けて、本校独自の活動を

展開することができた。 

 

 

  

   
図 Ⅲ－２－36 関西研修 

   写真上 ＳＳＨ校（兵庫県立三田祥雲館高等学校・京都府立桃山高等学校）との交流会 

写真下「地滑りと津波の実験」（京都大学桂キャンパス） 

図Ⅲ－２－35 

研修前後のプレゼン技術に関する 

生徒の意識の変容 

0

1

2

3

4

質疑応答の内容

研究内容との相関

発声・スピード

聞き手への意識

言語表現の正確さ

言語運用力

視線や表情

思いの切実さ

研修前後のプレゼン技術に

関する生徒の意識の変容

前 後
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② 第４回全国バーチャル課題研究発表会 対象：３年生理数科、普通科理系 

 

【内容】日程 令和６年７月 16日（火）  

ZOOM を利用したオンラインで開催された本発表会は、生徒同士が質疑や助言を行うことによる研

究のブラッシュアップを目的としている。兵庫県立加古川東高等学校、兵庫県立姫路西高等学校、広

島大附属中学校・高等学校、神戸大学附属中等教育学校、雲雀丘高等学校、愛媛県立松山南高等学校、

本校の７校により計６１本の発表が行われた。 

【成果】 

 本校からは６チームが代表として発表し、他校の生徒から様々な質問、助言があった。また、他校

の課題の設定の仕方、アプローチの視点・方法など参考になる点が多々あり、本校生も積極的に質問

を行っていた。各種コンクールへの出品を間近に控えた時期に、自分たちの研究を見つめ直し、改善

へのヒントを得ることができた。 

 

オ－３ 未来の女性研究者の育成 

 

 本年度、市内出身の大学生をリーダーとした「宇和島エシカルプロジェクト」が宇和島市で企画され、本校生も

この活動に参加した。このプロジェクトは、“海岸ゴミを通して、地域（宇和島市）におけるユースの存在価値を

高める”目的で企画されたものであり、８月～12 月の活動とそのまとめや報告などの期間を合わせて半年にわたっ

て実施された。本プロジェクトでは、２泊３日の夏合宿も実施しており、現地の漁場関係者から現状の問題点を聞

いたり、カヤックを使って海岸ゴミの回収困難な場所まで見学に行ったりなど、フィールドワークも実施し、生徒

の意識へのアプローチを積極的に行った。本校からは、女子生徒３名が参加、このうち、本校２年生の２名は、文

型コース（他１名は１年生で文理選択は未定）の生徒である。特筆すべきは、教科ＳＳでもなく、また、科学系部

活動にも所属していない生徒たちが、自らの意思で身近な環境問題に興味を持ち参加した点である。本校が日ごろ

から実践している、課題研究や教科等横断型授業、さらには地域貢献活動等の取組によって生徒個々の興味関心を

高められている点は評価できる。科学的探究力で新しい時代を切り開くイノベーション人材の育成に向けて、その

すそ野が大きく広がっていることを実感できる取組である。   

 

 

 

【 KH Coderを用いた分析結果と考察】 

(1) 海岸ゴミを始めとする地域の課題について、中高生が学びを通して自分事化していることが分かる。 

(2) 事業内の“知識となる学び”と活動を通した“体感としての学び”が繋がりをもつプログラムが効果的 

であったことが分かる。(01グループより) 

(3) 自分の行動を展望するだけでなく、周りの社会を巻き込もうという様に、参加者の行動領域が広がって 

いる。 

(4) ユース世代の活動は注目してもらいやすく、また学生自身も発想の面白さを社会から求められている事 

に気づくことができた。 

 

 
図Ⅲ－２－37 

カヤックを使って海岸ゴミ 

回収困難な場所を見学 

表Ⅲ－２－14 KH Coder分析 
01 グループ：自分と社会の繋がり、活動を通して得られたこと 

02 グループ：forum におけるユースの提案について 

03 グループ：夏合宿と forumについて 

04 グループ：周りを巻き込む姿勢 

05 グループ：清掃活動について 

06 グループ：海洋ゴミの解決について 

07 グループ：提案に際して 

08 グループ：教育プログラムの提案 

09 グループ：実現したいことについて 

10 グループ：現状の変化     

(総抽出語数〇語の内、頻出回数 5 回以上の繋がり合い 

について分析) 
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12 月には宇和島 youth forum が開催し、約半年間の学びを発表したのち、様々なステークホルダーの大人た

ちと環境問題の改善について話し合った。そして、①市として給水ボックスの設置、②漁場にゴミ箱を設置及

び発泡スチロールを吸収する掃除機の導入、③環境問題を自分事化するための教育プログラムの作成について

意見交換を行い、最終的に、これらの内容を宇和島市に報告、また、今後の取組についても宇和島市に提案し

た。 

さらに、本プロジェクトでは、部活動等の学校の諸活動とは別の形でコンテストにも積極的に参加し、広 

報活動にも取り組んだ。第 10回全国ユース環境活動発表大会四国地方大会（環境省主催、於香川県 

高松市レクザムホール）において「海岸ゴミを通して得た社会問題の自分事化とそのユースの行動変 

容歴」というテーマで発表を行い、審査員特別賞を受賞した。また、第３回南予水産・地域研究交流会（愛 

南町）においても活動発表に取り組むなど、継続的な活動による広がりと深まりを見せており、一定の成果 

が認められる。 

オ－４ 地域サイエンス事業の拡充 

 

 【仮説】 

  本校生徒が近隣の小学校へ出向いて理科講座を行ったり、中学校の科学系部活動と共同研究を行

ったりするなど、理科好きの子どもを増やすための活動を、年間通じて複数回、計画的に行うこと

で、地域の理数系教育の充実に一層貢献できる。また、小学生理科講座の観察・実験等のブースを

増やすなど、実施規模を大きくし、本校生徒・教員とともに小中学校等の教員と連携して、地域の

子どもや保護者に対する科学イベントを開催すれば、より広がりのある取組となる。 

  将来的には、小中学校及び高等学校の理科教員にネットワークが生まれ、子どもや保護者に向け

て理科自由研究を指導する機会を設けるなど、子どもの課題研究に取り組む素地を身につけさせる

機会になることが期待できる。 

 

 ◆ 宇東ＳＳＨ科学の祭典 

愛媛県立宇和島東高等学校ＳＳＨ推進課主催（宇和島自然科学教室共催） 

  
図Ⅲ－２－40 宇東ＳＳＨ科学の祭典 

 
図Ⅲ－２－39 

宇和島 YOUTHFORUM 

 
図Ⅲ－２－38 

宇和島エシカルプロジェクト活動の様子 
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⑴ 目的 

「宇東ＳＳＨ科学の祭典」と称して小学生対象理科講座を開催する。本校理数科２年生（理数科

及び科学系部活動に所属する者）が講師となって地域の小学生とともに実験・観察を行い、自然科

学に触れる活動に取り組んだ。本活動は、ＳＳＨ事業地域連携の一環として、宇和島自然科学教室

との共催で毎年実施しており、今年度も充実した活動とすることができた。その概要は、表Ⅲ－２

－13のとおりである。 

表Ⅲ－２－15 宇東ＳＳＨ科学の祭典の概要 

日時 12月８日（日）９：00～12：00 

場所 宇和島市立明倫小学校 

参加者 

近隣の小学校の児童・保護者                  76人 

近隣の小学校の教員（引率）、宇和島自然科学教室の教員    17人 

本校第２学年理数科の生徒                   34人 

本校理科教員（引率）                     11人 

    計    138人 

実験・観察 

ブースの 

テーマ 

① ふわふわＷＩＮＧ 

② スーパーボールロケットをつくろう！ 

③ ポンポン船 

④ バスボムをつくろう！ 

⑤ 人工イクラをつくってみよう！ 

⑥ キャンドルを作ってみよう！ 

⑦ カラフルスライムをつくろう！ 

⑧ 液体窒素のめちゃめちゃ冷たい世界！ 

⑨ 万華鏡を作ろう！！ 

 

アンケート結果を以下に示す。 

小学生の意見としては、「時間が不足していた」の項目がや

や低いが、30分×４ブースの活動は、小学校の 

先生方からは適切な時間、適切な内容出るとの意見もいただ

いており、大きく変える必要性があるのかについ 

ては、改めて検討することが必要である。 

また、本校生対象アンケートからは、本事業の実施後

に、特に「小学生と交流する意義」を見出す生徒が多い毛化と

なった。本事業を通して、別の立場から自身を客観視できるよ

うになり、小学生に理科を指導する楽しさを強く感じるよ

うになるという成果が見て取れる。 

本校では、このようなＳＳＨの活動のみならず、ボランティ

ア活動なども含め、積極的に外に出て活動する機会が、ＳＳＨ

事業指定３期目に入ってから、特に増加している。これまで、

ＳＳＨ事業の中で培ってきた「外部に向けての積極的な活動」が学校全体として増えてきており、それぞれの

場面で生徒自身の研鑽の場となっている。 

 

⑵ 成果と課題 

 

 

 

表Ⅲ－２－16  

小学生対象アンケート（％） 

 

1 2 3

分かりやすい 0 2 98

たのしい 0 5 95

おどろいた 2 6 92

もっと知りたい 0 25 75

理科が好きになった 6 19 75

時間の長さ 5 44 52

評価の段階
項目

表Ⅲ－２－17 

 

理科を指導する活動に対する本校生徒の変容
内容 実施前 実施後

1 小学生に理科の実験を指導する意義 3.69 4.31
2 高校生が小学生と交流する意義 4.00 4.63
3 自分自身の理科に対する興味(面白さ) 3.47 4.13



- 54 - 

 

昨年度と比較して、宇和島自然科学教室

に登録している児童数が 20名あまり減少し

ており、また、今年度は、本校と小学校相

互の行事の折り合いが付きづらく、結果と

して、今年より 30 名以上少ない 72 名の参

加となった。宇和島市内の児童数は、減少

傾向にあるが、その中でも、理科に興味を

持つ児童の割合を増やしていく活動が求め

られる。「宇東ＳＳＨ科学の祭典」は小学

生にとっても非常に知名度が高く、小学生

のうちにぜひとも経験したい行事となって

おり、宇和島自然科学教室と連携する中で、

その核となる行事となっている。 

 

 

オ－５ 科学系部活動の質の向上と科学系コンテストでのより高い成果 

 

 【仮説】 

  教科における課題研究では、Ⅲ期からは、３年間継続して取り組めるカリキュラムに改善した。

また、研究内容についても部活動と関連させられる部分は連携して研究できるよう、テーマ決定の

段階から教科と部活動との横断的な内容について、教員側が注意しながらテーマを決定していった。

これにより、より系統的な課題研究への取組ができるようになり、個々の現象を深く探究できるよ

うになった。特に、部活動で学んだ手法、例えばデータのとり方、実験方法の設定の仕方、仮説の

立て方等が教科ＳＳの中で生かされるようになってきたことが、部活動以外の生徒の取組から伺え

る。さらに、外部との連携活動についても、部活動だけでなく教科の中でも頻繁に実施されるよう

になってきており、サイバーメンタリングシステムの活用をはじめとするメンター制度の活用も進

めることができた。地域での協働的な学びの場の設定し、多岐にわたる研修を通じて先端科学技術

に触れる機会を増やしつつ、国際的な視点を持たせる取組もできた。 

  以上の取組により、部活動を通して、研究への意欲・関心を向上させられる。 

 

【研究開発内容・方法・検証】 

◆生物部の主な活動 

 ① 各種コントストへの出場・応募 

○ つなげ！生物多様性高校生チャレンジシップ 

「えひめの生物多様性を守りたい甲子園！」 

（８月、於いよてつ高島屋７Ｆ） 

優秀賞 

「地図を用いた固有種トキワバイカツツジの調査 

と保全」(ステージ発表の部) 

奨励賞 

「目指せ！貝類を用いた辰野川の水質浄化」 

(ステージ発表の部) 

「地域の廃棄物を用いた発展途上国のための水質浄 

化装置」(ポスター発表の部) 

   

○ 宇宙フェス inなんよ「第３回気球甲子園」出場 

   （９月、於愛南町一本松あけぼの荘駐車場） 

   「低温による味の変化」 

   「低温による水質の変化」 

   

 

 

 
図Ⅲ－２－42 

えひめの生物多様性を守りたい甲子園！ 

図Ⅲ－２－41 活動前後の意識の変容 

 

 
図Ⅲ－２－43 

宇宙フェス in なんよ「第３回気球甲子園」 
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○ 高崎健康福祉大学自由研究コンテスト 

「地図を用いた固有種トキワバイカツツジの調査と保全」応募 

 

○ 第 38回愛媛県高等学校総合文化祭自然科学部門（11月、於新居浜市愛媛県総合科学博物館） 

「トキワバイカツツジの生育に適した光条件と土壌の分析」出場 

「辰野川のカキの生態調査と貝類の持つ水質浄化能力」出場 

   「廃棄物を用いた発展途上国のための水質浄化装置」出場 

 

○ 第 10回全国ユース環境活動発表大会四国地方大会（12月、於香川県高松市レクザムホール） 

優秀賞 

「きれいな水は世界の愛言葉～廃棄物を利用した発展途上国のための水質浄化装置～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ えひめサイエンスチャレンジ 2024(２月、愛媛大学) 

努力賞 

一般部門「トキワバイカツツジの生育に適した光条件と土壌の分析」 

奨励賞 

プログラム部門「食材の“凍結”による味の変化～ヒトの味覚で測る官能評価～」 

 

○ 第３回南予水産・地域研究交流会  

(愛南町との地域連携及び愛媛大学との高大連携、２月、愛南町役場） 

「トキワバイカツツジの生育に適した光条件と土壌の分析」発表 

「辰野川のカキの生態調査と貝類の持つ水質浄化能力」発表 

「食材の“凍結”による味の変化～ヒトの味覚で測る官能評価～」発表 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－47 

トキワバイカプロジェクト 

 
図Ⅲ－２－44 

宇和海ブルーカーボンプロジェクト 

  
図Ⅲ－２－45 

全国ユース環境活動発表大会四国地方大会 

図Ⅲ－２－46 

えひめサイエンスチャレンジ 2024 
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その他（地域貢献活動・地域連携活動） 

 

○ トキワバイカプロジェクト（宇和島市）との連携活動（５月、於宇和島市） 

 

 ○ 宇和海ブルーカーボンプロジェクトとの連携（６月、於伊方町） 

  ・天然記念物の“クロキヅタ”を含め、地域（伊方町）の海岸の藻場の調査協力 

  

○ 愛媛県漁業組共同組合宇和島支所との連携 

 

ボランティア活動 

 

〇 イベント（子供向けタッチングプール）用生き物の捕獲（赤松海岸） 

 

○ 小学校出前授業①（８月、於鬼北町立泉小学校） 

 

○ 小学校出前授業②（宇和島自然科学教室との連携、12月、於宇和島市立明倫小学校） 

 

○ 夏合宿（８月、愛媛大学南予水産研究センターとの高大連携活動） 

 

  ○ 松野町との地域連携活動 

12月 高校生による社団法人「マツノイズムプロジェクト」×宇和島東高校生物部 

共催：松野町役場・松野町教育委員会共催 

 

「マツノイズムプロジェクト」の活動は、文部科学大臣賞にも輝いており、生物部では、

昨年度から連携を行っている。本年度も水族館の水質浄化装置の見学や循環型社会を目指す

薪を使った温泉施設の見学などの研修を実施した。 

 

○ ハワイワイパフ高校・松山南高校・西条高校・宇和島東高校連携、国際共同研究 

 

○ 牧野植物園研修会（３月高知県高知市）本校生物部独自の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－２－49 

おさかな館バックヤードの水質浄化装置 

 

 
 

図Ⅲ－２－48 高大連携活動 

(愛媛大学南予水産研究センター夏合宿) 
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カ 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 
 

【目的】 

文系・理系といった枠にとらわれず、各教科等の学びを基盤としつつ、様々な情報を活用しながら

それを統合し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造に結びつけていく資質・能力を育成する。 

 

カ－１ 探究的な学びの実現に向けた教科等横断型授業の実践 

 

【内容】 

⑴ 全教員で取り組む教科等横断型授業 

令和４年度より教員全員で取り組む教科等横断型授業について、令和５年度は教員 55 名による

23の授業実践があった。令和６年度も２月現在で 20の授業実践が行われている。 

４月の職員会議内で、教科等横断型授業の計画にどのように着手するか、取組のポイント、実施

から報告までの流れなどについてＩＣＥモデルＳＴＥＡＭ教育推進委員会より説明を行う。実施状

況の管理は指定された共有ファイルへの入力や、フォルダ内への資料保存で行っていく。実施時期、

実施クラス、教科、教員の偏りが出ないよう学校全体での実施状況を教員全体で共有できるように

している。実践の際には、指導案、資料、授業風景の写真のデータを共有ファイルに各自提出し他

の教員の取組を閲覧できるようにしている。 

表Ⅲ－２－18 令和６年度教科等横断型授業の実施状況 

 実施の際には本校独自で作成している「教科等横断型授業用指導案」（関係資料❸資料 12）を作成

する。また探究的な学びを実現する授業デザインのためのツールとして「探究の学びシート」やＩＣ

Ｅモデルを機軸としたルーブリック評価にも取り組むよう呼びかけている。 

 

月 日 曜 限 学年
組/講座

類型等
科目（○○×◇◇） 担当教員等

５月 7 火 夜２ 2・3 英語×音楽（定時制授業） 内宮、木戸

31 金 1 2 1、4組 論理国語×理数特論 豊水、合田

6月 4 火 1 1 1・２ 美術Ⅰ×公共 井上淳、中田

7月 9 火 5 3 7 国語表現 野中、一般の方

10 水 5 3 4 英語×物理×情報
尾﨑慎、大久、カラム、

ハワイ大学教授等

９月 11 水 3 2 7 生物基礎×保健 中尾、清家祥

25 水 1 1 5・6 体育×生物基礎 井上陽、藤岡

10月 3 木 4 2 情ビ ソフトウェア活用×地学基礎 児玉、蒲池、宇都宮

16 水 5 3 3 物理×論理国語 松岡拓、都築

16 水 5 1 ３・４ 数学Ⅰ×情報Ⅰ 赤松、松岡達

16 水 6 1 6 国語（言語文化）×商業 野中、松岡達

24 木 2 1 2 化学基礎×現代の国語 蒲池、工藤

24 木 4 2 7 数学A×論理表現Ⅰ 合田、高松

30 水 5 3 3 英語コミュニケーションⅢ×論理国語 片岡、檜垣

31 木 2 1 1 公共×家庭総合 佐々木、谷田

12月 9 月 2 3 6 商業×国語表現 小川、尾﨑真

1月 24 金 6 1 6 人権同和教育HR×数学Ⅰ 長瀧

21 火 1 1 3 保健　×　生物基礎 堀内、林

23 木 6 2 6 保健　　×　　公共 山下、佐々木

２月 17 月 2 2 2 地理総合×英語コミⅡ 村上、井上育
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表Ⅲ－２－19 教科等横断型授業の取組に関する教員対象アンケート（Ｒ５年度、Ｒ６年度比較） 

質問：教科等横断型授業の取組によって授業デザインや指導のあり方にどのような変化があったか。 

①担当教科を通じて育成する資質・能力を他教科と関連付けて考えるようになった。 

②教科の特質に応じた見方・考え方と実社会の課題を結びつけた授業を意識するようになった。 

③複数の情報を活用・統合する場を授業に取り入れるようになった。 

④生徒自身による課題発見の場を重視するようになった。 

⑤学習の意義を実感させたり、振り返らせたりする活動を充実させた。 

⑥特に変化はない。 

 

【成果と課題】 

教員対象アンケート調査によれ

ば、実践によって自身の授業改善

に対する変化に影響を与えたと回

答している教員がほとんどであり、

教科等横断型授業の取組は自身の

授業を見直し、改善を加えていく

際の視点を示す効果があることが

分かる。 

 昨年度に比べて４項目で変化し

たと答えた数値が伸びている。特

に②、③の社会課題や客観的デー

タと学習内容の関連付けについて

挙げる教員が増加した。複数の教

科との横断、企業などとの連携に

より新たな視点や情報を得たこと

が、授業改善に向けて刺激を与え

ている状況がある。 

 統合知に関わる取組であるため、

教科等横断型授業の取組だけによ

る効果測定は困難なため、生徒の総合的な変容を踏まえた上で、本取組の成果を検証する方法を開発

する必要がある。 

 

⑵ ＩＣＥモデルを機軸とした授業デザイン 

昨年度より設置されたＳＴＥＡＭ教育・ＩＣＥモデル推進委員会は全教科から委員が選出され、各

教科における探究型授業の実現に向け、ＩＣＥモデルを基軸とした授業デザインや評価について研究

を行っている。教科ＳＳ新設科目の各プログラムではＩＣＥモデルを基軸としたルーブリック評価を

主担当が中心となって作成し、生徒に対し「深い学び」の可視化を行っている。（関係資料❸資料 10、

11）各教科、教科等横断型いずれにおいても授業でも、「本時の問い」を設定し、Ｅ（Extension）の

段階の問いとなるような授業を意識した授業デザインを行っている。以下に本年度実施された授業の

「問い」の事例を示す。 

芸術×公共 マークやサインで伝える 

（ピクトグラムのデザイン） 

効果的に伝達するためのデザインとは。 

英語×物理×情報 Robots Can Change the World What kind of robots can solve global issues? 

物理×国語 物体の運動に関する実験の読み解き 自然事象や実験から分かったことに対して、新たな

問いを立てることができるか。 

公共×家庭 選挙の意義と課題 主権者意識を高めるためには、各世代にどのような

教育が必要か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ－２－50 教科等横断型授業実践による自身の変化（教員） 
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カ－２ 授業改善の校内における波及を目指す取組 

 

【内容】 

⑴ 教育課程の編成の工夫 

ＳＴＥＡＭ教育の実践・探究的な学びの実現の

観点から学校設定教科スーパーサイエンスの科目

を全面的に刷新した。また、普通科文系で２年次

以降、商業科で３年間を通じた科目を新設した。

商業科は本年度、小学科や選択コース設定にも変

化があり、それと連動させながら授業デザインを

行った。 

 

⑵ 校内組織と教職員の連携 

  

   ① 教務課、研修図書課による授業改善の取組 

 授業改善、観点別評価については教務課が中心

となって研修図書課と連携しながら授業改善に向

けた研修の設定や評価システムの構築に取り組ん

でいる。教科指導委員会における教育課程及び指

導と評価の一体化に向けた話し合いの他、職員会

議を通じた全職員への普及・徹底等が行われてい

る。本年度より相互参観授業について期間を設け

ず、いつでも教員間で授業を参観し研修が行える

よう変更がなされた。研修図書課より「一人年間

５回以上の授業参観」の数値目標が示され、互い

に申し出がしやすい環境作りが行われており、一般研修による参観授業の他、教科等横断型授業を

始め日常的に活発な参観授業が行われている。 

 

② ＳＳＨ推進課による授業改善の取組 

課題研究に関わる科目の他、各教科の学びと課題研究の学びをつなげる探究型授業について研究

を行っている。全教職員で構成される校内ＳＳＨ委員会は情報共有や協議・検討の場として年４回

実施、また全教科が関わる学校設定科目の担当者会はチーフを中心に開かれる。ＳＳＨ推進課会は

毎週行われ、進捗状況の確認のほか、現状の課題について協議している。 

 

   ③ 主体的・協働的な学びを生み出すための空間デザイン（県下初のＳＴＥＡＭ教室） 

 愛媛県の県立学校として最初のＳＴＥＡＭ教室が本

校で設置された。令和５年度よりＩＣＥモデルＳＴＥ

ＡＭ教育推進委員会の委員を中心にデザインの検討を

進め、本年度完成した。組み合わせにより様々な言語

活動が可能となる台形の机や、前後左右全ての壁面を

ホワイトボードとし、活発で協働的な活動を促す構造

とした。様々な授業実践の挑戦があるが、今後もどの

ような活用の方法があるのか、また、生徒の主体的な

学びの姿勢を引き出す空間デザインについて研究を行

う。 

 

④ 進学指導研究推進プログラム 先導的授業実践型モデル校 

本校は平成 28 年度から３年間の「アクティブ・ラーニング推進事業」の拠点校指定に続き、令

和元年度から２年間の「高等学校授業改善推進事業」の推進校指定を愛媛県教育委員会から受け、

授業改善の実践研究が行われてきた。新しい時代に求められる生徒の学力を向上させるとともに、

その力を評価する新テストに対応した指導法の研究を拠点校として行ってきた。 

令和３年度からは新たに愛媛県教育委員会から「高等学校ＩＣＴ活用授業改善推進校」の指定を
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受け、大学入学共通テスト等への対応やＩＣＴを活用した授業改善を行い、愛媛県の未来を拓く人

材を育成することに取り組んでいる。このように本校は愛媛県における授業改善推進校として令和

５年度まで８年連続で指定を受けており、地域のリーディング校として、公開授業、指導案の公開

等で他校への普及を図ってきた。令和６年度からは、愛媛県教育委員会より、新たに「進学指導研

究推進プログラム 先導的授業実践型モデル校」の指定を受け、国内外の教育機関と連携した授業

の実施や、大学・予備校等と連携した授業の検証・改善による、進路指導の在り方に関する研究に

取り組んでいる。 

 

【成果と課題】 

 

⑴ 成果 

 ① 授業改善に向けた教員間の連携強化 

探究的な学びを実現させる授業改善について、表Ⅲ－２－20 にもあるように教員自身が高い意識を

持って取り組んでいる。また年々、教員の授業改善に対する意識が向上していることが分かる。ただ

し、初めて取り組む教員にとっては不安もあるため、管理職を中心に「質は問わない。とにかくやっ

てみる。」という雰囲気作りや全体への声掛けが行われている。 

表Ⅲ－２－20 １月実施学校評価アンケート（総務課）より抜粋 

質 問 事 項 R6 R5 R4 

◇多様な教科・科目をもうけて生徒の興味・関心に応える工夫がなされている

か。 

4.4 4.2 3.7 

◇教科会や校内研究授業などで授業方法について検討するなど教科指導の向上

に努めているか。。 
4.6 4.2 3.9 

◇「わかる授業」の展開を心掛けているか。 4.5 4.3 4.0 

◇教科指導のために積極的に研修に励む等、十分な教材研究を行っているか。 4.3 4.1 3.8 

◇適切な評価ができていると思うか。 4.1 3.9 3.8 

◇生徒が授業に主体的・積極的に参加するよう指導方法を工夫しているか。 4.4 4.1 3.8 

 

② 「探究的な学び」の充実と進路実現 

進学実績について、国公立大学合格者数を例に令和２年度からの

推移に注目すると、大幅な増加が見られる。各教科の授業改善の取

組によって確かな学力が身に付いてきている。また、課題研究等の

成果を用いたコンテスト出品や発表会など学びをアウトプットする

機会を求める生徒も増え、令和５度は 196 の出品・応募があった。

これは前年度比２倍であった令和４年 137 件を更に上回る数値とな

った。本年度も２月現在 169本の応募、42件の受賞がある。 

 

⑵「探究的な学び」の指標づくりにおける課題 

ＩＣＥモデルを基軸としたルーブリック評価を示すことで学習の方向性が明確になり、活動の姿勢

やレポートに徐々に反映されるようになったが、作成や運用については基準の決め方や文言の妥当性、

観点別評価との連動など担当教員から疑問が多く挙がった。ＳＴＥＡＭ教育・ＩＣＥモデル推進委員

会の機能の充実や職員全体での研修を通じた目線合わせの機会を設けることが必要である。 

 

図Ⅲ－２－51 ＩＣＥモデルを機軸とした授業実践（教員） 
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キ 事業改善に向けた客観的評価システムの開発 
 

キ－１ サーバーメンタリングシステムの運用 

 

 ◆教育動画情報管理ウェブシステム 

「サイバーメンタリングシステム」の運用 

 

【目的】 

  課題研究等の過程 

成果の評価・分析への活用 

 

【内容】 

 教育動画情報管理ウェブシステム「サイバーメンタリングシステム」を活用して、生徒が課題研究

等の発表動画をウェブ上でメンターと共有する。本システムは動画に対して登録メンターより評価や

助言を得ることができる。得られた評価・助言についてはデジタルポートフォリオとして蓄積され

る。本システムの導入により、段階的かつ継続的な指導助言を受け、その過程を振り返ることで生徒

が主体的に研究や発表内容の改善に取り組める環境を作ることを目的とする。 

 

【利用計画】 

(1)利用期間 

 令和７年２月１日～令和７年３月 31 日 

(2)利用科目および対象生徒 

〔学校設定科目〕「STREAM 探究基礎」「地域探究」「STREAM 探究Ⅰ」「ＧＬ探究Ⅰ」 

 

【システム開発者】 

 本システムは教育動画の解析を可能とする、あるいは、教育動画の情報管理を可能とする愛媛大学

教育学部隅田学教授が研究開発したウェブシステムである。 

 

【特長】 

 本校生徒の課題研究発表動画を本システムに投

稿し、登録しているメンターから発表の内容や発

表態度に対する助言をもらう。限られたメンター

だけのサイバー空間のため、プライバシーの保護

に配慮されている点、また投稿動画の途中を指定

し、コメントを投稿することが出来る機能がある

ため、よりきめ細やかな指導が可能となっている

点などが YouTube や Frip を用いた動画投稿とは

異なっている。 

  本校は近隣に大学がなく、専門機関からの指

導助言を直接得ることが難しい環境である。ま

た、卒業生メンターも全国各地に進学しておりそ

の力を活用する方法として大変有効である。 
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【活用の実際】 

 令和５年度、令和６年度は主に２年理数科・普

通科理系の自然科学分野の発表動画についてコメ

ントをいただいた。登録メンターは主に「関東Ｓ

ＴＲＥＡＭ研修」の座談会に参加協力してくれた

卒業生である。本校のＳＳＨ事業に卒業後も積極

的に協力してくれており、メンターとしても丁寧

なコメントによる対応を行ってくれている。今後

も、卒業生メンター登録を進める流れとして、

「関東ＳＴＲＥＡＭ研修」そして本年度より始め

た「関西研修」の卒業生との座談会を活用したい

と考えている。また、ＳＳＨ運営指導員の方々に

も登録いただき、参観授業やＳＳＨ研究成果報告

会などの出席がかなわなかった場合でも継続的な

指導が受けられるよう整備していきたい。今後は

連携を行っている行政や企業の方々にも登録いた

だき、産官学連携したメンター事業を目指す。 

  

※Leave a comment

でコメントを入力し

て Post a comment

を押すと、コメント

が右に自動で記録さ

れる。指摘箇所の秒

数の箇所を指定して

コメントすることが

できる。 

 

 

 

キ－２ 事業評価指標の見直し 
 

【目的】 

 継続した事業改善のために事業の「見える化」を目指し、生徒・教員の変容、事業の成果を分析・

評価する客観的評価システムの構築を図る。第１年次に試行し第２年次以降の運用状況を以て開発を

行う。 

 

【内容】 

 

⑴ 事業評価の指標 

 

① カテゴリーの設定 

研究開発課題「地域の未来を科学的に創造するイノベーション人材育成のための宇東ＳＴＲＥＡ

Ｍ―Regional Future Design―」を実現するカリキュラム「宇東ＳＴＲＥＡＭ」のカテゴリーを

「横断性」「地域性」「国際性」「革新性」とする。 

 

  ② 評価システムの開発 

 愛媛県のＳＳＨ先導校愛媛県立松山南高等学校が開発した「ＡＳＩ（Advanced Science Index）」

を参考にさせていただいた。①に述べたとおり「カテゴリー」、「大項目」、「小項目」を本校の
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研究開発課題に沿った内容に改変した。 

 

  ③ 大項目・小項目の設定 

 

  研究事項として掲げる６項目を大項目とし各カテゴリーに合わせ小項目を設定する。 

大項目 横断性 地域性 国際性 独創性 小項目計 

①ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 ５ ２ １  ８ 

②国際共同研究・国際性育成   ４  ４ 

③先端科学技術に関する探究活動    ３ ３ 

④高大接続・高大連携   ２ ４ ６ 

⑤サイエンスネットワーク構築  ５   ５ 

⑥各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 ４    ４ 

計 ９ ７ ７ ７ 30 

 

  ④ 項目の妥当性 

 

 令和５年度は項目の指標を本校の実情に合わせて決定したものの、本年度、クラス数の変更や

商業科を含む全校体制が本格化し、本校のＳＳＨ事業の枠組みも大きく変わったことで新たな状

況や課題が生まれた。また、国際性育成の取組の一つであった海外連携校への訪問研修を社会情

勢や経済状況による研修費高騰のため、本年度は実施しなかった。本校の置かれている状況を踏

まえ、今後の持続的な国際性育成事業のあり方を鑑みて本事業評価の項目について再検討を行い、

以下の項目について変更した。 

 よって、令和５年度と比較した令和６年度事業評価については、令和５年度の事業評価につい

ても新指標による評価として示した。（結果は「Ⅳ 実施の効果とその評価」に記載） 
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Ⅳ 実施の効果とその評価 
 
１ アンケート調査 

 
◇アンケート調査はそれぞれの質問事項について、全て５段階で回答させる。最もポジティブな

回答を「５」、最もネガティブな回答を「１」とする。 
◇生徒、保護者、教員を対象としたアンケート調査を実施し、分析結果をまとめた。（表Ⅳ－１） 
 

表Ⅳ－１ 生徒アンケート調査、保護者アンケート調査の一覧 
アンケート等の調査の種類 実施時期 対象 

（１）「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」生徒対象 
４月、１月 

他８回 
第１学年理数科・普通科４クラス 

（２）「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」生徒対象 
４月、２月 

他４回 

第２学年理数科１クラス 

普通科理系１クラス 

（３）「ＲＳ探究Ⅱ」「ＡＲＤ」生徒対象 ４月、２月 第３学年理数科・普通科４クラス 

（４）「ＧＬ探究Ⅰ」生徒対象 ４月、２月 第２学年普通科文系２クラス 

（５）「地域探究」生徒対象 
４月、１月 

他８回 
第１学年商業科２クラス 

（６）保護者対象 １月 全校生徒 

（７）教職員対象 １月 本校全教職員、小中学校教員（139 名） 

※本校ＳＳＨ事業のⅠ期目第１年次から、運営指導委員（研究開発に係る評価担当）である愛媛大学教育学部 隅田 学 教授

からアンケート調査の質問項目や統計処理について助言を受けている。 

 

◆生徒対象アンケート調査 
 

「学校設定科目教科「スーパーサイエンス」での学習活動を振り返って（学習効果）」 
 
 以下の項目について４月については「興味」「現時点での自分の力」、それ以降については 
「興味」と「身についた力」として回答。なお、質問項目の内容は本事業で「育成する能力」と

連動する内容となるよう設定している。 

〈 ＳＳＨ事業を通じて身に付けさせたい資質・能力 〉 

Ａ:課題発見力・科学的探究力 Ｂ:多面的思考力・創造力 Ｃ:協働性・コミュニケーション力 
 

質問項目（興味／４月：対応力 ２月：身についた力） 
特に重視 

Ａ Ｂ Ｃ 

１ 自然、産業、生活等に関する地域課題の探究 ◎ 〇  

２ 事象の科学的、創造的な考察、表現 〇 ◎  

３ 地域に根ざしたテーマに関する学習活動とその成果を生かした地域貢献  ◎ 〇 

４ 大学や企業、地域の学校と連携した科学に関する課題研究 〇 ◎  

５ リーダーシップを発揮した学習成果の発信  〇 ◎ 

６ 先進的な科学技術研究施設や研究体制の体験 ◎ 〇  

７ 地域の小・中学校、県内外の SSH 指定校の児童生徒との科学交流  〇 ◎ 

８ 外国の高等学校や大学等との国際共同研究・科学交流 〇  ◎ 

９ 地域医療や生命倫理への理解 ◎ 〇  

  



- 65 - 

 

  ⑴ 教科ＳＳ「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」（２単位 対象生徒：１年理数科・普通科 137 名） 

 【分析】 

「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎（２単位）」における本年度の改善点としては、導入期における基礎

的なプログラムの開始時期や実施形態である。探究の基礎的な知識や技能を習得する期間を延長

したり、言語活動の形態を取り入れたりした。ロールプレイングディスカッションやプレゼンテ

ーション、小集団による協議やクラス全体での合意形成など、その後の探究活動において主体的

に取り組めるよう工夫した。２月の総合ポイントは「身についた力」の項目で令和５年度の数値

を上回っている（3.2→3.6） 

第Ⅱ期の課題研究の中にはデータの検証や論証が不十分で、論理の飛躍、深まりの点において

問題を抱える研究が見られた。Ⅲ期からはこの点に改善を加え、昨年度に引き続き、導入期に地

域課題発見プログラム「Regional Future Design」を実施している。南海トラフ地震事前復興デザ

イン探究（東京大学、愛媛大学等）、地域課題解決ロボットアイデア探究（大豊産業株式会社）、

地域課題解決型データサイエンス探究（滋賀大学）において積極的に外部との連携を行っている。 

図Ⅳ－１より、「興味」において伸びを示しているのは「地域課題型研究」（+0.5）「研究の

成果を生かした地域貢献」(+0.6)である。地域の抱える課題を知り、その背景や今後の見通し、

改善・解決に向けた取組をヒントに研究を進めていく本校の探究活動のあり方が反映された結果

となった。また、昨年度より部活動単位で進めている全校生徒による地域ボランティア推進によ

り、地域理解が深まり地域貢献への意識が高まったことと連動し、課題研究においても、地域課

題解決・改善の助けになるような研究をしたいと考える生徒が増加したと考えられる。 

図Ⅳ－２より、「身についた力」において生徒自身が実感しているのは「科学的考察・表現」

（+0.5）「科学研究に関する知識や技能」（+0.5）の項目である。特に、一人一台端末を活用し

たデータの収集や分析、成果物の作成、クラウド上でのデジタルポートフォリオ作成など、ＩＣ

Ｔ機器の活用能力の高まりを挙げる生徒が多い。また、「大学や地域との連携」（+0.5）につい

ては「関東ＳＴＲＥＡＭ研修」「関西研修」など、各種大学や研究機関との連携を経験したこと、

また、研修の以外でも愛媛県農林水産研究所や東京大学復興デザイン研究体、宇和島市役所等に

よる助言など日常的な探究活動の中に連携の機会があることも影響していると考えられる。 

【課題】 
「国際科学交流」（２月：興味 3.6 力 3.3）については、興味はあるものの自分の力に自信を持

てない状況がある。２年次には多くの国際性育成の機会を設定しており改善が見込まれるが、今
後は１年生段階における国際性育成プログラムの開発について検討する必要がある。 

  

図Ⅳ－１【興味】自己分析（ST 基礎） 
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図Ⅳ－２【身についた力】自己分析（ST 基礎） 
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⑵ 教科ＳＳ「ＳＴＲＡＭ探究Ⅰ」（２単位 対象生徒：２年理数科・普通科理系 79 名） 

 

【分析】  

「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」を履修する生徒は１年次の「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」での研究に上積み

する形で２年次も継続研究を行っている。科学実験やデータサイエンスによる検証を通じ、主に自

然科学分野の課題研究に取り組んでおり、授業時間や放課後等も含め研究に充てる時間が最も多い。

ＳＳＨ事業について、最も多く実施されているのが本対象者である。 

〈 主な事業 〉 

◆理数科・普通科理系 

統計処理に関する出張講義、UWAJIMA EAST Science Day 

◆理数科 

愛媛大学研究室体験研修、宇東科学の祭典、植物工場探究、先端防災工学研究 

外部への発信の機会も多いため専門家からの指導・助言の機会も多く、自己の研究の現在地を知

り、見直しや改善を行うことが出来る。図Ⅳ－３、４のとおり、いずれの項目も教科ＳＳの科目の

中では高い値を示している。また、「興味」「身についた力」の総合ポイントについても、最も高

い値を示す。 

【課題】 

「身についた力」の数値が、昨年度の２年理数科・普通科Ⅱ型が示していた数値よりも下降して

いた点が課題である。（Ｒ５.２月総合ポイント 興味 4.2 身についた力 4.1）興味研究の質を高

めるためにより高度な科学実験や検証の手法を必要とする場面も多く、指摘された問題点は容易に

解決できるものではないため、進まない研究にもどかしさを感じる生徒も多い。そのような現状を

反映し、本アンケートでは自己の成長について厳しい評価をする者も少なくなかった。今後は、困

難な課題に向き合う難しさを体験させつつ、生徒自身が自己の成長を感じられる場面や客観的なデ

ータを示していく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ－３【興味】自己分析（ST 探究Ⅰ） 図Ⅳ－４【身についた力】自己分析（ST 探究Ⅰ） 
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⑶ 教科ＳＳ「ＲＳ探究Ⅱ」（１単位 対象生徒：３年理数科 40 名） 
総合的な探究の時間「ＡＲＤ(Activities for Realizing Dreams)」 
（１単位 対象生徒：３年普通科 112 名） 

 ３年生については教科ＳＳの科目は理数科のみに設置されている。 
 本アンケートについては広く探究的な学びを対象とした問いのため、３年普通科対象の「総合的
な探究の時間」（本校での名称「ＡＲＤ(Activities for Realizing Dreams)」での活動を含めて、
１年間の探究的な活動における自己分析の変容調査を行った。 
 
【分析】 
 理数科・普通科理系の生徒については、３年間を通じた自然科学分野を中心とする課題研究を中
心に、年次が進むにつれて興味関心の高まりとともに自己の成長についても、大きく自信を付けて
いる。２年次は多様な活動があり、外部との連携・発信の機会も多かったため自己の変容を明確に
感じやすいプログラムとなっている一方で、３年次「身についた力」の総合ポイントが 0.2pt のマ
イナスとなっている。研究のまとめやコンテストの出品、発表会への参加など課題研究に直接関わ
る活動が１学期に集中しており、自己の変容を感じづらい面があったのではないかと考えられる。 

進路実現に向けた実際の状況としては、ＳＳＨ事業での取組や経験を一つの自分の武器として挙
げる生徒は多く、本事業で身に付いた力が、生徒達の自己実現の場面で最先端科学技術分野の進路
選択や実現に向けた自信を生み出す原動力の一つになっているといえる。 
 普通科文系の生徒については、「身についた力」の総合ポイントが 0.2pt 上昇している。研究成
果のまとめやコンテストへの積極的な出品、受賞などの経験を経て、力を身に付けてきた実感を持
っていることが分かる。 

 

 

【課題】 
 ３年間で身に付けた力を、今後どのように生かし発展させていくのか。３年次の進路実現の中で
本校の教育活動で培った様々な力を統合し踏み出すときに、探究的な学びの力をどのように働かせ
ることができるのか。より、幅広い視点から検証する必要がある。 

〈令和６年度 普通科文系 主な受賞 〉 
 

令和６年度愛媛県統計グラフコンクール教育長賞   
実践女子大学スタートアップデータソン 2024 奨励賞    
高崎健康福祉大学高校生論文コンテスト 2024 優秀賞 
えひめ地域づくりアワード・ユース 2024 奨励賞等 

 
図Ⅳ－５【身についた力】自己分析 

（ARD 文系） 
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図Ⅳ－６【身についた力】自己分析 

（RS 探究Ⅱ/ARD 理系） 
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総合【身についた力】Ｒ6.1 3.2 Ｒ7.1 3.4 総合【身についた力】Ｒ6.1 4.1 Ｒ7.1 3.9 

理系 文系

R4 20 3

R5 133 7

R6 115 38

表Ⅳー２
課題研究コンテスト等出品・発表数

（科学系部活動を除く）
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⑷ 教科ＳＳ「ＧＬ探究Ⅰ」（１単位 対象生徒：２年普通科文系 76 名） 

【分析】 

本年度より新設された科目である。Ⅱ期において「総合的な学習の時間」の位置づけにあった
２年普通科文系対象「リージョナル・リサーチ（ＲＲ）」の内容を引き継ぎつつ、課題研究に対
する新たな取り組みを加えた。授業が１年次や２年普通科理系、理数科クラスに比べ、週に１時
間と少ないため、一人一台端末を用いた効率の良い情報収集や共同編集が行えるよう、計画を立
てさせた。科学実験よりＲＥＳＡＳ等を用いたデータ分析や調査活動が多くなることから、４～
６名で編成された班内での役割分担についても工夫させた。 

１年次からの継続研究のため２年次の４月からすぐに研究を進めることが出来た。外部との連
携を開拓する班も多く、活動の幅や広がり連携の多様化が進んだ。また、自然科学分野同様、先
輩が行った研究を引き継ぎ、発展させていく班も現れ、本校の地域の課題に根ざした課題研究の
スタイルが文系の類型にも波及していった。また、昨年度より引き続き論文の執筆やポスターの
作成など「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」の取組に準じて「ＧＬ探究Ⅰ」についてもアウトプットの機会
を充実させた。Ⅰ期、Ⅱ期で蓄積してきた課題研究のノウハウを人文・社会科学分野の課題研究
に応用し、研究の進め方、ルーブリック評価など主担当の学年主任を中心に関係教員が相談しな
がら変革を図った。これらの状況を受けて、「身についた力」(+0.6)の項目の総合ポイントの伸
びは「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」と同じ値となった。「科学研究に関わる知識・技能」(+0.7)、「地
域課題型研究」(+0.6)の項目に加えて、「地域貢献」(+0.5)「大学や地域との連携」(+0.5)でも
伸びを示していて、探究活動の継続や主体的な活動が成長の実感につながっていることが分かる。 

 
【課題】 

連携の多様化・広域化が進むことで、データの分析、精査、フィールドワーク、実社会への提
案等、実社会と直接的なつながりを持ちながら進めていく機会が増えたことで、時間の調整が最
も課題となった。調整を図りながら提案・企画だけにとどまらない実践・検証の場を設定し、課
題発見力、科学的探究力の伸張を目指すため、地域との連携を一層密にしていく必要がある。 
 昨年度同様、検証したい内容を実社会で検証することが困難な場合が多く、また、アンケート
調査を行う場合でも母数が少ない中で検証することとなり、仮説と検証の妥当性が担保されない
状況が多く出てきた。今後は、オープンデータの利活用の方法について学べる場を初期段階で設
定し、データサイエンスの段階まで、研究の質を高めていく。 
 加えて、国際性育成に関する取組が少なかったため、理数科・普通科理系で行われているプロ
グラムなどを共有したり、ＩＣＴを活用したりして「グローカル」の要素を充実させる必要があ
る。 
 

 
 

 
図Ⅳ－８【身についた力】自己分析（GL 探究Ⅰ） 
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図Ⅳ－７【興味】自己分析（GL 探究Ⅰ） 
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⑸ 教科ＳＳ「地域探究」（１単位 対象生徒:１年商業科 80 名） 

 

本年度より新設された科目である。前述のように、導入期のプログラムを理数科・普通科と同

時開講し、基礎的な学びについての共有を行った。また、学びの場を共にすることで今後、横断

的な取組を生み出していく生徒同士のつながりを生むための土台作りを行った。 

 

【分析】 

 「興味」「身についた力」いずれの項目についても 0.2pt の伸びがあり、探究活動導入期に実施

する地域課題発見プログラム「Regional Future Design」の共有については、ある程度の成果を上

げたが、生徒の自己分析としては十分な結果とは言えない。 

 「地域課題型課題研究」の「身についた力」については 0.5pt の上昇が見られ、自分たちが設定

した地域課題に対する探究活動については自信を持って進めている様子が見られる。本年度新設の

科目ではあるが、ＳＳＨ研究成果報告会においても「全ての班がポスターセッションに臨む」とい

う方針を示したことも影響していると考えられる。ポスター作成や説明の文言を工夫する姿勢が見

られ、多くの人にアウトプットする機会を設けることが、研究に対する意欲の向上につながること

を示す結果となっている。 

 

【課題】 

理数科・普通科の生徒達が２単位で扱っているプログラムのため、簡略化したところがあったり、

また十分な振り返りの活動が出来なかったりと内容理解や習得が不十分のまま探究活動開始の時期

を迎えてしまっていることが原因と考えられる。「地域探究（１年次）」における導入期のあり方

について再考し、２年次の教科ＳＳ「地域探究」及び商業科目「課題研究」との連動を効果的なも

のにしていく必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅳ－10【身についた力】自己分析（地域探究１年） 
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図Ⅳ－９【興味】自己分析（地域探究１年） 
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⑹ 保護者アンケート調査 （全校生徒保護者対象 Ｒ６ 回答率 68.9％） 

１月実施学校評価アンケート（総務課）より抜粋 

質 問 事 項 R6 R5 R4 

◇多様な教科・科目を設けて生徒の興味・関心に応える工夫がなされているか。 3.6 3.6 3.5 

◇教育課程は学科の特色を具現化する編成となっているか。 3.6 3.6 3.5 

◇「わかる授業」を心掛けた教科指導が行われているか。 3.4 3.3 3.3 

教科「スーパーサイエンス」については、特に令和５年度より新科目の設定が年次進行で為され

ており、Ⅱ期に実施していた「リージョナルサイエンスⅠ、Ⅱ、探究Ⅰ、探究Ⅱ」の流れを引き継

ぎつつ、「宇東ＳＴＲＥＡＭ」による課題研究をはじめとする探究的な学びをめざしてプログラム

の改善や開発を行っている。 

本校の教育課程における特色や、生徒の興味・関心に応える各教科・科目の設定は昨年から引き

続き高い評価となっており、「わかる授業」も同様に高い評価となっている。来年度以降も引き続

き教科等横断型授業の更なる充実やＩＣＥモデルを基軸とした評価システムの開発等、探究的な学

びの推進により、主体的・対話的な深い学びを生徒自身が実感できる「わかる授業」の実現を目指

す。 

 なお、本校のＳＳＨ事業について家庭の理解が得られるようホームページやＳＮＳを活用した発

信を続けつつ、そのほかの方法でもＳＳＨ事業における生徒の活動とその成果を発信する方法を考

えたい。 

 

⑺ 教職員アンケート調査 （本校教職員対象） 

 

 各教科の学びと課題研究の学びをつな

げる授業改善については前述(p.57～69)

のとおりである。ここでは「ＳＳＨ事業

を通じて生徒に身に付く力」に関する教

職員の回答状況について分析する。 

本年度、教科ＳＳを担当する教員は 37

名である。また、多くの教員が課題研究

担当班を中心に指導にあたっている。昨

年度と同様、研究に欠かせない「科学的

思考」やアウトプットの機会を多く設け

ていることもあり「プレゼンテーション

能力の向上」を多くの教員が上げてい

る。 

本年度特に、大きな違いがあったのは

「地域課題への関心」に関する項目であ

る。生徒対象アンケートでの傾向と同じく、教員側も生徒達の地域課題に向けられた関心の高まり

を感じていることがわかる。本校ＳＳＨ事業が目指す、「地域課題に根ざした探究活動」が浸透し、

実際の学習の成果に結びついているといえる。また、「国際性育成」の項目も大幅な伸びがあった。

世界情勢や経済状況の影響もあり、海外研修にかかる費用の急激な高騰等により、本年度は実際に

海外へは行かず、国内で行う国際性育成事業となった。しかし、多様な国から多様な学問分野での

活躍を目指して訪れている愛媛大学の留学生の活用を今まで以上に進めたことで、生徒達自身も自

分たちの英語の力や科学分野の課題をテーマとしたコミュニケーションに挑戦し、自信を持つ機会

となった。直接指導にあたっている教員のみならず、多くの教員が生徒達に身に付いた力として

「国際性の向上」や「キャリアデザイン」に向けた視点の獲得において効果的であると感じている。

なお、「その他」には「自分の強みを発見できる。そのことが自己肯定感の向上につながってい

る。」「クラスメイトの長所を発見できる。そのことが敬愛の精神を育んでいる。」「ＩＣＴ機器

の活用能力の向上につながっている。」といった意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図Ⅳ－11 ＳＳＨ事業を通じて生徒に身に付く力（教員） 
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【課題】 

 商業科や２年次以降の普通科文系にも教科ＳＳがの科目が新設され、全校体制によるＳＳＨ事

業が本格的に展開されていく中で、ＳＳＨ事業に直接的に関わる教員の数が大きく増加した。そ

れにともない、初めて課題研究を担当する教員を中心に不安に感じていることを伝えられる機会

も増えた。本年度より、教員が課題研究等の指導やＳＳＨ事業に関わる際、不安に感じている点

を調査し、来年度以降の改善に生かすこととした。 

 

質問項目 

１ 年間を通じた見通しがわかりづらい 

２ 研究テーマに対して、自身の知識や経験が少なくどのように助言して良いかに困る 

３ 探究活動そのものの進め方がわからない 

４ 生徒の主体的を引き出すテーマ設定のさせ方や探究への取り組ませ方がわからない 

（どこまでを生徒に委ねるか） 

５ 指導に時間がかかり、他の業務とのバランスがとりづらい 

６ 週休日の引率業務・指導などで休みが取れない 

７ 研究のレベルを高めていく方法がわからない 

８ 生徒が研究したいことを実践させる設備・環境がない 

９ 評価の方法がわかりづらい 

10 指導体制に改善すべき点がある（人員不足・システムの変更） 

11 その他 

 

 特に、知識・経験の

不足があるため適切な

指導・助言ができない

という点が大きな悩み

として挙げられている。

社会課題を扱う研究活

動は、専門機関をはじ

め社会全体で解決に向

けて取り組み、未だ解

決されていない難解な

問いとむきあうことに

なる。教員からの指

導・助言についても、

答えにたどり着くため

の導きという性質ではないため、ともに探究していく姿勢を求めれられる。 

次いで、その課題と背中合わせといえる生徒の主体性を引き出す、学習活動のあり方についても

多くの教員が悩んでいる。研究で明らかにしていくことをより高度で質の高いものに使用とすると、

つい指導が恣意的なものになってしまい、生徒達の思考の機会を奪ってしまいかねない。一方、客

観的な根拠を持たず自分の感覚的なものだけに頼って研究を進めてしまうことを「自由な発想」や

「主体的な姿勢」と考えてしまう生徒も少なくないため、生徒自身が自分の考えを客観的に振り返

らせ自己調整が行える力を身に付けさせることを念頭において指導にあたりたい。探究的な学びの

中で、教員が果たすべき役割について研修を重ねながら、全体で方向性について目線を合わせる機

会をより多く持つ必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図Ⅳ－12 課題研究の指導やＳＳＨ事業に関する課題（教員） 
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⑻ 小中学校教員等アンケート調査（結果は P34 Ⅲ-2-43、Ⅲ-2-44） 

(１月実施 回答者 139名うち小学校教員 105 名、中学校教員 34 名) 

 

質問項目 

①地域性を活かした研究テーマの課題研

究に取り組んでいる 

②愛媛大学や農林水産研究センター等か

らの出張講義を実施している 

③南予文化会館や袋町商店街を会場とし

た課題研究の成果報告会を開催している 

④愛媛大学留学生や海外の大学・高校と

連携した国際性育成の取組を行っている 

⑤最先端の科学技術を学ぶため、関東研

修や関西研修を実施している 

⑥大学での学びを意識させるため、愛媛

大学研究室体験研修を実施している 

⑧宇和島自然科学教室と連携して、科学

系部活動生徒による小学校出前講座を実

施している 

⑨小学校等と連携して、科学系部活動生

徒による小学校出前講座を実施している

⑩研究成果について、校外で開かれる科

学系コンテスト等への応募や発表を行っ

ている 

【分析】 

本校ではＳＳＨ事業においてサイエンスネットワーク構築に継続的に取り組んでおり、小学校へ

の出張科学講座の実施や 100 名を超える小学生を対象に実施する「宇東科学の祭典」など自然科学

教室連携については高い認知度となっている。令和４年度から段階的に認知度の向上が見られる。  

また、地域課題を扱った課題研究についても、大きく数値を伸ばしている。コンテストへの挑戦

数を増加させただけでなく、商店街を会場とした研究成果報告会の実施したり、市内の義務教育関

係者が集う場で東北研修を通じた防災に関する学びを複数回発表したり、日本農業遺産「愛媛・南

予の柑橘農業システム」フォーラムや宇和島市主催「防災フォーラム」等での研究発表など、市民

や教育関係者に広く発信する場を設定したことが背景にあると考えられる。 

課題研究に対する取組について認知度が高まった背景には、これらの普及における工夫の影響と

探究的な学びに向けた小学校からの段階的な取組への関心の高まりが考えられる。今後も探究的な

学びの実現に向けた取組や成果物の発信、普及に力を入れＳＳＨ事業の取組が地域全体の児童・生

徒達の確かな学力の保証につながるよう研究を進めたい（図Ⅳ－13）。 

 

【課題】 

 本校のホームページ閲覧については昨年度に引き続

き高い水準を維持している。ただし、アンケート結果

の自由記述では昨年度に引き続き「出前授業のＰＲ」

に関する意見が 20 件以上寄せられていた。小学生が参

加できる取組を一覧表にする、また宇和島東ＳＳＨ事

業のポスターを作り、小中学校の理科室に掲示するな

ど、さまざまなアイデアをいただいた。来年度の取組

改善に向けて、本校生徒自身にＰＲの方法を研究させ、

普及に努めたい。また、主張講義のみならず課題研究

の発表の場についても商店街に限らず、宇和島市など

が主催するイベントでの発表や道の駅での観光客への

発信などの提案もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
図Ⅳ－14 

宇和島東ＨＰ「ＳＳＨ事業関連」閲覧（小中教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅳ－13 知っている宇和島東ＳＳＨ事業（小中教員） 
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２ 事業評価（❸関係資料の資料 18） 
 

⑴ category１ 横断性（Interdisciplinarity） 

 

【検証】 

データサイエンスの手法について学ぶ

場を継続的に設定し、実際の研究におい

ても必ず統計・確からしいデータに基づ

いた分析・検証を行うよう指導した。ポ

スターや論文の作成時にはいずれの研究

班も客観的データを示して仮説の検証を

行う展開で構成することができていた。

しかし、まだアンケートの実施方法やデ

ータの検証について不十分な点が多く、

今後、複数のデータを用いた基礎演習を

導入期に多く取り入れるなど、基礎を重

視した改善を行いたい。 

教科等横断型授業の取組は昨年度に引

き続き、教員全体で取り組むことができ

た。ただし、課題研究の学びと各教科を

つなぐ取組についてはまだ、着手の段階

である。「探究の学びシート」や「宇東ＩＣＥモデル」について、実際の授業で活用しながら実効

性を検証し、有効に活用できる場面を検討したい。 

 
【評価対象とした主な実践】 

1-1  データサイエンス講演会(滋賀大学：218 名対象)、統計学講座（愛媛大学：35 名対象) 

1-2  論文・ポスター作品における統計処理 100% ※ただし、適切さ不十分 

1-3  地域課題に根ざしたテーマ設定・研究 100% 

1-4  ICE モデルを機軸としたルーブリック評価を新規科目に波及 

1-5  （R5） 196 出品等 42 受賞  （R6） 169 出品等 42 受賞 

6-1  1 月現在の実施率 R5 73% → R6 77% 

6-2  【教員】ＩＣＥモデルを機軸とした授業デザインやルーブリックの作成・実践 

 R5 45%→R6 70% 

6-3  論文アーカイブ（過去 11 年分 100％掲載） 

掲載論文の検索をきっかけに、共同研究の実施 

（予土線活性化関連:早稲田大学、慶応大学、名城大学） 

6-4  評価基準の見直し、試行  

カテゴリー 大項目 評価基準 目標値 R6評価

1-1 統計学履修
統計学に関するに関連する講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3

1-2 データの統計処理・利活用
課題研究の中で適切に統計処理がなされている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3

1-3 地域課題への実効性
地域課題や地域素材に根ざしたテーマ設定・研究が行われている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5

1-4 評価の段階的伸張
ICEモデルを基軸としたルーブリック評価をもとにPDCAサイクルが回っている。
5点:自己評価4.5以上　4点:4.0以上4.5未満　3点:3.5以上4.0未満
2点:3.0以上3.5未満　1点:3.0未満

5 3

1-5 コンテストへの挑戦
研究の成果についてコンテストへ出品、または発表会への参加を行っている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3

小計 25 17

6-1 教科等横断型授業実践
課題発見・解決にむけた教科等横断型授業の実践が教員全体でなされている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5

6-2
各教科での「探究的な学び」の研究・
実践

各教科と課題研究の学びを関連付けた授業が行われている。(ICEモデル活用)
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3

6-3 課題研究成果の発信
すべての課題研究論文をHP上で公開して閲覧できるようにしている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5

6-4 事業評価・検証
スコア評価法を開発し、実施と検証を行っている。
5点:完全実施　4点:実施検証中　3点:試行段階　2点:開発のみの  1点:検討段階

5 3

小計 20 16

小項目

33Interdisciplinarity 45

Interdisciplinarit
y

横断性

①　STREAM型課題研究の進化

⑥　各教科の学びと課題研究の学びを
つなげる授業改善
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⑵ category2 地域性（Regionality） 

 

【検証】 

地域サイエンス事業については地域か

らの要望も多く、今後より充実させてい

く必要がある。 

オンラインによる交流が活発化してい

ることもあり県内外への発信の機会も

年々増加傾向にある。特に本年度は新た

な企画として「関西研修」を立ち上げ、

最先端科学技術について学ぶ機会とする

とともに、県外の先導的ＳＳＨ校との交

流の場を設けた。他県の高校生との探究

的・協働的な学びを通して、答えのない

と意と向き合う科学者としての資質を磨

きつつ、仲間を作ることが出来るコミュ

ニケーション能力の育成を目指した。協

力校の手厚い支援のおかげで、大変充実

した取組となった。 

「サイバーメンタリングシステム」の

運用は２年目となった。少しずつ登録メンターの数を増やし、年間の探究活動の流れの中で有効に

活用出来る方法を検討したい。現在は２年理数科・普通科理系の研究を対象とした取組であるが、

今後は、全校体制となった課題研究の状況に合わせて、多くの生徒が利用できるシステムに改善す

る必要がある。また卒業生メンターの協力・助言を持続的に得られるシステム作りを行っていく。 

 

【評価対象とした主な実践】 

1-6  SSH 講演会／講演会後のワークショップ（サイボウズ）、データサイエンス講演会（滋賀大学） 

みかん研究所・水産研究所出張講義 

1-7 日本農業遺産「愛媛・南予の柑橘農業システム」フォーラム（愛媛）、津波サミット（熊本） 

6-1  のべ参加人数 210名 

6-2  全国復興デザイン会議（東京大学）、防災フォーラム（宇和島市） 

事前復興計画策定委員会出席、地域別ワークショッププレゼンテーション（宇和島市）等 

6-3  バーチャル課題発表会、「関西研修」科学研究のプレゼンテーション 

熊本第二高校等とのぼうさい国体 

6-4  第 10 回全国ユース環境活動発表大会四国地方大会（環境省主催）審査員特別賞 

6-5 関東 STREAM 研修、関西研修、SSH 講演会（サイボウズ）／サイバーメンタリングシステム運用 
 
 

0
1
2
3
4
5
6

地域課題の発見

地域課題探究の

発展

地域貢献サイエ

ンス事業

外部への発信
先進校との科学

交流

女性研究者交流

卒業生メンター

の活用

地域性

目標値 R6評価 R5

カテゴリー 大項目 評価基準 目標値 R6評価

1-6 地域課題の発見
地域課題発見に関する出張講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5

1-7 地域課題探究の発展
地域課題探究プログラムによる学びを関連づけ・発展させて研究・発信している。、
5点:対象生徒の30%以上が校外での提案または実践  4点:20%以上30%未満
3点:10%以上20%未満  2点:5%以上10%未満　1点:5%未満

5 5

小計 10 10

6-1 地域貢献サイエンス事業
小・中・高や地域と連携した科学交流をのべ200人以上が関わり行っている。
5点:200以上　4点:150以上200未満　3点:100以上150未満
2点:50以上100未満　1点:50未満

5 5

6-2 外部への発信
研究成果をSSH校以外や地域に対して広く発信している。
5点:全国　4点:複数県外の学校や地域　3点:県内の複数の学校や地域
2点:県内の学校と地域　1点:県内学校関係のみ

5 5

6-3 先進校との科学交流
SSH生徒研究発表会以外で四国内外のコンソーシアム等で発表を行っている。
5点:全国　4点:複数県外の学校や地域　3点:県内の複数の学校や地域
2点:県内の学校と地域　1点:県内学校関係のみ

5 5

6-4 女性研究者交流
女性研究者育成のための情報交換会、コンテスト等で研究発表を行っている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 3

6-5 卒業生メンターの活用
サイバーメンタリングシステムを活用した卒業生メンターの有効活用ができている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:追跡調査のみ

5 4

小計 25 22

小項目

Regionality
地域性

①　STREAM型課題研究の進化

⑥　サイエンスネットワーク構築

Regionality 35 32
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⑶ category3 国際的（Global） 

 

 

【検証】 

 「UWAJIMA EAST Science Day」の取組

について教科「外国語」と学校設定教科

「スーパーサイエンス」の年間を通じた

横断的カリキュラムを開発し、大きな成

果を上げた。愛媛大学留学生との英語デ

ィベートや科学研究の英語によるポスタ

ーセッションなど、今までの取組を土台

に科学をテーマとした国際性育成につい

て、持続性のある形を構築することがで

きた。直接海外に行くことができなくて

も様々な国や地域から来日している留学

生の存在を活用することで、世界を視野

に入れた研究者としての姿勢を学ぶだけ

でなく、英語を母語としない者同士の英

語によるコミュニケーションという、よ

り現実的な国際交流の状況を体験させ、

英語学習や進路実現に対する意識の向上

にもつなげることができた。 

 また、本年度は国際的な舞台で発表を行った生徒も複数現れ、国際共同研究・国際性育成におけ

る、本校としての新たな段階の芽生えとなる１年になった。 

 
【評価対象とした主な実践】 

1-1 三条市立大学学長講義、愛媛大学防災情報研究センター長講義 

1-2 ハワイ大学ロボット工学関係者他への英語によるプレゼンテーションとディスカッション 

1-3 サイエンスデー①～③回数を増加。のべ 44名の愛媛大学留学生来校 

2-1 サイエンスデー①・②ジオエンジニアリングに関する研究と英語ディベート英語ディベート 

サイエンスデー③自然科学分野課題研究の英語によるポスター作成とポスターセッション 

2-2 SHIN-GS 参加者によるアメリカでの発表参加、文系選択者による発表増加 

2-3 オンラインによる英語ディベート大会・練習会への参加、津波サミット、ぼうさい国体 

2-4 サイエンスデー①②ジオエンジニアリング 
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カテゴリー 大項目 評価基準 目標値 R6評価

①　ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 1-1 異文化理解・異文化交流
国際性育成に関連する講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 2

1-2 海外大学連携
海外の大学や関連機関との連携事業に事業対象生徒の3%以上が関わる。
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3

1-3 高大連携事業推進
愛媛大学留学生との英語による科学実験や研究を定期的に行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:留学生の支援のみ　1点:一方的な発表のみ

5 5

小計 15 10

2-1 国際共同研究
国際共同研究ができている。
5点:研究として完結させた　4点:継続中　3点:研究着手・初期段階
2点:テーマ検討　1点:連携開始

5 3

2-2 ＳＤＧｓの達成につながる課題研究
ＳＤＧsを意識した課題を設定し、研究の30%以上が達成に向けた提案・実践に取り組む。
5点:30%以上が校外での提案または実践  4点:20%以上30%未満
3点:10%以上20%未満  2点:5%以上10%未満　1点:5%未満

5 3

2-3 相互学校交流
国内外連携校等と国際性育成に関する交流（オンラインを含む）を定期的に行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:動画投稿のみ　1点:研究成果や資料共有のみ

5 5

2-4 科学者としての視点
科学者としての国際性を高める英語ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄやﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを海外連携校または留学生と定期的に
行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:留学生の支援のみ　1点:一方的な発表のみ

5 5

小計 20 16

小項目

Internationality
国際性

④　高大連携・高大接続の強化

②　国際共同研究・国際性育成の進化

Internationality 35 26
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⑷ category4 革新性(Innovation)  

 

【検証】 

愛媛大学を始め、連携する大学や企

業の数が増えその分、指導・助言を受

けられる回数や対象生徒が増加した。  

最先端科学の視点を得て、客観的に

かつ厳格に自己の研究を再検討させる

とともに、科学を楽しみ、探究的な活

動を楽しんで新たな価値の創造を行っ

ていくという、学びの楽しさの原点に

返って、探究活動に取り組ませること

についても現状を見直していきたい。 

多岐にわたる連携の状況の全体像を

把握し、教員間で情報共有することで

つながりを複数の研究に活かせたり、

またあらたな活用の方法への気付きと

なったりすると考える。全校体制とな

ったことで、大きく広がっていく事業

の全容を構造化していくことが急務で

ある。 
 

 
【評価対象とした主な実践】 
 

4-3  「STREAM 探究Ⅰ」課題研究において愛媛大学からの継続的な指導・助言 

4-4  東京大学、豊橋技術科学大学、宇和島市による事前復興学習に対する継続的指導 

宇和島市に東京大学院生が来訪しての指導、共同研究（市のイベントで発信） 

4-5  SHIN-GS 1 年基礎学習(10→12)、発展学習(3→3) ２年課題研究(1→1) ３年課題研究(1→2) 

※２年生がアメリカのインディアナ大学で発表「野村の地層と地盤」 

4-6  進学実績における SSH 事業成果の活用、地域に貢献する科学技術人材の育成 

3-1 「愛媛・南予の柑橘農業システム」世界農業遺産への登録を目指した取組 

みかん研究所・愛媛県農林水産課・株式会社バリューマネジメントとの連携 

3-2,3 地域課題解決型のロボットアイデアプレゼンテーション、ディスカッション（ハワイ大学等） 

地域医療在宅介護ロボット体験講座（高松帝酸株式会社、長谷川酸素株式会社） 
 
 

カテゴリー 大項目 評価基準 目標値 R6評価

4-3 愛媛大学専門研究
高次の研究を求める生徒が愛媛大学からの継続的指導（現地・ｵﾝﾗｲﾝ）を受ける。
5点:４回以上　4点:３回　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表のみ

5 5

4-4 県外大学連携
高次の研究を求める生徒が県外大学からの遠隔研究指導を受けている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 5

4-5 高大接続科目受講
大学の高大接続科目単位取得者数が全校生徒の3%以上である。
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3

4-6 高大連携事業推進

高大連携事業によるキャリアデザイン効果が見られる。
（一次産業や情報、ロボット技術に関する進路希望に関する上昇傾向）
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3

小計 20 16

3-1 産学連携先端科学探究
企業・研究所と連携した研究ができている。
5点:共同開発　4点:共同研究　3点:課題や成果の共有
2点:テーマの検討　1点:連携開始

5 3

3-2
海外の大学と連携した
ＳＴＲＥＡＭ教育

課題研究等に対して海外の大学からの遠隔研究指導を受けている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 3

3-3 地域課題解決型ロボット探究
ロボット技術に関する講義や事業に事業対象生徒の50%以上が参加する。
5点:50%以上　4点:40%以上50%未満　3点:30%以上40%未満
2点:20%以上30%未満　1点:20%未満

5 5

小計 15 11

小項目

Innovation
革新性

④　高大連携・高大接続の強化

③　先端科学技術に関する探究活動

Innovation 35 27
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エ 総括 
 

【検証】 

 評価基準の改定を行い、新基準で令和

５年度、令和６年度の事業評価を行った。  

昨年度に引き続き、４つのカテゴリー

のうち最も達成度が高いのは「地域性」

に関わる取組である。Ⅰ・Ⅱ期目でも重

視してきた地域課題に根ざした研究活動

や普及・発信・連携など素地が確立して

おり、Ⅲ期目の目標としている「地域の

未来を科学的に創造するイノベーション

人材の育成」において、本校の強みとな

っている。 

本年度より開始した商業科「地域探究」

や普通科文系「グローカル探究」による

課題研究に関連し、地域の各方面から地

域と連動した探究活動への期待の声が寄

せられている。今後、本カテゴリーの充

実と社会科学分野での課題研究の指導の

あり方についての研究・開発、また理数

科・普通科・商業科をつなぐ横断的な研

究システムの構築がますます重要となっ

てくる。 

 授業改善や事業評価に関わる内容は、その実効性や妥当性についてはまだ十分な検証ができてい

ない状況である。教科等横断型授業の効果検証やカリキュラムマネジメントの観点からの実践時期

の検証など、実践だけにとどまらない新たな段階に入っている。教科「ＳＳ」についても引き続き、

課題研究の学びが総合的な学力の向上に寄与でているかどうか検証を行っていく。 

 今回の事業評価の改訂の妥当性についても引き続き検証し、事業全体を適切に見通し、改善につ

なげていくことができる指標へと改善する。内容が、育成を目指している生徒像に対し適切なもの

であるかどうか、運営指導委員の方々を始め、多くの方々からの指導・助言をいただきながら進め

ていく。 

category 目標値 R５ Ｒ６評価
Regionality 35 27 32

Internationality 35 22 26

Interdisciplinarity 45 28 33

Innovation 35 19 27

The index of 宇東STREAM 150 96 118
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Ⅴ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

Ⅴ－１ ＳＳＨ推進に関わる部署等の学校組織上の位置付け 

図Ⅴ－１ ＳＳＨ事業に係る組織的推進体制 

管理機関：愛媛県教育委員会 ＳＳＨ運営指導委員会による指導助言

校長

教頭

事務長

校内ＳＳＨ運営委員会

総括

学校設定科目

〇校内の連携・調整

〇事業の進捗状況確認・改善

ＳＳＨ推進課

〇事業計画・運営 〇事業予算

〇対外窓口 ○文書管理

〇各種研修の総括

〇課題研究の総括

〇関係機関との連絡調整 〇各種会議

教務課・各教科

第２・３学年

理数科・普通科理系

課題研究

〇教育課程の編成

○ルーブリック評価の開発、改善

学年団・理数科

教科（数学科、理科）

第１学年

理数科・普通科

課題研究

学年団

各教科

〇課題研究の運営

〇課題研究の指導・評価方法の研究

〇発表会の運営

第２・３学年

普通科文系課題研究

学年団

各教科

〇課題研究の運営

〇課題研究の指導・評価方法の研究

〇発表会の運営 ○コンテストへの挑戦

〇課題研究の運営

〇課題研究の指導・評価方法の研究

〇発表会の運営 ○コンテストへの挑戦

先端科学技術に関する

探究活動

ＳＳＨ推進課、理数科、

情報科、数学科、理科、

英語科

〇大学、企業との連絡調整

〇ロボットプログラミング指導

〇ハワイ大学との連携プログラム運営

〇関東ＳＴＲＥＡＭ研修運営

国際共同研究

国際性育成
英語科、ＳＳＨ推進課、

数学科、理科

〇連携高校との連絡調整

〇国際共同研究の運営

〇海外研修の運営

〇愛媛大学留学生との連絡調整

高大接続・高大連携 ＳＳＨ推進課、教務課、

理数科、数学科、理科

〇大学との連絡調整

〇愛媛大学研究室体験研修の運営

〇愛媛大学SHIN-GSの運営

〇修得単位の管理

サイエンスネットワーク

構築

ＳＳＨ推進課、進学課、

特活課、部活動顧問、

保健厚生課、各教科

〇関係機関との連絡調整

〇各プログラムの運営

〇ＳＳＨ卒業生の追跡調査

教科等横断型授業

授業改善

教務課、進学課、

研修図書課、

デジタル課、各教科

〇教員研修の企画・運営

〇公開授業、相互参観授業の運営

〇ＩＣＴの効果的な活用の研修

成果の普及・蓄積
デジタル課、進学課、

総務課、各教科

効果検証・事業評価
研修図書課、総務課、

教務課、デジタル課

会計 事務課、ＳＳＨ事務職員

〇ホームページ更新

〇生徒の活動成果のデータベース化

〇１台端末とクラウドの効果的な活用

〇客観的評価の開発

〇評価の実施、分析

〇予算管理

〇物品購入、旅費等

第１・２・３学年

商業科課題研究

学年団

商業科

〇課題研究の運営

〇課題研究の指導・評価方法の研究

〇発表会の運営 ○コンテストへの挑戦
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  全教科、校務分掌の枠を越えて、全教職員が一致協力し、全校体制で取り組む。校内における

ＳＳＨ事業に係る組織的推進体制を図Ⅴ－１に表す。 

特に、効果的かつ円滑に組織運営するために、課題研究に取り組む科目等の「ＳＴＲＥＡＭ探

究基礎」「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」「ＧＬ探究Ⅰ」、生命倫理や研究倫理、国際性育成や高大接続

を意識した内容を学ぶ科目の「ＳＴＲＥＡＭ探究応用」「ＲＳ探究Ⅱ」において、全教科からそ

の指導にあたる教員を決め、時間割を組む。それらの科目の運営や、その他にも関東ＳＴＲＥＡ

Ｍ研修、関西研修やＳＳＨ研究成果報告会等の運営について、ＳＳＨ推進課の教員がリーダーを

務め、分担することでＳＳＨ推進に係る組織を機能させている。 

その運営に係る具体策や方向性については、毎週火曜日５限目のＳＳＨ推進課の課会において

立案・協議・決定がなされて、研究実践に移る。また、担当者会（学期に数回開催）や校内ＳＳ

Ｈ委員会（全教職員対象、年間４回程度開催）を通じて、全教職員のＳＳＨ推進に係る共通理解

を深めている。なお、担当者会の議題は、課題研究の指導に関するものであり、出張講義等の運

営、レポート課題や論文・スライド等の成果物の提出、課題研究の取組に対する評価のしかた等

である。校内ＳＳＨ委員会の議題は、表Ⅴ－１にまとめた。 

表Ⅴ－１ 校内ＳＳＨ委員会の議題 

第１回 
◆ＳＳＨ事業の計画と課題    ◆教科等横断型授業の取組について 
◆組織図及び役割分担 

第２回 
◆愛媛大学研究室体験研修    ◆関西研修について 
◆「探究的な学び」とＩＣＥモデルの活用について  

第３回 
◆ＳＳＨ講演会について     ◆UWAJIMA EAST SCIENCE DAY について 
◆関東ＳＴＲＥＡＭ研修について 

第４回 
◆ＳＳＨ研究成果報告会について 
◆「探究的な学び」を実現するＳＴＥＡＭ教室、導入機器、機材について 

１月以降は職員
朝礼等で対応 

◆ＳＳＨ研究成果報告会について 
◆ＳＳＨ生徒課題研究論文集の原稿・ポスター等の提出、課題研究講座内

発表会等のスケジュール          

令和６年度より、商業科においても学校設定教科スーパーサイエンスの科目が開講された。Ｓ

ＳＨ推進課員に商業科の教員も加わり、プログラムの開発や改善を行えるようにした。ＳＳＨと

して蓄積してきた 11 年間の様々なノウハウを生かしつつ、商業科で築いてきた課題研究での実績

や手法を相互に生かし、理数科・普通科・商業科全体で取り組む事業として推進体制を強化でき

るという強みがある。本校の教育活動全体の中でＳＳＨ事業が果たす役割を検証し、刻々と移り

変わる社会情勢を注視しながら、進路実現に向けた確かな歩みと、それを後押しする地域の未来

を科学的に創造するイノベーション人材の育成に向けたシステムの構築を着実に行う必要がある。 

従来から課題となっている、多岐にわたる業務を見直し、適切な事業評価によって毎年その必

要性や実効性を慎重に検討しながら、精選や新規事業の立ち上げについて取り扱わなければなら

ない。本校を取り巻く大きな変化をチャンスと捉え、地域と一体となってこれまで取り組んでき

た活動をよりよいものにし、地域の拠点校としてのＳＳＨ事業であり続ける。 

 

Ⅴ－２ 運営指導委員会の体制 

 

  ＳＳＨ事業の推進のために指導助言を得る機会として、宇和島東スーパーサイエンスハイスク

ール運営指導委員会に加え、昨年度に引き続き、「スーパーサイエンスハイスクール愛媛大学・

愛媛県農林水産研究所・宇和島東高等学校合同委員会」として、オンライン開催を前提に設置し

た。委員会開催時には教科ＳＳの授業やＳＳＨ研究成果報告会を参観していただき、生徒達の活

動の様子を実際に見ていただいた。 

本年度は特に第２回運営指導委員会の前に参観の対象となる 学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探

究Ⅰ」（理数科・普通科理系２年）課題研究中間発表会の開催方法に大きな変更を加えた。理数

科・普通科理系の研究について生徒の方から専門家の方々に質問をしたいという機運が高まった

からである。質疑に備えた論拠を整理するだけでなく、委員の方々に聞きたいことを各班あらか

じめまとめておき、限られた来校の機会を生かすこととした。 

運営指導委員の方々にポスターセッションに加わっていただき、質問や審査を行っていただく

のは例年通り、その後に生徒から運営指導委員の方々に質問する時間を設けた。日頃研究で悩ん

でいることや専門家に聞きたいことなど生徒からは次々と質問が投げかけられ、設定していた時
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間では足りなくなるほど、生徒達はよりよい研究にしようと積極的に取り組む姿勢が見られた。

委員の方々からも大変好評であり、来年以降もこの方法を引き継ぎつつ改善を加える。 

運営指導委員にもサイバーメンタリングシステムに加わっていただき、来校しなくても随時、

本校の研究やＳＳＨ事業について指導助言いただける体制を整備していく。 

 

⑴ ＳＳＨ愛媛大学・愛媛県農林水産研究所・宇和島東高等学校合同委員会 

 

  日時  令和６年５月 14 日（火） 17:00～18:30 

  会場  愛媛大学、愛媛県農林水産研究所、宇和島東高等学校（オンライン開催） 

  内容  全体会：「本年度事業計画について」分科会：「課題研究の指導について」他 
表Ⅴ－２ 合同委員会における分科会のテーマと参加者（運営指導委員） 

氏    名 所    属 職  名 本校教員 

山内 貴光 愛媛大学大学院理工学研究科 教授(数学) 大久、松岡 

 (物理準備室) 小林 千悟 愛媛大学大学院理工学研究科 教授(物理) 

野見山 敬 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 准教授(化学) 吉良・蒲池 

(化学講義室） 佐野  栄  愛媛大学教育学部 教授(地学) 

荒木 卓哉 愛媛大学農学部 教授(生物) 

中尾・林・藤岡 

(生物実験室) 
藤原 文孝 

愛媛県農林水産研究所 

果樹研究センターみかん研究所 
所長(農学) 

渡邉 昭生 愛媛県農林水産研究所 

水産研究センター 

センター長(水産) 

隅田  学 愛媛大学教育学部 教授(研究開発の評価) 

都築、井上育(生物準備室) 宇野 英満 愛媛大学次世代科学人材育成室長 教授 

石川 尚 愛媛大学学生支援部 教授 

備考 

 Zoom Meeting のブレークアウトルーム機能を利用し、分科会（表Ⅴ－２）ごとに本年度の年間計画と内容につい

て指導助言をいただく。また、教科ＳＳの科目別の研究テーマの紹介や担当班の研究で課題となっている点について

も指導助言をいただく。 

 

⑵ 第１回 宇和島東スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会（❸関係資料の資料 19） 

  日時  令和６年７月 10 日（月） 13:45～16:30 
  内容  授業参観 学校設定科目「ＲＳ探究Ⅱ」（理数科３年） 

課題解決型ロボットアイデアに対する英語サイエンスディスカッション 
      協議（①授業参観の講評、②令和５年度事業報告と今後の事業計画）今後の日程説明 
 

⑶ 第２回 宇和島東スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会（❸関係資料の資料 19） 

  日時  令和６年 10 月 29 日（火） 13:25～16:40 
  会場  愛媛県立宇和島東高等学校 卓球場、会議室等 
  内容  授業参観 学校設定科目「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」（理数科・普通科理系２年） 

課題研究中間発表会 
      協議（①授業参観の講評、②本年度事業報告と今後の事業計画）、今後の日程説明 
 

⑷ 第３回 宇和島東スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

  日時  令和７年３月 11 日（火） 12:20～17:00（研究成果報告会終了後に開催） 
  会場  愛媛県立宇和島東高等学校体育館、武道場、卓球場 等 

ＪＲ宇和島駅、恵比寿町商店街きさいやロードで商業科「課題研究」のポスター発表 
  内容  参観 令和６年度愛媛県立宇和島東高等学校 

スーパーサイエンスハイスクール研究成果報告会 
協議  ① 令和６年度ＳＳＨ研究成果報告会について 

② 令和６年度研究開発の取組と評価について 
③ 令和７年度研究開発の実施計画について 
④ その他 
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Ⅵ 成果の発信・普及 

 

⑴ 「ＳＳＨ生徒課題研究論文集」 
Ⅰ期指定（平成 25 年度）から毎年度３月に、「ＳＳＨ生徒課題研究論文集」等を作成し、主に

県内高等学校に送付している。本年度で 12 冊目となる。 
 
⑵ 「研究開発実施報告書」 

「研究開発実施報告書」を全国のＳＳＨ指定校、
本校のＳＳＨ事業に関わっていただいた方々、地域
の小中学校・高等学校等に閲覧やダウンロードに関
する案内を送付している（本年度より紙媒体による
作成を廃止し、データによる公開のみ）。また、本
校ホームページのＳＳＨ事業のトップページ（図Ⅵ
－２）に、「研究開発実施報告書」のＰＤＦファイ
ルを、過年度分を含めて全て掲載している。第Ⅱ期
５年次より、論文すべてを検索できるシステムをホ
ームページ上に作成している。 

 
⑶ ＳＳＨ研究成果報告会の開催方法の工夫 

町の中心部にある「南予文化会館」を主会場に開催している。
特に、ステージ発表による第１部、第２部の間には、課題研究
班（令和５年度は 52 班）によるポスターセッションが行われ
る。うち半数以上（令和５年度は 33 班）は主会場に隣接する
商店街アーケード内にて本校生徒のみならず、道行く買い物客
や観光客を呼び止めてポスターセッションを行う。発表の様子
やポスターセッションの様子は公式 YouTube チャンネルにてラ
イブ配信している。アーカイブ配信もあり、後日視聴可能とな
っている。また、テレビ視聴を中心とする方々にも知っていた
だけるよう、地元ケーブルテレビを通じてリピート放送も行っ
ている。 

本年度は、４月の地震により「南予文化会館」に大きな被害があり、報告会で使用ができなく
なってしまった。よって、今年は本校体育館を主会場として隣接する武道場や卓球場を使用して
の開催となる。引き続き地域の方々にも取組を知っていただきたいと考え、ＪＲ宇和島駅、恵比
寿町商店街に協力いただき第２会場として開設し、商業科生徒による課題研究成果発表会を同時
開催する形式を計画している。 

 
⑷ 論文・ポスターのキーワード検索機能 

キーワードを入れることで 11 年分すべての論文の中から、キーワードに合致した論文を抜粋し、
読むことができる。ウェブ上の閲覧は、いつでもどこでもアクセスができる。 

今年度、本機能が早速、発展的な課題研究となる連携のきっ
かけを作った。廃線の危機に瀕している地方ローカル線の研究
をする関東の大学生（早稲田大学、慶応義塾大学）が本検索機
能を用いて本校生徒の研究に行き当たった。かねてから本校と
つながりがある、予土線や沿線地域の活性化に取り組む民間団
体に大学生が連絡を取ってきたことで直接対面による連携の場
が生まれた。検索システムは本校課題研究における先行研究で
も活用しており、継続研究のための重要なデータベースとして
の役割も果たしている。 

 
「予土あす青春 18」×「みま里山クウカン実験」 

―ＪＲ予土線×関係人口の可能性― 
 
令和６年８月 24 日（＠宇和島市三間町隣保館） 
主催：ＭＩＭＡ森プロジェクト 
発表：沿線に住む高校生からの提言（宇和島東高等学校） 
   地域外に住む若者が考えていること 

（早稲田大学、慶應義塾大学） 
   三間を盛り上げていくその方法を考える 

（愛媛県立北宇和高等学校三間分校） 
上記以外の参加校 名城大学 愛媛県立吉田高等学校 愛媛県立八幡浜工業高校 

図Ⅵ－１ ホームページ（ＳＳＨ）
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⑸ 日々の取組の発信 

本校ホームページには、ＳＳＨ事業に関する様々な情報を掲示している。出張講義や研修等の

実施後には、ブログ形式の記事を掲載している。分担することで更新頻度を増やした（令和６年

度ＳＳＨブログ２月 24 日現在 44 本の記事掲載）。課題研究だけに限らず、ＳＳＨ事業全般で使

用してきた教材や資料等は掲載している。教科等横断型授業の取組を中心に広く全国に本校の取

組をご覧いただき、複数の視察校が来校された。本校ホームページのＳＳＨ事業のトップページ

（図Ⅵ－１）に「特色ある教材や成果物の公開」として、課題研究の論文等を含めた成果物を掲

載している。地域の小中学校の児童生徒、教育関係者に、ホームページに関するアピールを計

画・実践しているが、今後は県内外、世界を視野に広めていきたい。 

 

 ⑹ Instagramの開設 

ホームページに最新の情報をこまめに掲載したり、閲覧可能な資料の充実を図

ったりすると共に、新たにＳＮＳ（インスタグラム）を開設。より身近に本校の

取組を感じてもらえるよう工夫をした。 

生徒も保護者ともに手軽に学校の活動の状況を知ったり、検索したりするのに

利用しているのホームページよりも圧倒的にＳＮＳである。そこで知り得たこと

を詳しく知りたい場合に、ホームページの閲覧に移行するという流れである。本

年度開設したばかりであり、２月24日現在、投稿数223、フォロワー数1293となっ

ている。  

部活動単位での発信も多く、本校生徒自体も積極的に閲覧している実態がある。

ＳＳＨ事業においても今後はＳＮＳの有効活用にも着手し、より幅広い地域、世

代の方々に知っていただくことを目指す。 

 

⑺ ハイブリッド型公開授業を活用した校内研修と校外への普及 

対外的な公開授業ではオンライン配信も行うハイブリッド型を採用し、多くの教員や企業が参加している。

教科等横断型授業への取組や、探究的な学びの実現を目指したＩＣＥモデルを機軸とした授業デザインなど校

内外の研修の場として機能している。また、授業改善に取り組む他校の先生方への発信として、教科等横断型

授業用の指導案、授業資料の作成・公開の他、各教科においてもＩＣＥモデルを基軸とした問いを設定し、指

導案にも言語化して作成・公開している。 

 

【例】公開授業参加者（教員、教育委員会、企業など） 

第１回 進学指導研究推進プログラム  来校：25名 オンライン：12名 

第２回 進学指導研究推進プログラム  来校：30名 オンライン：２名 

愛媛県高等学校教育研究会国語部会  来校：20名  

愛媛県高等学校教育研究会地理歴史・公民部会歴史部門研究会 来校：27名 
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Ⅶ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

 

(1) ＳＴＲＥＡＭ型課題研究を実現するカリキュラムの構築 

  ◆導入期プログラムの改善 

導入期のプログラムとして開発した地域課題探究プログラム「Regional Future Design」は、

多様な活動を体験しながら探究の基礎を学ぶことを目的としているが、身につけたい力の設定が

多く、生徒が理解不十分な状況で次の段階で進んでしまう状況がある。例えば、研究成果のまと

めの段階になって、検証実験やデータ分析の結果とそこから導き出される考察は行ったが、それ

を論文で言語化するという場面である。図で示す、グラフを示すができても分析結果やそれらが

示す事象について言葉で示すことに行き詰まる生徒が多くいた。今後は課題発見、科学的探究の

手法だけでなく、誰に、どう伝えるかについても、英語や国語といった複数の教科と連動しなが

ら言語活動を充実させていく。商業科１年生とも連動して実施し始めたこともあり、プログラム

の内容の精選や基礎習得の方法について検討をすすめる。 

 

(2) 複数の国の生徒と取り組む国際共同研究・国際性育成 

 ◆愛媛大学留学生等を活用した国際性育成 

 現地訪問を行わない持続可能な国際性育成の形を構築した。学校の所在地近隣には大学が存

在せず、愛媛大学からも遠方のため、都市部の学校に比べて留学生活用についても多くの旅費

等がかかる。オンラインによる活動も活発ではあるが直接対話の場を大切にしたい。本年度か

らは愛媛大学留学生の活用に関する愛媛県の補助制度もなくなった。様々な国から来日してい

る留学生との対話は本校生徒にとって大変貴重な国際交流の場でもある。英語圏やそれ以外の

地域の方々との英語によるディスカッションも、国際舞台での活躍を目指す生徒達にとっては

大変現実的な状況を作ることもできる。来年度以降も、本活動を活発化させつつ、計画的な事

業費の運用について全体を見直す必要がある。また、引き続きオンラインによる海外連携校と

の事業を模索し、実現させる。時差や相互の日程の調整など国内校より困難な部分もあるが、

Frip などを活用し投稿コメントによる意見交換・質疑応答の場も活用していく。 

アメリカでの研究発表等、国際的な舞台での研究発表や国際共同研究の萌芽が見られる１年

であった。現在は SHIN-GS のプログラムに参加している生徒を中心に国際共同研究の可能性が

広がっているが、本年度の実績や他のＳＳＨ指定校の取組などを参考に、国際性を身に付け発

揮できる場を積極的に設けていく。 

 

(3) 最先端科学に関する探究活動 

 ◆サイバーメンタリングシステムを活用した研究の深化 

植物工場探究やロボット技術に関する探究の機会を少しずつではあるが設定することができ

た。愛媛大学、香川大学、九州工業大学等の大学との連携だけでなく、大豊産業株式会社、高

松帝酸株式会社、長谷川酸素株式会社等、産業ロボットや医療ロボットに関わる企業との連携

も生まれた。現在は、理数科や普通科理系を中心とした取組のため、今後は理数科・普通科・

商業科それぞれの学科の特徴を踏まえたプログラムを開発する。 

全校体制の課題研究が展開される中、それぞれの班に教員以外の外部アドバイザーを設定す

るのは大変困難である。サイバーメンタリングシステムを通じた運営指導委員や卒業生メンタ

ー、連携企業によるメンター登録を進め、指導助言と研究の改善のサイクルを加速させる。メ

ンター登録に関する手続きや登録情報の管理など、校内における手続きをシステム化し、多く

の生徒が持続的に活用できるよう整備を進める。 

 

(4) 高大接続・高大連携 

 ◆ 愛媛大学との連携強化と県外大学との遠隔連携 

愛媛大学研究室体験研究など継続してしている取組指導助言に当たってくださっている愛媛

大学、愛媛県農林水産研究所、大豊産業株式会社より本校ＳＳＨ運営指導委員を務めてくださ

っている方々の丁寧な御指導もあり、第１次産業の発展に寄与する学部学科への進学を希望す

る生徒は増加傾向にある。今後も連携を継続していただき、最も近くにある最先端科学技術に

ついての学びの場を設定していく。現在は理数科・普通科理系生徒のみの参加にとどまってい
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る四国次世代科学技術チャレンジについても、普通科文系選択者や商業科にも波及させ高いレ

ベルでの研究に取り組ませる。 

また、東京大学をはじめとしてオンライン等を活用した県外大学等との連携についても複数

の事例が出てきた。単発の取組に終わらせず、研究の引き継ぎや連携の継続について、現状を

整理し、教員間で共有することで探究的な学びの実現につなげていく。 

 

(5) サイエンスネットワーク構築 

 ◆ネットワークを活用した横断的な学びの共有 

 防災コンソーシアムを中心としたネットワークは大変充実している。防災委員会の取組と教

科ＳＳでの研究活動が有機的に結びついて、「防災の学び」が本校の文化や伝統になりつつあ

る。宇和島市との連携体制も年々、強まっており今後も継続して生徒の学びや提案が直接的に

地域課題と結びつく分野として発展させていく。 

先導的ＳＳＨ校との科学交流については、今年度より「関西研修」を企画し実施したことで

充実した。参加生徒達は多くの刺激を得たものの、学びを広く波及させるところには至らなか

ったので今後は、研修に参加しなかった生徒にも学びを還元する機会を設ける。 

未来の女性研究者の育成については、系統だった育成プログラムは開発できていない。研究

班を編成する中で自然発生的に女性のみのチームができ、成果を上げているのが現状である。

どのような育成のあり方がよいのか検討を要する。 

 

(6) 各教科の学びと課題研究の学びをつなげる授業改善 

 ◆探究的な学びにつながる教科等横断型授業・ＩＣＥモデルを機軸とした授業デザインの研究 

 教科等横断型授業の取組について、多くの実践事例の蓄積があるが、実施内容を全体で振り

返り今後の課題や改善について共有する研修の場を設けられていない。 

 特に教科等横断型授業の取組による学習効果の測定やＩＣＥモデルを機軸とした授業デザイ

ンの検証を行う。「宇東ＩＣＥモデル」を機軸とした授業デザインを行うツールとして作成し

ている「学びの探究シート」やルーブリックの作成における基準（ＳＳＨ事業で設定している

身につけさせる資質・能力「課題発見力」「科学的探究力」「多面的思考力」「創造力」「協

働性」「コミュニケーション力」）の設定等、各教科の学びの実態にそぐわないものになって

いる可能性も視野に入れ、生徒の力を伸ばすＳＳＨ事業となるよう教員間の連携を強めていく。 

 

(7) 事業改善に向けた客観的評価システムの開発 

 ◆事業評価に基づいた改善と客観性の検証 

 本校の教育活動の実態に合わせた事業評価の項目や基準の見直しを行った。客観的数値で示

せる目標設定を行ったが、その妥当性についてはまだまだ検討が必要である。分析結果をもと

に来年度に向けた取組への反映について教員全体で考える場を設けていく。 
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❸関連資料（令和６年度教育課程表、データ、参考資料など） 

 資料１ 令和６年度教育課程表 令和６年度入学（理数科） 



- 86 - 

 

資料２ 令和５年度教育課程表 令和６年度入学（普通科） 
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資料３ 令和６年度教育課程表 令和６年度入学（商業科） 



- 88 - 

 

資料４ 令和６年度学校設定教科「スーパーサイエンス（ＳＳ）」等 年間計画 
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資料５ 「ＳＴＲＥＡＭ探究基礎」課題研究テーマ一覧 対象生徒：理数科・普通科１年生137名 

 

班番号 担当教員 研究テーマ 

文１ 長尾 郷土史×公共交通×観光 

文２ 清家祥 短期決戦においての強さとは 

文３ 野中 アコヤガイ貝殻の利活用～循環型社会への貢献～ 

文４ 工藤・野中 SNS時代のデジタル活用～有権者との新たなコミュニケーション～ 

文５ 都築 学生と高齢者が集う商店街 

文６ 谷田 郷土料理×おにぎりで伝統的な食文化を守ろう！ 

文７ 大熊 福祉避難所不足について 

文８ 木戸 海洋ゴミから海を守る「プロジェクト K」 ～海洋ゴミの実態と与える影響とは～ 

文９ 大熊 事前復興で守る宇和島の未来 

文 10 清家祥 狩浜エコツアー 

文 11 長尾 われらテッカたい 

文 12 工藤 デジタル学習とアナログ学習の効果的な用い方 

文 13 藤岡 みんなの知らない世界 宇和島湾のごみ 

理１ 中尾 食べ物の形状と味覚～塩分を強く感じる形を探せ～ 

理２ 赤松敏 ミカン繊維の活用方法 

理３ 大久 テンセグリティを用いて 

理４ 吉良 アコヤガイ廃貝殻から誘導した制酸剤の合成 

理５ 松岡 温度差発電の利用 

理６ 蒲池 アコヤガイの貝殻を用いた無色重金属イオンの吸着～測定条件の検討～ 

理７ 藤岡 Bamboo Revolution 

理８ 林 バイオ炭の可能性と植物の成長への影響について 

理９ 赤松弘 データサイエンス研究 

理 10 中尾 検証！運動後に味覚は変わるのか！？ 

理 11 大久 津波を防ぐ防潮堤の形状 

理 12 松岡 段ボールの形状による防音効果 

理 13 赤松弘 格子状のビュフォンの針の確率 

理 14 窪地 使い捨てカイロの有効活用について 

理 15 長瀧 オセロの論理的な勝ち方 

理 16 窪地 アコヤガイの粉末肥料の効果 
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資料６ 「ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ」課題研究テーマ一覧 対象生徒：理数科及び普通科理系２年生69名 

 

講 座 班番号 担当教員 研究テーマ 

基礎理工 

物理実験室 

A１ 窪地 体育館の天井のボールの回収 

A２ 松岡 
垂直差し込み式剛体振り子の地震動への応答 

～吊り照明の安全性向上を目指して～ 

A３ 大久 メガホンの形状や材質による音の届き方 

A４ 中尾 追跡！宇和島湾の海洋ごみ 

A５ 合田 温州ミカンの糖度・酸度と気象条件との関連性 

生命環境 

化学実験室 

B１ 林 複合微生物えひめ AI-2の可能性を探る 

B２ 蒲池 摘果みかん果皮中のリモネンの安定的な抽出と防虫効果の検討 

B３ 藤岡 爆誕！ バンブーコンクリート 

B４ 蒲池 
アコヤガイの貝殻による重金属吸着の条件検討 

～廃液ゼロを目指して～ 

B５ 横田 蒸留法を利用したみかんの皮からのリモネンの摘出 

総合科学 

生物実験室 

C１ 吉良 忌避物質及び障壁を与えた粘菌変形体の走行性の研究 

C２ 谷田 竹炭による炭素固定で温暖化対策 

C３ 林 はだか麦の栽培～南予ではだか麦を育てる～ 

C４ 赤松 銅の電気分解～金属のリサイクル～ 

C５ 中尾 
心を守るパーソナルスペース 

～ペアワークの改善・向上を目指して～ 

 

資料７ 「ＧＬ探究Ⅰ」課題研究テーマ一覧 対象生徒：普通科文系２年生76名 

 

班番号 担当教員 研究テーマ 

１ 蒲池 耕作放棄地の防災的・社会共創的活用について 

２ 井上育 広告で魅力発信！ ～from Uwajima～ 

３ 井上淳 ユニバーサルデザインを使用した観光マップ ～隠れた宇和島の魅力を届けよう！！～ 

４ 堀内 サイクリングで宇和島市を守る 

５ 中田 観光客増加を目指した宇和島城認知度 up作戦 

６ 都築 商店街の Void（空所）から 2040宇和島の未来を変える 

７ 井上淳 商駅プロジェクト ～予土線と商店街とふるさとの活性化を目指して～ 

８ 山崎 宇和島市の地域のつながり維持へ向けて 

９ 山崎 はだか麦を使った介護食の研究 

10 堀内 教育現場を活用してスポーツ離れを解決する 

11 中尾 心拍数を上げて高血圧者ゼロを目指す!! ～これだけ!?私たちの踊りで楽しく笑顔で健康になろう～ 

12 合田 愛媛県に住む人を増やしたい ～関係人口に着目したプロジェクトの提案～ 

13 中田 選挙を身近に ～宇和島レボリューショニスト！～ 
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資料８ 「地域探究」課題研究テーマ一覧 対象生徒：商業科１年生80名 

 

班番号 担当教員 コース 研究テーマ 

１ 長瀧 会計 視覚的情報による購買意欲の向上 

２ 宇都宮 会計 海洋ごみを減らし豊かな宇和島に 

３ 宇都宮 会計 宇和島市の観光プランを考える 

４ 長瀧 会計 ヒオウギ貝の再利用 

５ 宇都宮 会計 高校生の介護知識の向上に向けて 

６ 村上 情報 素早く安全に避難しよう～死者数ゼロを目指して～ 

７ 児玉 情報 売れないミカンを捨てさせない 

８ 村上 情報 宇和島市のリサイクル回収率をあげるには 

９ 村上 情報 避難所生活をより良いものに 

10 児玉 情報 アプリ開発で地域活性化を目指す 

11 児玉 情報 新リサイクルプロジェクトについて 

12 兵頭・松岡 地域 宇和島東高校のゆるキャラを作ろう 

13 兵頭・松岡 地域 目に見えない障害を抱える人たちの生きやすい世界の創り方 

14 兵頭・松岡 地域 最適な避難所～過去の避難所からの最適解～ 

15 兵頭・松岡 地域 ぎゅうとぎゅうでぎゅぎゅっと～宇和島闘牛を全国へ～ 

 

 

 

 

資料９ 地域教材を生かした課題研究の件数／全作品件数の推移 ※科学系部活動で取り組む課題研究を除く 
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資料10 ＳＴＲＥＡＭ探究基礎ルーブリック 

10-1南海トラフ地震事前復興デザイン探究 

 

10-2地域課題解決データサイエンス探究 

 

 

 

 

【０点】 【１点】 【２点】 【３点】

改善を要する 知識の蓄積
複数の領域・情報の関連

づけ
考察

課題を発見する力
南海トラフ地震発生に伴っ
て起きる社会課題について
理解できていない

南海トラフ地震発生に伴っ
て起きる社会課題について
理解できている

今までの経験や既に知って
いることと本時の学びを結
び付けて課題を理解するこ
とができている

学んだことをもとにして、
新たな課題や視点を見出し
ている

論理的に考えまとめる力
事前復興プランについて根
拠を示さないまま自分の考
えを述べている

事前学習やディスカッショ
ンの内容を踏まえた上で、
事前復興プランについて述
べられている

学習内容や知識や情報を客
観的に分析し、それらをも
とに仮説を立てた上で、事
前復興プランについて述べ
られている

客観的な根拠や仮説に加
え、適切な事例・研究など
を新たに示しながら事前復
興プランについて述べられ
ている

学びと社会課題を関連づけ
る力

学習した内容と課題の関連
づけに誤りがある

学習した内容と課題を正し
く関連付けることができる

学習した内容と課題を正し
く関連付け、自分の経験や
既に知っていることをもと
に、批判的に考えたり、他
者の意見に共感したりしな
がら考えることができる

学習した内容と課題を正し
く関連付け、新たな領域・
分野の知識や研究をもとに
批判的に考えたり、他者の
意見に共感しながら粘り強
く考えることができる

評価基準

評価規準

【０点】 【１点】 【２点】 【３点】

改善を要する 情報の収集、分析
複数の領域・情報の関連

づけ
仮説・検証

課題を発見する力
（観察から気づく力）

データと設定した課題に関
連性がない

収集したデータが意味する
内容を説明できる。

収集したデータを適切な観
点から比較できている。

データの比較から適切な社
会課題を見いだすことがで
きている。

スライド

科学的探究能力
（仮説の検証）

社会課題の分析や改善に向
けた仮説が設定されていな
い。

社会課題の改善に向けた仮
説は設定できているが、検
証データを示せていない。

仮説を検証するための複数
データを適切に分類、比較
することができた。

データの適切な分類、比較
の結果から次の仮説を立て
ることができた。

スライド

プレゼンテーションする力
（スライド）

伝えたい内容が整理できて
いない。

説明の内容に沿って適切な
データが提示できている。

内容が明確になるよう構成
されており、各データが関
連付けられ、整理されてい
る。

課題の内容や解決策が聴衆
に伝わるよう見せ方が工夫
されている。

スライド
発表

プレゼンテーションする力
（口頭による説明）

伝えたい内容が整理できて
いない。

相手が理解しやすいように
データを説明できている。

スライドの内容と説明が適
切に関連付けられながら整
理されている。

スライドや説明が聴衆にわ
かりやすい内容になるよう
工夫されている。

スライド
発表

評価基準

評価規準
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10-3 講座内発表会 

 

 資料11 ＳＴＲＥＡＭ探究Ⅰ・GL探究Ⅰ課題研究講座内発表会ルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

5 4 3 2 1

目的と仮説

先行研究から研究目的や仮
説が導き出されており、具
体的に研究の見通しが立て
られている。

５には満たないが、よく先
行研究から研究目的や仮説
が導き出されている。

研究目的や仮説が述べられ
ているが、設定理由や検証
の意義をより明確にする必
要がある。

研究目的や仮説が述べられ
ているが、設定した理由や
検証する意義が分からな
い。

研究目的や仮説が述べられ
ていないか、研究目的が不
適切である。

研究方法
研究目的を達成するため
の、緻密で発想に富んだ研
究方法が考えられている。

５には満たないが、研究目
的に沿った研究方法が考え
られている。

おおむね研究目的に沿った
研究方法が考えられてい
る。

研究目的を達成するための
十分な研究方法が考えられ
ていない。

研究方法が述べられていな
い。

発表内容

それぞれの専門的な情報を
論理に基づいて構成されて
おり、聞き手が理解しやす
い内容になっている。

５には満たないが、研究内
容が論理的な構成で述べら
れている。

研究内容がおおむね論理的
に述べられているが、追加
の情報が必要である。

研究内容が述べられている
が、論理性に欠き聞き手が
内容を理解しにくい。

研究内容を聞き手が理解で
きない。

発表態度

原稿に頼らず、自分の言葉
で説明ができている。ま
た、声の大きさや話す速度
は適切である。

一部原稿を見て発表してい
るが、声の大きさや話す速
度は適切である。

半分以上原稿を見て発表を
している。また、原稿は見
ていないが、言葉がつまっ
たりしている。

終始原稿を見ながら発表し
ている。また、声の大きさ
や話す速度が適切でない。

声が小さく、発表内容が聞
き取れない。または、終始
無言である。

質疑応答
質問者の質問意図を的確に
把握し、簡潔に答えられて
いる。

５には満たないが、的確な
応答ができている。

質問内容を把握して応答し
ているが、情報が不足して
いる。

質問の意図を把握できず、
応答したが適切な受け答え
ではない。

無言や曖昧な答えに終始
し、質問に答えていない。

項目 評価対象 4 2 1

テーマ 設定の目的・背景
課題が明確で、着眼点に
独自性がある。

課題が明確である。
書いてはいるが、課題が
漠然としている。

課題設定の理由 思考の深まり
テーマと設定課題のつな
がりが明確である。

テーマと設定課題のつな
がりがある。

課題設定の理由が示され
ている。

論理 仮説と研究方法の相関
仮説と研究・検証方法の
関係性が明確で、わかり
やすく説明されている。

仮説と研究・検証方法の
関係性に飛躍がない。

仮説と研究・検証方法の
提示はしているが飛躍が
ある。

研究方法の実現性 研究方法
研究方法に実現可能性が
あり、創意工夫がみられ
る。

４のうちどちらか一つを
満たす。

研究方法の実現化が困難
であり、具体性がない。

検証の深まり 先行研究調査

方法が先行研究やサイエ
ンスメンター、専門家の
指導助言に基づいてい
る。

先行研究やサイエンスメ
ンター、専門家の指導助
言について言及してい
る。

先行研究やサイエンスメ
ンター、専門家の指導助
言に関する言及がない。

多角的検証 情報元・内容が多様 提示データが３つ以上 提示データが２つ
提示データが１つ、また
は不明

情報の選択・論理性 データの選択
目的に応じて複数のデー
タを適切に選択してい
る。

目的に応じてデータを選
択している。

データの提示はあるが、
選択に課題がある。

研究のゴール 考察と深化

結果や文献に基づいた科
学的な考察であり、仮説
からの深まりがみられ
る。

結果や文献に基づいた科
学的な考察を行おうとし
ている。

考察を示している。

体裁や言語表現の正確
さ

体裁

見やすい体裁となってお
り、適切な言語表現、図
表の使用についての工夫
がある。

４のいずれかの条件を満
たすが不十分な箇所があ
る。

記入はしているが、体裁
に従っていない。

研究の実現可能・具体
性

発展性

考察に基づいた実験・検
証等を行うことで、研究
が今後発展する可能性が
ある。

考察に基づいた実験・検
証等、今後の見通しにつ
いて言及している。

今後の見通しについて言
及しているが、実現可能
性が低い。

３　コミュニケーション力
　　多面的思考力

評価基準
身に付けたい力

１　課題発見力

２　科学的探究力

評価項目
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資料12 教科等横断型授業（学習指導案） 「 理科 」×「 国語 」 （「物理」と「論理国語」） 

教科等横断型授業 「理科」×「国語」 学習指導案 

ＳＤＧｓでの課題 ＳＤＧｓの番号（12番）「つくる責任 つかう責任」 

実社会での課題 

持続可能な消費と生産とは、資源効率と省エネの促進、持続可能なインフラの整備、基本

的サービスと、環境に優しく働きがいのある人間らしい仕事の提供等、すべての人々の生活

の質的改善を意味するが、その実現には、経済、環境、社会へのコスト低下が必要である。

しかし現時点では、天然資源の物的消費の増加にともなう大気や水質、土壌の汚染等、「よ

り少ないものでより多く、よりよく」を目指す消費と生産の実現には課題があり、生産者から最

終消費者まで、あらゆる人を巻き込む、サプライチェーンの運用が重要視されている。 

生徒に身に付けさ

せたい資質・能力 

〇基本的な法則を組み合わせながら、現象を科学的な視点から考察する能力 

〇情報を批判的・論理的に検証し、言語化された事象や問いの本質を正確に捉える力 

主題（教材） 物体の運動に関する実験の読み解き 

指 
 
 
 
 
 
 
 
導 
 
 
 
 
 
 
 
過 
 
 
 
 
 
 
 
程 
 

学 習 活 動 
時 

間 
指 導 上 の 留 意 事 項 資料等 

導 
 
入 

１ 本時の目標を確認する。 
 

 
 
 
 

・自然の事物や対象、記され
た言葉と向き合い、見えな
い相手と対話する姿勢で読
み取るよう留意させる。 

・令和３年度共通テスト
問題 
 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 

１ 物理的現象を言語化する。 
 (1)身近な現象の説明 
 (2)共通テスト問題の構造化 
 
 
 
 
 
 
 
２ 問いに「問い」を立てる。 
 (1)読解と解説の発表 
 (2)思考過程の再現 
 
 
 
 
 
 
３ 作問者と対話する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・相手に伝わる表現になるよ
う言葉や伝える順番に留意
させる。 

・物体の速度を決定する物理
量を明確にして説明させる
。 

・設問文の中で、何が問われ
ているかを明確にさせる。 

 
 
 
・設問の表現に基づいて思 
 考過程を言語化すること 
 に留意させる。   
・別の現象においても構造 
 化や言語化の過程を通じ 
 て、思考過程を再現するよ 
 う留意させる。 
 
・他者の視点や批判的視点か
ら情報の内容を検証させる
。 

・設問の表現（言葉・図）で
提示された情報と暗黙知に
ついて考察させる。 

【評価基準】 
Ａ 論理的な文章読解に
基づき原理や法則を関
連付けて現象を説明で
きる。 

Ｂ 原理や法則との関連
を明確にして現象を説
明できる。 

Ｃ 文脈の読み取りに飛
躍があり原理や法則と
の関連が不明確である
。 

【評価方法】 
○プレゼンテーション 
 
【評価基準】 
Ａ 論理的な根拠をもと
に複数の思考過程を想
定して作問できる。 

Ｂ 複数の思考過程を想
定して作問できる。 

Ｃ 想定した思考と問い
に関連性がない。 

【評価方法】 
〇ワークシート 

整   

 

理 

１ 本時のまとめをする。 
 

 
 
 
 

・事柄を多角的な視点から検
証する姿勢が、知見の広が
りや価値の創造につながる
ことを理解させる。 

・共通テスト問題 

備 

考 

 

 

自然事象や設問の内容について新たな問いを立てることができるか。 
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資料13 科学系コンテスト等での主な受賞歴 
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資料14 科学系コンテスト等への参加・応募・出品の数と受賞数の推移 

 

資料15 科学系部活動に所属する生徒の人数の推移 

 

 STREAM 探究Ⅰでの研究成果を 10 枚の論文にまとめ、コンクール・コンテストへの応募に備え
ていたこともあり、出品数、受賞数ともに最高値となっている。また、文系２年生「GL 探究
Ⅰ」の統計グラフコンテストといったデータサイエンス分野への挑戦や、ロボットアイデアの
分野など新たな分野を開拓したことも影響していると考えられる。 

 本校が位置する愛媛県南予地域の子供の数が激減していることも影響し、本校在籍生徒数全
体も減少傾向にある。特に本年度からは商業科が１クラス減となり、来年度以降も年次進行で
１クラスずつ減っていく。 
他の部活動と同様に科学系部活動への所属人数も減少傾向にある。より高いレベルでの科学

研究を行うためには教科スーパーサイエンスの時間だけでは不足する。人数の減少は避けられ
ない状況ではあるが、部活動の中でより高度な研究、粘り強い姿勢での実験・検証を行なわせ
る工夫を行っていく。 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6
4 6 13 53 55 70 101 108 76 67 64 137 160 169
2 3 6 21 21 36 25 18 13 14 11 33 39 42

※H26年度以降は、普通科理系が１クラス減となっている。

受賞数
参加・応募・出品の数

ＳＰＰ
Ⅰ期 Ⅱ期

ＳＳＨ
Ⅲ期
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資料16 進路実績 

 

 

令和５年度の国公立大学への進学率

は 80%となり、前年度に続き、国公立

大学への進学者率が過去最高となっ

た。課題研究等の横断型・探究的な

学びでの実績を使って総合型選抜や

学校推薦型選抜の推薦入試を受験す

る生徒が大幅に増え、その合格率も

増加傾向にある。 

 

資料17 進路選択傾向分析 

 

 

【推移１】農学や水産学の理数科・普通科理系進路選択に占める割合

R3 R4 R5

10% 8% 14%

【推移２】「情報」「データサイエンス」に関する分野の理数科・普通科理系進路選択に占める割合

R3 R4 R5

3% 7% 20%

0%
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理数科・普通科理系進路選択（学問分野別）
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薬学

歯学

医学

保健衛生学

総合科学

芸術学
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資料18 事業評価一覧  

 

カテゴリー 大項目 評価基準 目標値 R5 R6評価

1-6 地域課題の発見
地域課題発見に関する出張講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5 5

1-7 地域課題探究の発展
地域課題探究プログラムによる学びを関連づけ・発展させて研究・発信している。、
5点:対象生徒の30%以上が校外での提案または実践  4点:20%以上30%未満
3点:10%以上20%未満  2点:5%以上10%未満　1点:5%未満

5 3 5

小計 10 8 10

6-1 地域貢献サイエンス事業
小・中・高や地域と連携した科学交流をのべ200人以上が関わり行っている。
5点:200以上　4点:150以上200未満　3点:100以上150未満
2点:50以上100未満　1点:50未満

5 5 5

6-2 外部への発信
研究成果をSSH校以外や地域に対して広く発信している。
5点:全国　4点:複数県外の学校や地域　3点:県内の複数の学校や地域
2点:県内の学校と地域　1点:県内学校関係のみ

5 5 5

6-3 先進校との科学交流
SSH生徒研究発表会以外で四国内外のコンソーシアム等で発表を行っている。
5点:全国　4点:複数県外の学校や地域　3点:県内の複数の学校や地域
2点:県内の学校と地域　1点:県内学校関係のみ

5 3 5

6-4 女性研究者交流
女性研究者育成のための情報交換会、コンテスト等で研究発表を行っている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 2 3

6-5 卒業生メンターの活用
サイバーメンタリングシステムを活用した卒業生メンターの有効活用ができている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:追跡調査のみ

5 3 4

小計 25 18 22

①　ＳＴＲＥＡＭ型課題研究 1-1 異文化理解・異文化交流
国際性育成に関連する講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 1 2

1-2 海外大学連携
海外の大学や関連機関との連携事業に事業対象生徒の3%以上が関わる。
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3 3

1-3 高大連携事業推進
愛媛大学留学生との英語による科学実験や研究を定期的に行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:留学生の支援のみ　1点:一方的な発表のみ

5 4 5

小計 15 8 10

2-1 国際共同研究
国際共同研究ができている。
5点:研究として完結させた　4点:継続中　3点:研究着手・初期段階
2点:テーマ検討　1点:連携開始

5 3 3

2-2 ＳＤＧｓの達成につながる課題研究
ＳＤＧsを意識した課題を設定し、研究の30%以上が達成に向けた提案・実践に取り組む。
5点:30%以上が校外での提案または実践  4点:20%以上30%未満
3点:10%以上20%未満  2点:5%以上10%未満　1点:5%未満

5 3 3

2-3 相互学校交流
国内外連携校等と国際性育成に関する交流（オンラインを含む）を定期的に行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:動画投稿のみ　1点:研究成果や資料共有のみ

5 5 5

2-4 科学者としての視点
科学者としての国際性を高める英語ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄやﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを海外連携校または留学生と定期的に
行っている。
5点:３回以上　4点:２回　3点:１回　2点:留学生の支援のみ　1点:一方的な発表のみ

5 5 5

小計 20 16 16

1-1 統計学履修
統計学に関するに関連する講義や事業に事業対象生徒の90%以上が参加する。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5 3

1-2 データの統計処理・利活用
課題研究の中で適切に統計処理がなされている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 1 3

1-3 地域課題への実効性
地域課題や地域素材に根ざしたテーマ設定・研究が行われている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3 5

1-4 評価の段階的伸張
ICEモデルを基軸としたルーブリック評価をもとにPDCAサイクルが回っている。
5点:自己評価4.5以上　4点:4.0以上4.5未満　3点:3.5以上4.0未満
2点:3.0以上3.5未満　1点:3.0未満

5 3 3

1-5 コンテストへの挑戦
研究の成果についてコンテストへ出品、または発表会への参加を行っている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 3 3

小計 25 15 17

6-1 教科等横断型授業実践
課題発見・解決にむけた教科等横断型授業の実践が教員全体でなされている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5 5

6-2
各教科での「探究的な学び」の研究・
実践

各教科と課題研究の学びを関連付けた授業が行われている。(ICEモデル活用)
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 2 3

6-3 課題研究成果の発信
すべての課題研究論文をHP上で公開して閲覧できるようにしている。
5点:90%以上　4点:75以上90%未満　3点:50%以上75%未満
2点:25%以上50%未満　1点:25%未満

5 5 5

6-4 事業評価・検証
スコア評価法を開発し、実施と検証を行っている。
5点:完全実施　4点:実施検証中　3点:試行段階　2点:開発のみの  1点:検討段階

5 2 3

小計 20 14 16

4-3 愛媛大学専門研究
高次の研究を求める生徒が愛媛大学からの継続的指導（現地・ｵﾝﾗｲﾝ）を受ける。
5点:４回以上　4点:３回　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表のみ

5 5 5

4-4 県外大学連携
高次の研究を求める生徒が県外大学からの遠隔研究指導を受けている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 2 5

4-5 高大接続科目受講
大学の高大接続科目単位取得者数が全校生徒の3%以上である。
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3 3

4-6 高大連携事業推進

高大連携事業によるキャリアデザイン効果が見られる。
（一次産業や情報、ロボット技術に関する進路希望に関する上昇傾向）
5点:3%以上　4点:2%以上3%未満　3点:1%以上2%未満
2点:0.5%以上1%未満　1点:0.5%未満

5 3 3

小計 20 13 16

3-1 産学連携先端科学探究
企業・研究所と連携した研究ができている。
5点:共同開発　4点:共同研究　3点:課題や成果の共有
2点:テーマの検討　1点:連携開始

5 1 3

3-2
海外の大学と連携した
ＳＴＲＥＡＭ教育

課題研究等に対して海外の大学からの遠隔研究指導を受けている。
5点:共同研究　4点:３回以上　3点:２回　2点:指導・助言のみ　1点:一方的な発表

5 5 3

3-3 地域課題解決型ロボット探究
ロボット技術に関する講義や事業に事業対象生徒の50%以上が参加する。
5点:50%以上　4点:40%以上50%未満　3点:30%以上40%未満
2点:20%以上30%未満　1点:20%未満

5 3 5

小計 15 9 11

Regionality
地域性

①　STREAM型課題研究の進化

⑥　サイエンスネットワーク構築

宇東ＳＴＲＥＡＭ　Index(150) 150

Internationality
国際性

④　高大連携・高大接続の強化

②　国際共同研究・国際性育成の進化

Interdisciplinarit
y

横断性

①　STREAM型課題研究の進化

⑥　各教科の学びと課題研究の学びを
つなげる授業改善

Internationality 35

Regionality 35

Innovation
革新性

④　高大連携・高大接続の強化

③　先端科学技術に関する探究活動

Innovation 35

小項目

118101

29 33

22 27

Interdisciplinarity 45

24 26

26 32
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資料19 運営指導委員会 会議録 

 

令和６年度 第 1 回 宇和島東スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

１ 日時 令和６年７月 10 日（水） 宇和島東高等学校 会議室 

２ 協議 ア 参観授業「英語サイエンスディスカッション」について 

     イ 令和６年度 SSH 事業活動状況及び今後の予定 

① 愛媛大学研究室体験研修 ②国際性育成事業 ③関東 STREAM 研修 

④ SSH 研究成果報告会（令和７年３月 11 日（火）開催予定） 

３ 出席者〈愛媛大学〉  山内  貴光  野見山 桂 〈大豊産業株式会社〉長尾 憲一 

〈農林水産研究所〉渡邉 照生 〈西条高校〉山下 和宏 〈松山南高校〉島瀬 省吾 

〈宇和島南中等教育学校〉中村 惣一 〈愛媛県教育委員会〉八木康行 小野 貴康 

 

〈協議〉授業参観 学校設定科目「リージョナルサイエンス探究 II・英語サイエンスディスカッション」 

尾﨑慎太郎 教諭（自評) 

本時の授業は、国際性育成事業の一環として行いました。昨年の夏休みからマレーシアのインダ

プラと連携して行ってきたことの延長です。英語は４技能５領域に分けられる。今回は、１領域の

やり取りをテーマに行った。今日のようなオンラインの授業や教科横断の授業は生徒も慣れていた

のではないだろうか。ハワイ大学の先生をはじめ 10名の方に協力していただき、naturalyなコミュ

ニケーションを心がけてもらった。 

山内委員 

非常に上手な発表ができていた。質疑応答が円滑に行われた事前の準備は？ 

尾﨑教諭 

特にないが、生徒たちが一生懸命乗り越えてくれた。発表の準備は５月下旬くらいから。 

野見山委員 

詰まりながらも一応コミュニケーションが成り立っていた。昨年より生徒も取り組みやすいもの

であったと思う。相手の先生がハイスペックすぎて、もう少し生徒に合わせたオファーでいいので

はないか。飛躍しすぎの感もある。 

長尾委員 

リスニング力にたけており、何かしらの答えを出そうとしている姿が素晴らしかった。 

渡邉委員 

理解ができていて素晴らしかった。将来においてもコミュニケーションが取れるのだろうと 

思った。 

山下委員 

うちでやった実験が高度すぎて、ハードルが高かった。誰でもなんとかこたえられるようなテーマ

を考えていて素晴らしかったなと思う。 

島瀬委員 

古い人間からすると、学んでもコミュニケーションをとれないというイメージだが、トライアルア

ンドエラーを組み合わせる姿勢を体現されていて素晴らしいなと思う。受験指導との区別は？ 

尾﨑教諭 

割り切っているわけではないが、受験勉強にあまり時間はとれなくても、こういう取り組みが英語

好きにつながり、自分で学習をするという姿勢につながり、模試などの成果にもつながると考えてい

る。 

中村委員 

ロボットというテーマ設定が非常に良かった。 

 

令和６年度 第２回 宇和島東スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

１ 日時 令和６年 10 月 29 日（火）宇和島東高等学校 会議室   

２ 協議 ア 課題研究中間発表会について 

イ 令和６年度ＳＳＨ事業報告及び今後の事業計画について 

①学校設定教科・科目等（出張講義等）②ＳＳＨ生徒研究発表会 

③愛媛大学研究室体験研修（高大連携事業） ④地域サイエンス事業 
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⑤関東 STREAM 研修 ⑥UWAJIMA EAST Science Day（国際性育成事業） 

⑦ＳＳＨ研究成果報告会（第３回 SSH 運営指導委員会；３月 11 日(火)） 

⑧ＳＳＨ事業における評価と事業検証について 

３ 出席者 〈愛媛大学〉小林 千悟  野見山 桂  荒木 卓哉  山内 貴光 

  佐野 栄 隅田 学 

      〈大豊産業株式会社〉長尾 憲一 

〈愛媛県農林水産研究所〉渡邉 照生  藤原 文孝 

〈西条高校〉山下 和宏 〈松山南高校〉島瀬 省吾  

〈宇和島南中等教育学校〉中村 惣一 

〈愛媛県教育委員会〉小野 貴康 

 

〈協議〉課題研究中間発表会について 

松岡 拓哉 教諭（自評） 

論文作成、成果報告会が迫りながら研究に対する深化ができていない現状がある。今回、初の試み

として座談会をお願いする形でおこなった。生徒たちの姿勢としては十分に頑張ってくれていたと思

うが、もう少し質問をして欲しかった。座談会については先生方が質問のしやすい雰囲気をつくって

いただいたおかげで活発な会となった。 

荒木委員 

昨年は発表のみで６クールだったが、座談会の形でかつ双方向で議論できたので個人的には楽しい

時間であった。年度初めではなく年度途中にやるからこその良さがあった。 

山内委員 

生徒の悩みや話ができてよかった。テーマ設定と発表の乖離を感じた。評価シートの活用方法につ

いて再考の余地があると感じた。 

松岡教諭 

生徒の成績をつけるための観点別評価となっている。コメントシートを生徒に渡し、還元したい。 

山内委員 

高校の先生用の評価シートはこのままで、我々参観の評価シートは基準を少なくすると良い。 

小林委員 

座談会は有意義であった。ポスター発表の時にはわからなかった学生の気持ちがわかった。時間

をもっと長くしても良い。質疑応答の時にはない深堀ができるのでグループの差が顕著に出た。ア

イデアの深さやバックグラウンドの技術を理解して実験しているかがよく分かった。 

野見山委員 

生徒との座談会の時間はおもしろい。課題設定と実験内容の乖離が大きいことは問題である。実

験を始める前の下調べが足りていない。 

佐野委員 

生徒の悩み事が聞き出せたことは良かった。 

隅田委員 

問題設定の乖離は私も感じた。座談会をしながらコロナ禍から通常に戻った良さを感じた。評価

の細かさは観点別に使うとなると変わる。グループの中で生徒の動きの量に差があるのではないか

と感じた。 

長尾委員 

難易度の幅が広いと感じた。最終ゴールを明確にするとよい。 

渡邉委員 

座談会は新しい試みでよかったと思う。 

山下委員 

生徒なりに頑張って発表していた。 

島瀬委員 

生徒と直接接することができ、楽しい時間を過ごせた。パーソナルスペースは社会学の分野で、

もっと実験のサンプル数が必要だと感じた。 

 


